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プロローグ




　甘くてスパイシーなムスクが香った。彼が使っているオーデコロンは、控えめで普段はほとんどわからない。その香りが今、間近にある。

「こちらへ」

　クイーンサイズのベッドを前に足を止めた私。彼―――笛吹うすい豊ゆたかはベッドに腰掛け私を見つめていた。ダークブラウンの瞳に、真意は見えない。

「嫌ならやめる。奥おく村むら明あ日す海み、別にきみに咎とががあるわけでもない」

「いえ、弟がかけたご迷惑ですから」

「だからといって、こんなことを許すのか。俺の八つ当たりであるのはわかっているんだろう」

　豊さんはふっと笑った。普段はツーブロックにセットされている髪が、少し濡ぬれて額と涼しげな目元にかかっていた。シャワーを浴びたせいだ。

「専務の……豊さんの気が少しでも晴れるなら……」

「そして、『奥おく村むらフーズ株式会社』と父親を守れるなら？」

　私は詰まり、それからこくりと頷うなずいた。

　豊さんが目を伏せ、それから腰をあげる。ベッドの手前で立ちすくむ私の腕をぐいと引いた。

「弟の不始末と親の会社を守るため、専務に抱かれるか。健気なことだ」

「自分でベッドに行けます」

　そう言ったものの、横抱きに抱き上げられてしまった。すごく細いというわけではなく普通の体型の私を軽々と抱えられる体たい躯くと膂りょ力りょくに驚き、そして甘い香りに全身がしびれた。

　私はこれから豊さんに抱かれる。

「こういったことに慣れている様子ではないな。二十四だったか。まさか、初めてというわけじゃないんだろう」

「初めてではありませんので、お気遣いはいりません」

　男性とこういった行為をするのは大学時代の恋人以来なので、かなり久しぶりで、彼が気に入るようにできるかわからない。だけど、いいのだ。

　どうせ、彼にとってはたった一晩の慰みと気晴らし。

　それが私にとって、一生大事にしたい思い出でも関係ない。

　ベッドに下ろされ、私の上には四肢をついて覆いかぶさる彼がいる。

　覚えておこう。この人の香り、表情、全部。私をどう抱いたか、すべて記憶して、死ぬまで大事にしよう。

「嫌なら、途中でも言ってくれ」

　そう言って豊さんの唇が私の唇に重ねられた。

　ムスクの香りが今までで一番濃く香った。










１．弟の駆け落ち




　私、奥村明日海の人生は平へい々へい凡ぼん々ぼんという言葉がよく似合う。

　奥村フーズという冷凍食品の会社を経営する父と専業主婦の母のもとに生まれ、ふたつ下の弟と仲よく育った。中小企業の社長令嬢というのは、一般と大差ない。学校は中学まで公立だったし、日々の生活にも身なりにもセレブ感はない。

　私個人にはこれといった取とり柄えもなく、夢中になれる趣味もない。中ちゅう肉にく中ちゅう背ぜいの普通体型、特徴のない顔立ち。小学校から大学まで、成績はいつも真ん中。

　だから大学を卒業し、国内有数の大企業である『笛吹うすい製せい粉ふん株式会社』に入社したときは、ありがたすぎて申し訳ないくらいだった。

　父の奥村フーズはこの笛吹製粉の傘下企業なのだ。私が入社できたのは、そういった関係もあると思うけれど、その分揶や揄ゆされないように私は仕事に励んだ。

　入社三年目の夏、私は二十五歳になる年で、配属先の総務部で順調にキャリアを重ねていた。

　毎日が楽しいのは、仕事にやり甲が斐いを持っているから。……だけではなく、私には憧れの人がいた。

　笛吹製粉の専務である笛吹豊さん。現社長の息子で、三十一歳。

　大学時代に父について参加したパーティーが最初の出会いだったと思う。挨拶したとき、彼は礼儀を欠かない最低限の受け答えで去っていってしまったので、格好いい人だという印象しかなかった。しかし、その後何度か会ううちに自然と目で追うようになっていた。

　なんでも、凄すさまじく仕事のできる人らしい。

　御おん曹ぞう司しなのに、前線でバリバリと仕事をしているという。

　彼主導で行われた海外産小麦の安定供給と品質向上プロジェクトで、笛吹製粉は〝農林水産大臣賞〟を受賞したくらいだ。父から彼の人物像を聞けば聞くほど興味が湧わいた。

　ダークブラウンの髪と瞳を持ち、高い鼻び梁りょうときりりと結ばれた口元が端整な美男子。切れ長の二重は少し吊つり目だけれど、左の目元にほくろがありそれがどこか彼を優しげにもセクシーにも見せる。

　愛想のいい人ではないので、一見冷たく見えるけれど、仕事ぶりから皆が「豊さん」と呼んで慕っていた。役員室と総務部のオフィスが近いことと、役員秘書が総務部の所属になる関係で、私は一般社員よりも多く豊さんと顔を合わせてきた。来客応対や、雑務を頼まれたことも何度かある。

　入社前から憧れてきた彼だけど、間近で過ごせば過ごすほど素敵だと感じる。

　しかし、この感情は憧れ以上にはならなかった。正確には憧れ以上にしないように努めてきた。

　豊さんには婚約者がいる。なんでも衆議院の中なか安やす議員のひとり娘だとか。

　婚約者がいる人に恋してはいけない。そもそも、傘下企業社長の娘で総務部の一般社員と、次期社長では身分差が大きすぎる。

　そんなわけで、二十四歳の私は仕事にまい進しつつ、憧れの男性をそっと眺める日々を送っていた。充分充実していた。

　事件は、そんなある日に突然起こった。

「明日海、どうしましょう」

　暑い夏の日、汗を拭き拭き仕事から帰宅した私は、玄関先でとび出してきた母と鉢はち合あわせした。

「どうしたの、お母さん」

　おとなしく控えめな母が血相を変えている。その手にあるのは便せん。口をぱくぱくさせて言葉にならない母の手から、便せんを受け取った。

「望のぞむの部屋にあったの……！」

　ようやく母が喘あえぐように言った。弟の部屋に？　便せんには確かに弟の字が並んでいる。読んで私もぎょっとした。

【父さん、母さん、姉ちゃん

　迷惑をかけてごめん。

　でも、どうしてもこのままではいられない。

　俺は仕事を辞め、家を出ます。】

　そこまで読んで、昨晩の弟が思い浮かんだ。いつも通りの望だった。なんにも変なことはなかった。確か、私にアイスクリームのネットクーポンをくれて……。

　混乱する頭で続きを読む。

【可か世よと行きます。

　どうか捜さないでほしい。

　今までありがとう。本当にごめん。】

　可世、その名前に聞き覚えがあるようなないような……。

「望が家出した？」

「そうかもしれないわ。この可世さんという人と一緒なのかしら」

　母は狼ろう狽ばいしきっているが、その口ぶりから同行者に心当たりはないようだ。

　望は奥村フーズの跡取り。この春大学を出てから、奥村フーズで父について学びながら仕事をしていたはず。

　前ぜん途と洋よう々よう、明るく元気で不安事もなさそうだった望が、どうして家出なんかするのだろう。悪い冗談のようにしか思えない。

「ただいま。どうした」

　そこに父が帰宅する。手紙を見て、さっと顔色を変えた。

「今日は体調不良で休むと言っていたはずだが……」

「朝、病院に行くと出ていって。私もさっきこの手紙を見つけたんですよ」

　母は泣きそうに顔をゆがめている。そこで私はハッとした。

　可世という字面に心当たりがあった。響きは珍しくないけれど、この字を使うのはあまり見ないなと覚えていたのだ。

「この可世さんって……、中安衆議院議員の娘さん……だったりしない？」

　私の言葉に両親が息を呑のんだ。中安可世さんは笛吹豊さんの婚約者。偶然にも望と同じ大学で、彼のひとつ上。テニスサークルでは先輩後輩だったはず。少なくとも、私と父はそのことを知っている。

　私たちは顔がん面めん蒼そう白はくで、それでも一晩弟の帰りを待った。

　弟のスマホは部屋に置いてあり、連絡のつけようがない。そして、相手が本当に中安議員の娘さんなのかも確証がないので、先方に連絡を取ることもできない。

　ただただ、弟が家出を思いとどまって戻ってくるのを待つしかできなかった。

　しかし、私たちの期待も虚むなしく翌日になっても弟は帰宅しなかった。私と両親は警察に捜索願を提出しに行った。しかし事件性がなく自分の意思で失踪をした場合、積極的な捜査はできないものらしい。

　追い打ちをかけるように、警察署から帰宅した私たちを待っていたのは、中安議員夫妻だった。やはり弟の同行者は中安可世さんで間違いなさそうだ。

「お宅の息子がうちの可世をたぶらかしたんだろう！」

　近隣に響き渡るような怒声を玄関先で発され、両親はただひたすらに頭を下げていた。

「私どももなにも知りませんで」

「申し訳ありません」

　そう繰り返す父と母を見て、一緒に謝罪しながらも理不尽でやるせない気持ちだった。どうして、両親ばかり責められるのか。こちらだって、跡取りが家出なのだ。連れていってしまったあなたの家の娘さんにひと言もの申す権利はあるはずなのに。

　しかし、そんなやりとりは無意味。当事者はいないのだ。

　弟は駆け落ちした。恋人とすべてを捨てて逃げてしまった。

　ふたりは今頃なにを思っているだろうか。ロマンティックな逃とう避ひ行こうに酔うのは勝手だけれど、残された人たちは、心配、怒り、戸惑いで右往左往している。そんな事実は彼らの頭によぎりもしないのだろうか。

　中安夫妻が怒鳴るだけ怒鳴って帰り、私たちは三人で玄関に立ち尽くし呆ぼう然ぜんとしていた。

　父も私も今日は会社に行けていない。三人とも弟を待って、睡眠も食事もろくに取れていない。虚きょ脱だつ感かんがすごい。

「……笛吹社長と豊さんのもとへ行ってこなければならないな」

　父が呆然と言った。そうだ。まだ終わりではない。望が手を取っていった人は、豊さんの婚約者……。

　望の駆け落ちの理由は、十中八九可世さんの結婚を阻止するためだろう。しかし、それは奥村フーズと笛吹製粉の今後の関係に大きく影響する事案だ。

「この先、どうなるのでしょう」

　母が涙ながらに尋ねる。父は力なく「わからない」と答えるばかりだった。




　望と可世さんの行方が知れないまま、一週間が経たった。

　この件が噂うわさとして世間や社内に流れるようなことはなかったけれど、父は本当に大変そうだった。

　笛吹社長と豊さんに事情説明と謝罪に赴おもむき、さらに中安議員もまじえての話し合いがもたれた。さすがに中安議員は笛吹社長と豊さんに謝罪したそうだ。奥村家のせいばかりにもできなかったのだろう。

　望と可世さんは、中安議員が私的な調査機関を頼って捜すと提案したそうだ。しかし豊さんの強い意見で、結局のところ可世さんと豊さんの婚約は解消となった。

　経済的な後ろ盾として笛吹製粉と縁を結ぼうと思っていた中安議員には大きな痛手となっただろう。

　そして、それは奥村フーズも同じ。いや、もっと状況は悪いかもしれない。

「表向き、契約解除や制裁のようなことは示し唆さされていないよ」

　話し合いから帰った父はそう言った。くたびれ果てた顔をしていた。

「しかし、このままお咎めなしとも思えない。おそらくは、徐々に任される仕事を減らされていくだろう。うちと同じような冷凍食品部門を擁ようする会社はあるのだから」

　奥村フーズは子会社ではない。しかし、笛吹製粉の扱う小麦や米粉などを使って冷凍食品を作り、それを笛吹製粉に卸し笛吹製粉ブランドとして販売している。奥村フーズは笛吹製粉との取引が主だった収入源であり、笛吹製粉なくしては立ち行かない。

「そんな……！」

　母の絶望的な声。父はそれきりなにも言わなかった。現時点で父が対処できることはない。

　なにより、父の落胆には跡継ぎの望がいなくなってしまった点も大きかった。父が祖父から受け継いだ奥村フーズは望が担うはずだったのに。

「私、望を捜すから。望の友達や、頼れそうなツテを、聞いて回るから」

「いいんだ、明日海。おまえは変わらず笛吹製粉に勤められる。仕事ぶりが認められているんだろう。私たちはいいから、自分の人生を大事にしなさい」

　意い気き消しょう沈ちんしている両親。なにもできない私。

　歯がゆかった。そして、どうしようもない憤いきどおりが心を支配していた。

　望はどうしてそんな自分本位なことをしたのだろう。好きな人と逃げられて幸せかもしれないが、私たちのことはなにも考えていない。ごめんと置き手紙で謝って済むような問題でもない。

　望がそそのかしたと言い張る中安議員にも腹が立った。あなたの娘だって、同じだけ罪があるじゃない。可世さんには豊さんがいたのに。豊さんを傷つけている分、罪は重いじゃない。

　そこまで考え、脳のう裏りに豊さんのことが浮かんだ。

　ああ、彼にとって私は憎い男の姉になってしまったのだ。未来の妻を寝取った男の姉。この烙らく印いんは一生消えないだろう。

　今まで豊さんとはあくまでいち社員としてではあるけれど、普通に接してきた。気さくなタイプではない彼も、頼まれた仕事をこなせば、私の目を見て「ありがとう」と言ってくれた。そんな一瞬が嬉うれしかった。

　だけど、これから先はそうもいかない。笛吹製粉でこのまま働いていてはいけないのではなかろうか。

　豊さんに会いに行こう。

　少なくとも彼とは顔見知り。私が一方的に憧れている気持ちを彼は知らないけれど、奥村フーズの娘であることは認識している。

　直接謝罪しよう。

　そして、お願いしよう。どうか、父の会社だけはこの先も傘下企業として扱ってほしい。目障りなら、私は笛吹製粉を退職するから、と。




「終業後にお時間をいただけませんか」

　声をかけたのは翌日の昼だった。ちょうど外出前に総務部に寄った豊さんを呼び止め、そう尋ねた。事件以来まともに顔を見られていない。

　豊さんは私の顔を見つめ、数瞬黙り、それから無表情に頷いた。

「十九時に俺の執務室へ」

　十八時の定時後、私は言葉通りに執務室へ向かった。社内にはまだ人が多くいて、なるべく誰にも見咎められないように同じフロアの豊さんの部屋へ移動する。

「失礼します」

　ノックをして入室すると、豊さんは執務用のデスクにいた。パソコンのディスプレイと向かい合っているけれど、私が来たのでシャットダウンしたようだ。ノートパソコンをぱたんとたたむのが見えた。

「お時間を頂戴しましてありがとうございます」

「きみがなんの用だ。奥村明日海」

　豊さんは冷たい声で尋ねた。その声だけで、彼が私を不快に思っているだろうことが想像できる。私は息を吸い込み、深く頭を下げた。

「あらためて謝罪に参りました。このたびは弟の望が大変なことをしました。申し訳ありません」

　執務室にはしばし沈黙が流れる。ややして豊さんが「顔をあげろ」と言った。おずおずと背筋を伸ばすと、氷のような視線とぶつかった。

「きみには関係のないことだな」

「いえ……！　気づけなかった家族にも責任があります。それに父の会社のことも……」

「ああ、なるほど。きみは、この件で奥村フーズが笛吹製粉から放ほう逐ちくされるのを恐れているのか」

　私はぐっと唇を噛かみ締めた。理解が早くて助かると思うべきだ。それからあらためて頭を下げる。

「どうか、奥村フーズだけはそのまま笛吹製粉の傘下企業でいさせてはいただけないでしょうか」

「〝だけ〟はというのは？」

「お目障りでしょうし、私は笛吹製粉を退職します」

　豊さんは黙っていた。元から誰とでも気安く話す人ではない。彼の笑顔自体、パーティーなどで見かける他人行儀な微笑しか知らない。

　だけど、この沈黙は怖かった。彼はなにを考えているのだろう。私のしたことは裏目に出たのかもしれない。

「……婚約者に逃げられるというのは、男として不ふ名めい誉よ」

　ようやく豊さんが発した。伏し目がちだった私はそろりと彼を見やる。美しいけれど怜れい悧りな瞳が私を射抜いていた。

「この件はプライベートだと言い切りたいが、俺の結婚は、仕事のうちでね。そういった意味では、身辺をわずらわしくされて迷惑はしている」

「誠に、申し訳ありません」

「奥村明日海、俺のむしゃくしゃした気分を晴らす手伝いをする気はあるか」

　驚いて喉を鳴らしてしまった。彼の視線は私にひたと張り付いている。

「どういうことでしょうか」

「俺と一晩過ごす気はあるか、と聞いている」

　心臓が大きな音をたてた。一晩、それは間違いなくそういう意味だ。

　私が言葉に迷っていると、豊さんはふっと笑った。それがこの人の素の笑みとしては初めて見たものだ。

「悪かった。忘れてくれ」

「いえ、その」

「俺も気が立っていたのだろう。立場と罪悪感を利用して、女性に迫るなどと。すまなかった」

「いえ、豊さん！」

　気づけば叫んでいた。

　こんなチャンスはもう来ないだろう。この人にとって、私は憎い男の姉。この先もずっとそう。

　だけど彼は今、私を抱いてもいいと思っている。慰みに使いたいのだろうか。単純な気晴らしだろうか。

　なんでもいい。豊さんと一度でも触れ合えるなら。

　心に封印してきた気持ちが鮮やかにあふれる。憧れは恋に形を変え、この千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスにとびついた。

「私でよければ、ご一緒させてください」

「一晩だぞ」

「はい」

　頷いた私から、豊さんが目をそらした。一瞬その横顔が苦しげにゆがんだようにも見えたけれど、それ以上の変化はない。彼は立ち上がった。

「決心が鈍らないうちがいい。今夜、これからにしよう」

「はい、かまいません」

　彼に伴われ、私は執務室を出た。廊下には誰もいなかったけれど、私は急いで彼から離れ、総務部に荷物を取りに行った。待ち合わせは地下駐車場と決めて。




　外資系のラグジュアリーホテルは少なくとも笛吹製粉関連の食事会やパーティーで使われたことのない場所だった。外観はスタイリッシュな近代建築で、ロビーは地中海ふうの青と白を基調とした空間だ。豊さんがプライベートで使うのはこういったところなのかもしれない。

「食事にしよう」

　そのまま部屋に直行かと思ったら違うようだ。連れていってもらったのは、ホテル二階にあるイタリアンレストラン。カジュアルではないけれど、気張らないで来られそうなお店である。

「好きなものを、と言うと困るだろう。コースにしよう」

「あの」

　お気遣いなく、と言おうとしてやめた。彼は空腹なのかもしれないし、食事に付き合うのも気晴らしの一環なのかもしれない。

「なんだ。あまり食欲はないか？」

「いえ、お付き合いします」

「ディナーコースだけれど、頼めば軽めにしてもらえる。メインは少し控えめにするか」

　私はこくこくと何度か頷く。正直、緊張でろくに食べられない気がした。

「無理そうだと思ったら、いつでも言ってくれ」

「いただきます。大丈夫です」

「食事だけじゃない。今夜のこともだ」

　そう言う豊さんは私を見ない。本当は私の存在が忌いま々いましくて、一緒にいたくもないのかもしれない。そう考えると、胸がぎゅっと痛む。

「私が決めて、ついてきました」

　結果として、彼にとっては嫌な思い出のひとつになるだろう。だけど、私にとっては大事な夜になる。気が変わらないでほしい。私は願うように思う。

「そうか」

　豊さんは低く答えた。




　食事はどれもとても美味しかった。量を控えてもらったおかげで、残さず食べることができてホッとする。コーヒーまでいただくと豊さんが言った。

「部屋に行く。いいな」

　私はおずおずと頷いた。

　これから彼に抱かれるのだ。

「さっき、部屋を取ったからここしか空いていなかった。悪いな」

　そう言って通されたのはセミスイートだ。一般客室が埋まっていたということだろうか。申し訳ないような気もしたけれど、彼にとっては狭苦しくないほうがいいのかもしれない。

　部屋に入るとろくに口もきかずに、交代でシャワーを浴びた。

　私がシャワーから出てくると、彼はシャツにスラックス姿でクイーンサイズのベッドに腰掛けていた。

「こちらへ」

　彼のムスクの香りがする。シャワーを浴びたあと、普段のオーデコロンをつけ直したのか、衣服に残っている香りなのか。

　震えそうになる拳を握り、思った。

　好きな人との一夜、一生の思い出にしよう。何度も何度も思い出して、心を温めよう。

　彼がいつか別な人と結婚しても、私がいつか誰かを愛せるようになっても、この一晩だけは宝物として心に取っておこう。

　こくんと喉を鳴らし、唾を飲み込んだ。




　翌朝、髪に触れる優しい感触で目が覚めた。

　今は何時だろう。薄く目を開けると、室内が薄明るくなってくる時分だとわかった。

　始発はもう動いているだろうか。それなら身体を起こし、身支度をしなければ。

　しかし、私はそれらの思考を一度放棄し、寝たふりをした。

　もう少しだけ、こうしていたい。なんの気まぐれか知らないけれど、豊さんが私の髪を撫なでているのだもの。ひと房すくって指に絡め、また戻して撫でる。そんな優しい感触を終わらせたくない。

　とはいえ、いつまでも仮かり初そめの幸福に酔っていることはできない。私はやむなく、うっすらと目を開ける。豊さんが手を引っ込めた。

「おはようございます」

　だらしなくシーツに寝転がったまま挨拶するわけにもいかず、身体を起こした。裸の胸元まで布団を手繰り寄せる。

　枕元のデジタル時計が五時を指していた。

「言い訳をする気はないが、昨晩のことは気の迷いだった」

　豊さんは私に背を向け、ベッドから降りた。下着やスラックスを手早く身につける彼を見て、夢が終わったことを理解する。

「すまなかった。あんな誘いをすべきではなかった」

　一晩中、離してくれなかったくせに。そんな意地悪な言葉をかけたくなったけれど、私は淡い笑みの中にそれを隠した。そんな甘い思い出も、私だけのものでいい。

「俺は先に出る。好きな時間に朝食を運ばせる。ゆっくり仕度をして出てくれ。フロントに声をかければ、タクシーがきみを家まで送る」

　豊さんは業務連絡のように言い、スーツのジャケットに袖を通すと、ようやくこちらを振り向いた。

　彼はなんとも言えない顔をしていた。

　おそらくは後悔がその表情のほとんどの意味を占める。あとはなんだろう。私への嫌悪だろうか。

　私は座ったままの姿勢だけれど、しっかりと頭を下げた。

「ありがとうございました」

「礼を言われるようなことをしていない」

　そう言って彼は部屋を出ていった。

　ドアが閉まる音を聞き、私の双そう眸ぼうから涙が滑り落ちた。

「いいえ、お礼を言うことです。幸せでした」

　もう聞こえない言葉をひとり呟つぶやく。

　ずっと憧れてきた人から、とびきりの思い出をもらった。

　謝罪と奥村フーズを守るという建前で、私は彼に抱かれた。一晩だけ、彼を完全に手に入れた。ある意味卑ひ怯きょうだったと思う。つけ込んだのは私だから。

　どちらにせよ、これが最後。この恋心は抱えていてはいけないもの。厳重に封をして、心の深いところに沈めてしまわなければいけない。

　何度も思い出したい宝物だけれど、彼のためにも私のためにも、普段は見えないところにしまっておこう。

「豊さん、本当にありがとうございました」

　浅ましくも理由をつけて彼に触れた私は、もうこの恋を思いきれる。

　私は泣きながらシャワーを浴びて、泣きながらルームサービスの朝食を取った。すべては終わったのだ。新しい一日を始めるために、力を出さなければならない。

　そして真っ赤に晴れた目でタクシーに乗り、自宅に帰った。土曜日だったので、両親には友人のところに泊まると言ってある。両親は私がたび重なる心労から逃避したいのだろうと、深い詮索をしなかった。

　部屋に入り、そのまま夜まで眠った。

　これが私の恋が終わった日の話。

　奥村フーズについて、その後大きな動きはなかった。

　私の懇こん願がんがどこまで効いたかはわからない。しかし、父が目に見える圧力はないようだ。仕事量は変わらず、売り上げが極端に落ちるようなことはなかった。

　私は弟・望の行方を、彼の友人たちを頼って方々捜した。中安議員の手の者に見つかるより、私が見つけたほうがまだ話し合う余地があるだろう。

　とはいえ、恨み言以外なにを話していいかもわからないのだけれど。少なくとも、息子の失踪に心を痛めている両親に、望の行方を捜してあげたかった。

　また、なにか仕事以外にやるべき作業があったほうが都合がよかったというのもある。

　豊さんとの夜を思い出さないように。一日でも早くこの気持ちを忘れてしまえるように。




　そうこうしているうちにひと月が経った。

　吹く風が少し涼しくなってきた八月の終わり、私は月のものが二週間ほど遅れていることに気づいた。

　普段、遅れればすぐに気づく。しかし、ここしばらくの激動から、自分の体調についてはあまり気にせず過ごしてしまっていた。手帳に記された予定日より二週間近い遅れにはさすがに焦りを覚えた。

　豊さんと抱き合った夜からひと月ほどが経っている。避妊はしたはずだ。しかし、何度も何度も抱き合った熱い夜。私は何度か意識を飛ばしてしまっていたし、彼も夢中だった。間違いが起こってしまった可能性もゼロではないだろう。

　悩みに悩んで、昼休みに薬局に行き、近くのコンビニのトイレで検査薬を使った。

　スティック状の検査薬は見る間に陽性を示した。

　愕がく然ぜんとしながらも、どこかで思う。ああそうか、と。

　運命論者でもないし、信心深くもない。だけど、もしかしたら人生には大きな流れがあり、私のお腹に愛する人の子が宿るのは必然だったのかもしれない。

　私が望んだ我わが儘ままな必然。

　総務部のオフィスに戻ると偶然にも豊さんがいた。秘書をしている男性社員と話をしている。

　このひと月、ろくに顔を合わせなかったのは、彼も私を避けていたからだろう。ようやく会えたけれど、私から伝えるべき用事はない。

　ふと、視線がこちらに向けられる。美しい瞳が私を射抜いている。

　あの日のように、とは言わない。だけど、もの言いたげな視線だと思った。

　私は臆することなく、無言で彼を見つめ返した。

　ほんの一瞬の出来事。私たちは、オフィスで見つめ合った。それから私はすぐに目を伏せ、オフィスを出た。

　その日の夜に、私は産婦人科に行き、妊娠二ヶ月であると診断される。そして、翌日には上長である総務部長に退職の意思を伝えた。

「お腹の赤ちゃんの父親を言う気はないのね」

　母はそう言って嘆息した。私は静かに頷く。

　上司に退職を願い出てすぐに両親には妊娠の事実を告げた。弟の駆け落ちで心身ともに参っている両親には追い打ちになるかもしれないと思った。しかし、黙っていてもお腹は大きくなるだろうし、私はこの子を産むと決めていた。

「ひとりで産んで育てるつもり？」

「はい。埼さい玉たまに、お祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんが住んでいた家があるでしょう。そこに移り住もうかと思っています」

　反対しても私の意志が固いことは、両親ともにわかっているようだ。

「あなたが産みたいって言うのだから、大事な人との赤ちゃんなんでしょう。ひとりで育てたいというのもわかる。せめて、出産まではこの家にいたらどう？」

「貯蓄を切り崩せば、出産までひとりで暮らせると思うから。それに、あっちに友人がいて、彼女の家のお仕事を手伝わせてもらえるかもしれないの」

　都内のこの家で赤ちゃんを産むわけにはいかない。私の妊娠出産が、漏れるかもしれないからだ。このタイミングで私が妊娠し、シングルマザーになろうとしていると豊さんが知ったらどう思うだろう。

　一晩の慰みに使った女。憎い男の姉。

　……さらなる迷惑をかけるわけにはいかない。

「明日海、違ったらすまない。しかし、噂を聞いてな」

　それまで黙っていた父が口を開いた。

「おまえが、笛吹専務……豊さんの車で出かけたのを見たという話が」

「誰から聞いたの？」

　私は父を見た。心は不思議と冷静だった。

「うちの営業部の木き村むら部長だ。ひと月くらい前、笛吹製粉本社での会議に行っていて」

　両親は普段外泊をしない私が一晩帰らなかった日を思い浮かべているのだろう。そして、まさにその日に私は身ごもったのだ。豊さんの子を。

「お腹の子の父親は豊さん？　やだ、そんなわけないじゃない」

　私はふっと微笑ほほえんだ。

「あの日は、望の件で豊さんに謝罪に行ったの。それで私がつい泣いてしまって。哀れに思ったみたいで、家の近くまで送ってくれたのよ。私のことなんか嫌いだろうに、優しい人よね」

「そうか」

「この子を授かったのは別な日よ。……私の好きな人の子だから、誤解しないで」

「すまなかった。変なことを言ったな」

　父は固い表情をそれでも笑みに変えた。両親が私のついた嘘うそをどう思うかわからない。

　しかし、証明すべき手段はないのだ。

「なるべくお父さんとお母さんに迷惑をかけないようにするね」

「明日海」

「家族が増えることだけ、喜んでもらえたら嬉しいな。図々しいかもしれないけど」

　母が私をぎゅっと抱きしめた。母は泣いていた。




　私が笛吹製粉株式会社を退職したのは、それからひと月後のことだった。










２．愛娘




　青々と茂った木々。木漏れ日の中を歩いても、こめかみから汗がつうと伝う。

　夏が盛りに近づいている。娘のベビーカーを押しながら、そう感じる。

　ベビーカーを覗のぞき込むと、シートベルトをうざったそうに手で引っ張っている娘と目が合った。

「ままぁ」

「はーい、なんですか。未み来くちゃん」

　私は娘に微笑む。

「ちゃいちゃい」

　ちゃいちゃいとはなんだろう。さっき遊んだ公園で、暑い、暑いと私が言っていたからだろうか。

　未来は一歳三ヶ月。私の可愛いひとり娘だ。

　朝の涼しいうちから公園でたっぷり遊び、スーパーで買い物をして帰るところである。

「あっついねえ。もう七月かあ」

　私は青い空ともくもくとした雲を見上げ、ふうと息をついた。

　自宅は最寄り駅から徒歩十分の立地にある古い木造の二階建てだ。昔、祖父母が住んでいた家で、ふたりが亡くなってからは両親が管理していた。私はこの家で未来とふたり暮らしをしている。妊娠中に移り住んだので二年近くになる。

　未来をベビーカーから下ろし、荷物を冷蔵庫にしまった。それから汗びっしょりの未来とシャワーを浴びた。着替えてお昼の準備を、と思っていたらスマホが振動を始める。

「もしもし、藍あい？」

『明日海、今大丈夫？』

　電波の向こうから大学時代の友人、寺てら田だ藍の声。私は未来をちらりと見る。お腹が空くと大騒ぎするこの子、今はご機嫌でプレイマットで遊んでいる。

「少しなら。これから未来とご飯なの」

『あ～、そっか、もうお昼どきだね。ごめんごめん、詳細メールにするわ』

「ありがとう。お仕事回してもらってるのにごめんね」

　私の言葉に藍が明るく答える。

『なに言ってんの、うちは明日海に手伝ってもらえて助かってるよ』

　電話を切り、未来に離乳食とミルクを用意した。授乳は一歳で卒業し、もうほとんどの栄養は食事からとれる未来だけど、ミルクは味が好きなようでいつもほしがる。

　野菜の餡あんかけをのせた軟飯とミルクを平らげると、未来は眠そうにプレイマットでごろごろし始めた。手でぶらさがったぬいぐるみを引っ張っているのでまだ遊ぶつもりらしい。放っておくと眠ってしまいそうだ。寝ぐずりはあまりしないほうで、それだけは本当に助かっている。

　私は未来の離乳食に入れたツナの残りをロールパンに挟んで、インスタントスープと一緒に簡単な昼ご飯にした。食べながらメールをチェックする。

　藍からの依頼は、いつものタウン誌の記事だ。私は記事の編集を手伝っている。

　寺田藍はこの家から車で三十分ほどのところに住み、家業の印刷会社を継いでいる。

　家族経営の小さな会社で、社史や同人誌の印刷がメインだそうだ。

　その傍かたわら、藍はこの街のタウン誌を作っている。藍が編集長となって、地元の仲間が編集員。書いた記事の校正作業やレイアウトを、私を含めた数人が担当している。

　皆、本業があり半分ボランティアのようなタウン誌制作だけれど、子育て中で働き方も収入の得方も制限がある私にはありがたい仕事だ。

　さらに藍は、印刷所の仕事も、原稿確認や著者との連絡などの一部の業務も私に回してくれている。

　これは今日の午後、未来のお昼寝時間にやってしまおう。そんなことを考えて、食事を終えると、未来はプレイマットでくうくう寝息をたてていた。

　たくさん遊んでたくさん食べてよく眠ってくれるなんて、うちの娘はなんて健康で素敵なんだろう。

　もちろん、こんなふうに素直に寝てくれないときもあるし、いまだ夜泣きは毎日のようにある。この子が生まれてこの方、毎日が緊張状態と言っても過言ではない。だって、私の肩にこの子の命がかかっているんだもの。

　だけど、この子は健やかに日々成長してくれている。私の生きる上での大きな希望だ。

　未来を抱き上げ、寝室にしている和室へ。お布団に寝かせて、汗ばんだ額を撫でた。

　よく似ている。こんなとき、そう思う。

　未来の髪と瞳はあの人と同じ色をしている。鼻筋の通ったところも、唇の感じも似ている。

　だけど、それだけだ。すべては通り過ぎていったことであり、私にもこの子にも関係がない。

　今から一年と十ヶ月前、私は都内の実家を出てこの街にやってきた。駅前以外は静かで、住宅地に畑もあるようなのどかな土地だ。

　両親とは連絡を取り合っているし、弟の捜索は続けているので、彼の同期とはメールなどのやりとりがある。しかし、私は一度たりとも都内に戻っていない。

　この街の病院で未来を産み、貯蓄を切り崩し、編集の仕事を家計の足しにして、この子を育ててきた。これからも私は未来とこの閑静な地方都市で暮らしていく。

　東とう京きょうには行かない。私と未来を誰かが見咎めないとも限らないもの。

　もし、私が子連れで歩いているのを、奥村フーズや笛吹製粉の誰かが見ていたとしたらどうだろう。私とあの人についてどの程度噂があったかは知らないけれど、未来の容姿を見たら察する人もいるのではなかろうか。

　そしてそれがあの人の……豊さんの耳に入ったとしたら。

　それだけは絶対に避けたい。私は未来とふたりで生きていくのだ。この子に父親はいない。それでいい。

　私は小さな寝息をたてる未来のお腹にタオルケットをかけ、居間に戻った。仕事を片づけてしまうために。

「なるほどね、じゃあ都内のプールに行こう計画はやめておくわ」

　アイスコーヒーを一口含み、藍が言った。私は謝る。

「ごめんね、せっかく誘ってくれたのに」

　今日は藍が我が家に仕事の打ち合わせでやってきている。私が藍の会社まで行こうとすると、未来を連れてバスで行くことになる。真夏にそれは大変だろうと、藍が車で来てくれているのだ。

「いいの、いいの。タダ券って言ってももらったものだし。ほら、前みたいに水遊びできる公園行こうよ。水遊び用のオムツはかせてさ。私、車出すから」

　大学時代から藍は面倒見のいい女子だった。彼女には私の事情をあらかた話してある。未来の父親についても、藍にだけは話してある。しかし、都心部に出たくないという話は今回初めてした。

　人の多い都心部。レジャースポットは特に警戒する必要がある。

「藍にはお世話ばっかりしてもらって申し訳ないよ」

「明日海は謝りすぎ。そんなに気を遣わないでよ。私は可愛い未来ちゃんに会いに来てるだけだもん」

「ねー」と未来に話しかける。未来は藍の横で彼女の車のキーで遊んでいたけれど、話しかけられてにっこりと笑った。

「あ～もう本当に美人だねえ、未来ちゃんは。将来が楽しみ～」

「ふふ、ありがとう。親馬鹿だけど、私も未来は美人になると思う」

「親馬鹿でいいよ。未来ちゃん、すっごく可愛いもん」

　藍が親戚みたいな気持ちで見ていてくれるから、余計そう見えるのだろう。私はやはりどこかで彼と重ねて見ているのかもしれない。

　豊さんは整った顔立ちの流りゅう麗れいな人だった。未来は幼いけれど、彼のような美しさを持っているように思えてならない。

　未来に父親はいないなんて自分に言い聞かせながら、私はふとしたことで彼を思い出している。未来の中にある豊さんの面影をつい追ってしまう。

　彼は今頃、どうしているだろう。相変わらず忙しく働いているだろうか。もう、結婚をしているだろうか。

「そうそう、保育園のほうはどう？」

　藍に尋ねられ、私はハッと彼女を見た。

「うーん、希望の園は待機五人。まだまだ空かないんだ」

　実は昨年末から未来の保育園活動をしている。保育園に入れれば、私ももう少したくさん仕事ができる。

　しかし一歳児の枠は激戦。さらにこの街はベッドタウンで子どもの数も多く、なかなか入園が決まらないのだ。

「明日海はシングルマザーに当たるのに、優先順位が低いなんてひどいよねえ」

「どうしても、すでに仕事がある人が優先だから。藍からもらっているお仕事は在宅でできてしまうし、ポイントが低くなっちゃうんだ」

「でも、最終的には未来ちゃんのために、どこか正社員でフルタイム働けるところを探したいんでしょう。これ、本当に矛盾感じるよね。仕事を決めたいから保育園に入れたいのにね」

　藍の言う通りなのだ。未来のためにもそのうち外で働きたい。正社員の職を探したい。しかし保育園が決まらない以上探せないし、職がなければ保育園入園の優先度は下がってしまうのだ。

「いっそ、うちの『寺てら田だ印いん刷さつ』の正社員になる？　ちょっと遠いかな」

「ありがたいけど、そこまで藍に甘えられないよ」

　家族で経営している印刷所だ。従業員をひとり雇えば、それだけ支出も増える。

「本当に困ったら言うんだよ」

　藍の優しさには感謝している。この街でひとり子育てができるのも、藍のような頼りになる友人がいるおかげ。未来も、私以外の大人と触れ合う機会ができて、さらには遊びにも連れ出してもらえて嬉しそうだ。だからこそ、甘えすぎたくないのだ。

　この子をひとりで育てると決めたのは私の決断なのだから。少なくとも、貯蓄や藍に頼らずに生活できる仕事を見つけたい。

「あ、明日海、スマホ」

　藍に言われ、テーブルの上のスマホを見ると、新着メッセージがきていた。

「母親だわ」

「見てみなよ」

　促され、メッセージをあける。

「えっと【明日、お父さんと会いに行きます】だって」

「へえ、たまに未来ちゃんに会いに来るって言ってたもんね」

「うん、そうなんだけど……」

　急だな、と思った。普段は一週間以上前に連絡がある。

　もしかして、望の件でなにか進展があったのだろうか。

　望の友人で、奥村フーズの同期である作さく田たくんにはしばしば連絡を入れているけれど、彼からは特に新しい情報はない。

「未来ちゃん、じいじとばあばが来るってさ。楽しみだねえ」

　藍は未来を膝ひざにのせて語りかける。未来はわかっているのかいないのか、「あーい」と答えていた。




　翌日、午前中のうちに両親はやってきた。平日なので、父は仕事を休んできているのは間違いない。

「急ぎの用事があったの？」

　やってきたときから顔色の悪い両親に私は努めて明るく声をかけた。未来がひっくり返さないようにテーブルの真ん中に冷たい麦茶を置く。

　未来は両親のいるローテーブルにつかまり、自分のマグを探している。一緒にお茶を飲みたいようだ。未来の前にも冷たい麦茶をマグに入れ、置いてあげる。

　やがて、すっと父親が顔をあげた。

「明日海、大事な話があって来たんだ。奥村フーズを笛吹製粉の子会社にしてもらう方向で話が進んでいる」

　両親の向かいに座り、私は言葉をなくした。奥村フーズは立ち行かなくなったのだろうか。

　望の一件から立場が悪くなるのではと思われた奥村フーズは、この二年間今までと変わらない業績を維持しているはずだ。どうして今、身売りのようなことをするのだろう。

「一番は、私の気力が持たなくなってきたというところだ。望という跡取りもいなくなり、祖父や親の代から受け継いできた奥村フーズの一族経営は終わる。それなら、ここからはより安全に会社と社員を守るため、笛吹製粉の力を借りたい」

「笛吹社長と豊さんからの提案なのよ。傘下企業で子会社になりたがっている会社はたくさんあるけれど、お父さんの会社にとってはありがたい条件をいくつも提示してくれているの」

　母も言い添える。

　もともと、奥村フーズの売り上げのほとんどは笛吹製粉との取引からだ。しかし子会社化となれば、株式は半分以上笛吹製粉が有することとなり、経営方針や役員人事は笛吹製粉が決めるだろう。父はお飾りの社長扱いされることもあり得る。

「お父さんはそれでいいの？」

「私はありがたいお話だと思っているよ。笛吹社長たちはまだまだ私には会社に残って、奥村フーズを引っ張っていってほしいと言ってくれてね。そして、ここからが問題なんだが、奥村フーズのこの先を盤ばん石じゃくにしようと豊さんが提案してきたことがある」

　言い淀よどむ素ぶりを見せる父。私は豊さんの名前にどきりとするものの、平静を装う。

「なに、お父さん」

「明日海、豊さんと結婚する気はないか」

　私は目を見開き凍り付いた。豊さんと結婚？　私が？

「ど、どうして？」

「有利な条件で子会社化するにも理由が必要だと。他の傘下企業の嫉しっ妬とや不平等感を煽あおらないためにも、豊さんと明日海が結婚することを理由にあげればいい」

「なんでそこまで。結婚なんかしなくても……！」

　思わず声を荒らげてしまった。父が目を伏せ、心苦しそうに続ける。

「なんだかんだ言って、笛吹製粉にとって奥村フーズの売り上げと冷凍食品のノウハウは大きいということだろう。望の件でうちが笛吹製粉に見放されなかったのも、そこが大きい」

「名実ともに政略結婚ってこと……？」

　笛吹製粉は奥村フーズを周囲の批判なしで確実に子会社化したい。跡取りを失い社長も限界を感じている奥村フーズは、笛吹製粉に頼りたい。

　両社がウィンウィンの関係になるのが、私と豊さんの結婚……。

「でも、私には未来がいるわ」

「もちろん、それも伝えた。娘はシングルマザーで、笛吹製粉の次期社長の妻に見合うかわからない、と。そうしたら、豊さんも社長もすでにそのことを知っていてね」

　父の言葉にはさすがにぎょっとした。いや、笛吹製粉側からこんな話を提案してきたのだ。私の知らないところで調査されていたとしても不思議ではない。

「明日海のことは元社員だから人となりも知っているし、シングルマザーなら不便も多いだろう、と。子どもも一緒に面倒を見るから、ぜひ嫁いできてほしいと言うんだ」

　私は唇を噛み締め、未来に視線をやった。

　未来はくしゃくしゃ鳴るスカーフ型のおもちゃで遊んでいる。音が楽しいようでにこにこ笑顔だ。私と両親の会話なんて、知る由よしもなく可愛らしい声でなにか呟いている。

　次に私は両親を見やった。

　両親は未来の父親についてどこまで確証を得ているだろう。二年前、私が否定した言葉をまだ信じてくれているだろうか。この子の父親によく似た容姿に不審を持っていないだろうか。

　それとも、こうして豊さんへのお嫁入りの話を持ってきて様子をうかがおうとしているのだろうか。

「この子の父親は豊さんじゃないわ」

　私はあらためて口にする。両親がハッとした顔をし、頷いた。

「もちろん、明日海がそう言ったことを私たちは覚えているよ」

　笛吹社長と豊さんが、私の子どもの存在を知っている。つまりは豊さんも未来を我が子だと疑っているのではなかろうか。だからこそ、こんな提案をしてきたのではなかろうか。

　道はまだある。ここで結婚を断り、両親も豊さんもシャットアウトしてどこか遠くに引っ越してしまえばいい。

　待機児童に余裕のある地方を探して、移住すれば、未来を保育園に預けて仕事を見つけられる。未来とふたりで生きていける。

　しかし、望を失った両親をこれ以上悲しませたくない。私がいなくなれば、笛吹製粉との関係がどうなるかわからないし、なにより娘と孫まで消えてしまったら両親はきっと意気消沈してしまう。望と同じ行動を取りたくない。

「豊さんと、会って話せるかしら」

「明日海」

「政略結婚にしたって、もっと条件のいい女性はいるでしょう。わざわざシングルマザーと結婚したいなんてなにか考えがあるのかもしれない。望に遺い恨こんもあるはず。私の一番優先することは未来の幸せだから、一度会って話をしてみます」

　未来を連れていくのは抵抗がある。しかし、隠しておいて、妙に勘繰られたくない。

　もう会うこともないと思っていた豊さんにこんな形で会うなんて。

　両親は午前中のうちに帰っていった。昼食の準備をしなければ。それに午前中外遊びができなかった未来をどこかで外に連れ出してやりたい。

　そんなことを考えながら、パワーが湧かず座り込んだまま。

「まあま」

　未来はよちよちと歩いて寄ってきた。小さくてふっくらした身体を膝にのせ、その顔を覗き込む。

　なんて可愛らしいんだろう。歩くのも上手になったし、意味が通じそうな言葉もいくつか出てきている。娘は日々成長している。

「未来、ママの未来。私たちはふたりで幸せになれるよね」

　未来はよくわからないといった顔で私の頬をぺちぺちとたたいていた。




　両親を通じて豊さんから連絡があったのは翌日だった。

　週末、会いに行くと言う。うちに来られるのも、住んでいる地域を特定されるのも困る。

　両親はまだ住所を話していないというけれど、そもそも私に子どもがいる事実まで突き止めているのだから、今更無駄なのかもしれない。

　悩んだ末、電車で池いけ袋ぶくろまで出て会うことにした。

　私の最寄り駅からは一番出やすい都心部の大きな駅だ。未来も電車に乗ったことはあるので、三十分くらいなら問題なく行けるだろう。

　当日、私はシャツにスカート、抱っこ紐ひもで未来を抱き上げた。薄手のジャケットはオムツやおやつと一緒にマザーズバッグの中。

　未来には両親が買ってくれたワンピース型のロンパースを着せた。おしり周りをカバーしてくれ、ひらひらとスカートが可愛い。ひまわりの柄が未来によく似合う。

　しかし、池袋駅に到着してすぐに未来は着替えをする羽目になる。電車の中でほしがっていた赤ちゃん用のおせんべいをホームのベンチで食べさせたら、一緒に飲ませた麦茶もろとも口からべろべろと出してしまったのだ。

「未来！」

「だーあう」

　なにか気に食わなかったようだ。離乳食もたまにこうやって出すことがある。しかし、おせんべいに練り込まれていた野菜のせいでワンピースはお腹の辺りに染みが……。

　もちろん着替えも用意してあるけれど、幸さい先さきが悪くて早速不安になってしまう。駅のトイレでオムツと一緒に着替えさせた。着替えはレースのついたＴシャツとブルマ。これも可愛いけれど、すぐ汚してしまいそう。

　どうにか抱っこ紐に入ってもらって、熱気あふれる構内を進んだ。夏の駅は暑いんだったなどと今更思い出す。

　駅からほど近いホテルが豊さんとの待ち合わせ場所だった。

　指定された最上階のレストランに向かうと、個室に案内された。子どもがいるし、込み入った話になるので助かる。

　案内の人を断り、ドアの前で深呼吸をした。二年ぶりに会う豊さん。今は三十三歳になったはず。

　どうして私と結婚などと言い出したのだろう。その真意を見定める。そして、私は絶対にぶれない。

「失礼します」

　ドアを開けると、席についていた彼が顔をあげた。

　豊さんだ。

　変わっていない。ううん、あの頃よりもっと素敵になった。私の憧れだった人だ。

　豊さんは立ち上がり、歩み寄ってくる。二メートルほど手前で止まり、未来を抱いた私を頭からつま先まで眺め渡した。それから数瞬黙り、ゆっくりと口を開いた。

「奥村明日海、今日はようこそ」

「笛吹専務、今日はお時間をいただきありがとうございます」

　私は頭を下げ、それからもう一度彼を見つめる。二年前、未来を身ごもった日もこうして向かい合ったなと今更思い出す。あのとき、私は恋を隠して、謝罪の気持ちで彼に向き合ったのだ。

「今は、副社長の役職についている」

「そうでしたか。失礼しました」

「きみの子どもを紹介してもらえるか？」

　豊さんは柔らかな表情はしていない。あの頃からあまり愛想のいい人ではなかったけれど、子どもと相対する雰囲気はしていない。

　私は抱っこ紐をはずし、未来の顔と身体がよく見えるように抱き上げる角度を変えた。

「奥村未来、といいます。一歳三ヶ月になります」

「ストレートな物言いですまないが、きみとは一度関係を持っている。この子は俺の子か？」

　どくんと心臓が鳴った。

「いえ、違います」

　私は決めていた言葉を口にする。想定していた質問だ。思ったより早かったから焦っただけ。落ち着こう。

「当時、私にはお付き合いしている男性がいました。あのあと、お別れしましたが。その男性との子です」

「きみがよく連絡を取り合っているらしい作田良よし樹きという奥村フーズの社員か。確か奥村望とは仲のいい友人」

　どこまで調べあげているのだろう。ぞっとしながら私は頷いた。

「そうです。彼にはもう奥様がいますから、どうか彼に問い合わせるようなことは控えていただきたくお願いします」

　大嘘だが、これも打ち合わせ済み。今日のために作田くんには連絡を取ってある。

　娘の仮の父親として名を挙げさせてほしい、と。

　作田くんと私が連絡を取り合うのは、いつも望の行方についてで、その点は彼の妻も知っている。頼みやすい相手は彼しかいなかったのだ。

　父親が自分ではないかと豊さんが疑うのは当然だ。だからこそ、私との結婚の話を持ち出したのだろう。責任を取るつもりか、醜しゅう聞ぶんを防ぐつもりかはわからない。

　未来が他の男性の子だと知れば、結婚の話はなくなるだろうか。

「そうか」

　ため息のように豊さんは答えた。視線は未来に注がれている。

　未来は知らないところに来たことと、知らない男性に見つめられていることで、困惑したように眉み間けんにしわを寄せている。

「まあ、席についてくれ。その子は、なにを食べられるだろうか……」

　豊さんが未来をもう一度見た瞬間、未来はひっくとしゃくりあげた。

「うあああああん、やあああああ」

　未来が大声をあげて泣き始めた。

「すみません！」

　私は謝り、慌てて未来を抱え直し、あやすようにゆする。普段接しない男性の声が怖いのかもしれない。病院の男性医師や、散歩で会うおじいさんにも泣いてしまうことがあるのだ。

「いや、驚かせたようだ。食事の準備をゆっくり始めさせるから、きみはお嬢さんの面倒を見てくれ」

「はい」

　私は抱っこ紐であやしながら、ポットに入れてきたお湯でミルクを調乳する。椅子に腰かけ膝にのせ、哺ほ乳にゅう瓶びんを持たせると未来はようやく泣き止んだ。

　自分で哺乳瓶を支え、んっくんっくと器用にミルクを飲みだす。私はサポートしながら、彼を見ずに尋ねた。

「この子があなたの子ではないなら、結婚する理由はありませんよね」

　テーブルにはオードブルとワインが並べられてあった。彼はそのどれにも手をつけず、私と未来を眺めている。

　それから息をつき、ゆっくりと答える。

「きみを妻にもらう意思は変わらない。奥村フーズと縁を結ぶことは笛吹製粉にとっては大事な要件。昔も話したが、俺の結婚は仕事の一部でね。有益な相手を選ぶのは当然の選択だ」

「シングルマザーで傘下企業の娘です。私より有益な方はたくさんいらっしゃるでしょう」

「条件のいい婚約者は、きみの弟と駆け落ちしてしまったな」

　私はぐっと詰まる。その通りだ。そして、この口ぶりから豊さんの内に望への怒りはまだあるのだと感じられた。

「それなら余計に、私と結婚するのは嫌でしょう。望の姉です。さらに連れ子もいます。あなたは嫌いな相手とその連れ子の面倒を見ると言うのですか」

　私の声が厳しかったせいか、未来は哺乳瓶を口から離し、きょとんと見上げてくる。また、驚かせてしまった。私は未来をあやしミルクの続きを飲ませる。

　豊さんがふっと笑った。

「笛吹製粉の次期社長が、後継が失踪してしまった奥村フーズを救うため、そこの娘を連れ子もろとも面倒見るというのは慈じ悲ひ深ぶかいエピソードだとは思わないか？　世間は、俺が婚約者と破局した理由も、奥村望の失踪との関連も知らない」

「そんなことのために……」

「あとは個人的な理由だ。俺はあのとき、むしゃくしゃした気分できみと関係を持った。その延長だよ」

　彼の言っている意味がわからず、私は豊さんを見つめた。豊さんは端整な顔に嘲ちょう笑しょうを浮かべていた。冷酷な表情だった。

「奥村望はどう思うだろうね。俺の婚約者を寝取って駆け落ちした結果、実姉が俺に囲われ慰みものになっているとしたら」

　私は慄りつ然ぜんとした。自然と未来を抱く手に力がこもる。

　私の青ざめた顔に、豊さんは嘲笑を浮かべたまま続ける。

「安心してくれ。そう思わせたいだけだ。きみにもその子にも危害を加えたり、不便な思いをさせたりする気はない。きみたちが俺といるだけで、奥村望への復ふく讐しゅうになるんだ」

「人質みたいなものということですか」

「ああ、そう取ってもらっても構わない。今更、中安可世に未練があるとは言わない。形ばかりの婚約者だったしな。しかし、奥村望には方々に迷惑をかけた謝罪をさせたいところだ。出てきてもらいたいと思っている」

　私が彼の傍そばにいれば、望を釣る餌になる。

　好きな相手と駆け落ちまでしてしまった望だけれど、あの子自身は優しい子だ。私の窮きゅう状じょうを伝え聞けば、動く可能性は充分にある。

「もちろん、きみは断ってもいい。奥村フーズの子会社化はそのまま話を進めるし、奥村社長の立場を取り上げるつもりもない。しかし、きみは二年前、俺に謝罪してくれた。弟の不始末だ、と。今も同じ気持ちがあるなら、誠意ある選択をしてくれると思っている」

　ごとんと音がして、それが未来の手から落ちた哺乳瓶だと気づく。未来はミルクを飲むだけ飲んで寝てしまった。月齢からもげっぷはしなくて大丈夫かもしれないけれど、あまりに気持ちよさそうな寝顔と寝息に、一瞬今の状況がわからなくなる。

　不穏な交渉を持ちかけられている現状が悪い夢みたいだ。

「そこへ寝かせるといい」

　テーブルの近くにベビーベッドが用意されてあった。子連れのゲスト用のものだろう。

　私はそっと未来の身体を横たわらせた。お腹に毛布をかけて、ゆっくりと振り向く。

「私の人生は未来のためにあります」

　豊さんを見つめ、言葉にする。今、決めなければならないだろう。

　この人は、やはり弟を恨んでいるし、私を道具にしてもいいと思っている。

「ですが弟があなたの人生を変えたことを申し訳なく思う気持ちも変わっていません。……あなたの提案に従います」

　彼が頷く。あなたの思う通りにする。だから、こちらもひとつだけお願いをさせてほしい。

「図々しいと思います。でもどうか、未来だけは普通に育てたいんです。あなたの怒りにも、私たちの謝罪にも巻き込まないで大きくしてやりたい」

「じゃあ、どうする。この子を他所に養子にでも出すか？　そうすれば、俺からは逃がしてやれるぞ」

　豊さんの冷徹な言葉に、必死に首を振る。

「この子と離れたくありません。どうか、あなたの傍にいますから、この子に厳しくは当たらないでほしいんです。この子の生活費や学費は私が工面しますから」

　私の懇願に、豊さんがふーっと長いため息をついた。

　顔をあげると、豊さんは少し呆あきれたような顔で、グラスのワインをぐいっと飲み干した。

「どう思われても仕方ないと思うが、今からする約束だけは信じてくれ。この子、未来になにひとつ罪はない。未来が大人になるまで不自由なく養育することを約束する」

　豊さんは私をまっすぐに見て宣言した。

「きみに対しても、なにかを求める気はない。戸籍上結婚し、同居するだけでいい。きみは未来の面倒を見て平穏に暮らせ。未来についてはいくらでも好きに金をかけてくれ。俺の個人的な八つ当たりに付き合わせるのは奥村明日海、きみだけだ」

　この人の中には怒りがあるのだろう。だけど、子どもを巻き込むという選択肢は持っていない。まだ冷静だ。

　未来が守れるならいいのだ。未来が安心して大人になれることが一番大事。笛吹製粉を、この人を敵に回さなければ家族を守れる。

　それなら、私が取るべき選択は……。

「奥村明日海、俺と結婚するか」

　ダークブラウンの瞳が私を射抜く。

　その瞬間だけ、甘い感情が蘇よみがえった。二十代前半、ずっと想っていた人が私にプロポーズしている。それは愛の言葉ではない。契約の言葉だ。

「……はい」

　私はかすれた声で答えた。

　これが最善手なのか、今はわからない。だけど私はこの契約を受ける。

「それでは、食事をしながらこの先の条件などを決めよう」

　豊さんはもう私を見ずに、事務的に言葉を紡ぐ。

　彼が私をどう思っていてもいい。私が彼を好きだった過去は封印した。それはこの先、形ばかりの結婚生活に役立つだろう。

　どこにいたって、私には未来がいればいいのだ。

　未来が眠っている間に、私たちはこの先のことをあらかた決めた。正式な結婚や引っ越し、それは奥村フーズの子会社化の予定と重なっているので、私の都合は考慮されないだろう。

　未来はぐっすり眠り、起きたときも豊さんを怖がるような素ぶりはしたものの、それ以降は泣かなかった。

　ホテルを出て、実家で決まった内容を報告し、私は未来と暮らす埼玉の街へ戻ったのだった。










３．俺の子




「未来は俺の子だ」

　彼の声が雷のようにこだました。

　待って、待ってください。そんなことありません。この子は私が産んだ私の娘。

　あなたとは関係がないの。

　必死に伝えようとするけれど、私の唇は空ぶりするばかり。声が出ない。さらに手足もうまく動かない。

　彼が未来を抱き上げる。そのまま、私に背を向け歩いていってしまう。

　待って、駄目。未来を連れていかないで。未来は私のすべてなの。

　未来を返して！

　お願い！




　びくりと身体が震え、私は目覚めた。視界には自宅の天井。

　夢だったのか。なんて悪夢だ。

　汗びっしょりの身体を気持ち悪く感じながら、首をねじって横を見る。未来はすやすやと夢の中。私の授乳枕がお気に入りの未来は、いつもそれにしがみついて眠る。

　ああ、怖い夢を見てしまった。おそらくは私の潜在的な恐怖が夢に現れているのだろう。

　豊さんが未来を自分の子だと気づいたらどうなるか。想像しないわけじゃない。

　笛吹家の人間なら、未来は暫定で後継者候補になるだろう。男の子が必ず跡を継ぐという時代でもない。それに伴い、未来は笛吹製粉のトップとして帝王学を学ばされることにもなりかねない。

　それだけならいい。だけど、もし私と豊さんが離婚となった場合、未来の親権を豊さんが主張するのは間違いない。未来を失う可能性があるのだ。

　そこまで考え、かすかに首を振った。

　暗い想像は、やめよう。私と未来が彼と戸籍上の家族になることはもう決まった。

　今のところ、彼は未来に興味はないだろう。むしろ、教育などは私の判断で好きにしてくれていいと言っている。否定する限り、実の娘だとは気づかないかもしれない。

「未来……」

　結婚を受けざるを得ない状況だった。断れば、奥村フーズがどうなるかわからない。父の処遇がどうなるかわからない。

　彼は結婚を断っても、子会社化の話は進めると言ってくれた。奥村フーズ自体に利益があるからだ。しかし、復讐心を抱いている彼をどこまで信用していいかわからない。

　未来のことだって、実際一緒に暮らしてみて彼がどんな気持ちになるかはわからないのだ。彼からすれば、嫌いな女の連れ子。泣き声をうるさいと思うかもしれないし、やはり金をかけるのは嫌だと思うかもしれない。

　万が一、豊さんが未来の生育上よくない態度を取った場合は、今度こそ彼の前から消えよう。どんなことがあっても、未来の成長が一番優先すべきことなのだから。

　豊さんと会った翌週、私は再び未来を連れて都内に出てきていた。

　今日はお世話になっている作田くんの家を訪問するのだ。いくつか電車を乗り換え到着した作田くんの家は住宅地にたたずむ小さな戸建てだ。

「明日海さん、実際に会うのは久しぶりですね」

　作田良樹くんは望の中学時代からの友人だ。就職先を作田くんが奥村フーズに選んだことで、同期となった。望にとっては一番信用できる親友であり、私たち家族とも親交の深い男性だ。

　現在二十五歳の彼は、先日大学時代から交際していた恋人のゆなさんと結婚したばかり。彼女のお腹には赤ちゃんがいる。新築の戸建ては、結婚祝いに双方のご両親が少しお金を出してくれ購入できたそうだ。

「作田くん、いつも弟の情報を集めてくれてありがとう。さらに今回は巻き込んでしまってごめんなさい。ゆなさんも、気分が悪いでしょう。本当にごめんなさい」

　私は玄関先で早々に頭を下げた。菓子折りを持ってきたけれど、本当はこんなものじゃ足りないくらいの迷惑だと思う。

「いいえ、お気になさらず。今日は未来ちゃんにも会えて嬉しいです」

　ゆなさんが未来を抱き上げ、リビングに案内してくれる。未来は、女性にはあまり人見知りをしないので、きゃっきゃと嬉しそうだ。ゆなさんのお腹が大きいのも面白いのかお腹を触ったりしている。

　リビングのソファで作田くんと向かい合った。

「笛吹製粉の副社長が明日海さんと政略結婚ですか。笛吹さんに未来ちゃんの父親の名前は知られたくないんですね」

　未来の父親について知っているのは藍だけ。作田くんにも話していない。私はもう一度頭を下げた。

「ごめんなさい。所謂いわゆる、道ならぬ恋というか……そういう間柄で授かった子なの。豊さんにも無関係ではない人なので、どうしても言えないの」

　嘘を重ねてしまうことに申し訳なさを覚えつつ私は作田くんに懇願する。

「未来の父親として名前を使ってしまって申し訳なく思っています。あなたに不利益が生じることはないと思うけれど、なにかあったら相談して。私も父も絶対に作田くんを守るから」

「いいんですよ。奥村社長にも明日海さんにも、昔からよくしてもらってますし。ゆなの妊娠がわかって、繁忙期に結婚式をしたのに、奥村社長は嫌な顔ひとつせずに祝福してくれました。しかも、しっかり新婚旅行の休暇も取らせてくれて本当に嬉しかったです。名前を貸すくらいたいしたことじゃないですよ」

「でも、作田くんには望のこともずっと気にしてもらっているし」

　私の言葉に、作田くんは「あいつはダチですから」と困ったように笑った。

「でも、俺もたいしたことはしてませんって。友人連中に聞いて回ったり、見かけたり連絡をもらったヤツがいたら、俺に回してって頼んでるくらいです」

　作田くんは本当に頼れる人だ。望にはすぎた友人だと思う。

「望はいいヤツですけど、優しすぎるところがあるんですよね。だから、思いつめてこんなことしちゃったんじゃないかなって思います。それにしても、今頃どこでなにをしてるんでしょう。あいつが失踪なんかしなければ、奥村フーズは安泰で、明日海さんが政略結婚することもなかったのに」

「あの子は愛を貫いたのかもしれないけれど、置いていかれた周りは、困ったことだらけなのよね」

　顔を見合わせ、苦笑いともつかない笑顔を向け合う。

　そのとき、玄関のドアチャイムが鳴った。

　ゆなさんが応対し、すぐにリビングに戻ってきた。困惑げな表情をしている。

「良樹くん、笛吹製粉の方が」

　私はぎょっとして近くで遊んでいた未来を抱き上げた。

　作田くんについて、一緒に玄関まで出ると、そこには豊さんの姿があった。外に車を待たせているようで、彼ひとりだ。

「明日海、この家でなにをしている」

　あなたこそどうしてここへ、と思いながら、低く答える。

「作田くんと奥さんとは友人ですから……」

　豊さんは、ふうと息を吐いた。不機嫌そうな顔だ。そのまま作田くんに向き直った。

「そこにいる奥村明日海と未来のことで話があって来た。場所を移したほうがいいだろうか」

　奥さんのゆなさんがリビングの入り口のところで、未来を預かって様子をうかがっている。彼女を気遣っているのだろう。作田くんが首を左右に振った。

「いえ、妻は俺と明日海さんが過去に交際していたことを知っています。未来の父親についても」

　作田くんが豊さんに対たい峙じする。名前を貸すだけでなく、口裏も合わせてくれるつもりらしい。

「明日海さんからご結婚のお話を伺いました。おめでとうございます」

「ああ、きみは奥村望とも懇意だったな。ようやく、俺も身を固められそうだよ」

　言葉に直接的ではないがとげがある。常に牽けん制せいするような雰囲気も伝わってくる。

「今日はどんな御用でしょう」

「きみは未来を認知していない。今後、明日海と俺が結婚すれば、未来は養女となる。笛吹家の人間となったとき、きみのような父親の存在は邪魔でね」

　豊さんは険のある表情で言い放つ。

「未来には一生父親であると名乗らずにいてもらいたい。今後、未来が笛吹家を継ぐ場合、きみが財産などを要求してきても困るからな」

　横柄な言葉に、作田くんが怒りを抑えるような表情になる。

「馬鹿にしないでもらえませんか？　確かに俺は奥村フーズの一社員です。ですが、親会社の社長一家にたかる気はありません」

「豊さん、作田くんに失礼なことは言わないでください。彼はもう関係ないと言ったはずです」

　割って入る私を冷たい目で一いち瞥べつし、豊さんは言う。

「妻子がいる男性に失礼したな。作田くん、弁護士を通して書面を送る。そこに一筆書いてもらいたい。笛吹家とはかかわらないと。今後、俺からもきみにはかかわらないし、奥村フーズ内できみの実力が正当に評価され続けることは保証する」

「わかりました」

　作田くんは厳しい表情で頷いた。

　豊さんは私を見て、それからゆなさんの腕の中の未来を見た。

　あまり穏やかではない話し合いに、未来はきょとんとしている。豊さんが先日会った男性だとわかっているかは不明だ。

「明日海、きみは俺の妻になる。軽率に元恋人の家を訪れるのはやめろ」

「はい……、申し訳ありませんでした」

　豊さんは帰っていき、私は作田くんとゆなさんに頭を下げた。

「こんな形で巻き込んでしまって本当にごめんなさい。奥村フーズが子会社化しても、絶対に作田くんの待遇は守るから」

　作田くんは自分はいいと首を振り、それから心配そうに私を見た。

「明日海さん、笛吹副社長との関係、つらくないですか。あの人、まだ望や奥村家にいい感情を抱いていないように見えます」

「好かれてはいないでしょうね。でも、業務上決まったことだから」

　おそらくこの高圧的な訪問は、作田くんに印象づけるためだろう。

　私が笛吹家で不遇な扱いを受けるかもしれないと。彼が望と繋つながっているなら、望に姉の状況が伝わると見越しているのだ。

　現時点で作田くんも私も、望の行方を追っている状況だけれど。

「未来になにかする人ではないわ。だから、大丈夫」

「でも明日海さんは虐げられるんじゃないですか？　もし、ＤＶやモラハラをされるならすぐに言ってくださいよ。俺、助けになりますから」

「そうです。うちに逃げてきてください」

　作田くんとゆなさんの優しさに感謝し、私と未来は彼らの家を出た。彼らにも甘えすぎてはいけないのだ。きっと豊さんはそれを許さない。




　私と未来の引っ越しは翌週、豊さんと再会してからわずか二週間後だった。

　私が決めたのではなく、豊さんの指示だ。実家から出て単身でマンション住まいをしていた彼も、新居に引っ越すという。

　いよいよ同居が始まる。

　家具や食器の用意はあるそうで、私は衣類や未来のおもちゃなど身の回りのものをまとめるだけ。家具はこの家にもともとあった祖父母のものなので、処分などの手間もなかった。

　荷造りと掃除には、藍が駆けつけて手伝ってくれた。目が離せない未来がいるので、正直とても助かった。

　引っ越し業者にすべての荷物を託し、がらんとした部屋で藍と缶コーヒーを飲む。

「さみしくなるわね」

　藍がぽつりと言った。

「電車で一時間以内よ。そう考えるとこの街って都心部に出やすくていいよね」

　私はわざと明るく答える。私もさみしい気持ちなのは間違いなかった。

　妊娠中にこの街に来て、藍には何度も助けてもらった。収入の面も、精神的にも。

「仕事は反対されてないんだよね。この先もうちの仕事回しちゃっていいんだよね」

「うん。在宅ならいいみたい。私も自由になるお金はほしいし、少しでもお仕事を回してもらえると助かるよ」

　私が仕事を続けるのは豊さんには伝えてある。この結婚生活がいつまで続くかわからない以上、微々たるものでもお金を貯ためておきたいのだ。

　豊さんは奥村フーズとの提携を表面上の目的にしているけれど、実際は望をおびき出したいから私と未来を囲うのだ。

　望が出てきて謝罪し、もしかしたら損害賠償などの流れになるかもしれない。ともかく望が見つかれば、私と未来は用済みになるのではなかろうか。

　未来にはいくらかけてもいいなんて言っていたけれど、いつ手のひらを返されるかわからない。そうしたとき、私に少しでも貯蓄があったほうがいい。

「ねえ、その笛吹さんに、未来ちゃんのことを言う気はないの？」

　藍が遠慮がちに尋ねる。

　藍だけは未来の父親を知っている。両親にも作田くんにも言わなかったのは、ふたりが笛吹豊という人を知っているから。そして業務上無関係ではないから。

　藍は彼と直接関係がない分、話しても安全だと思ったのだ。

「言うつもりはない、かな。真実を話して疎ましがられるならまだしも、未来を笛吹家の跡取りにって話になると困るもの。……実際、この前も養子になったら笛吹家の人間で、その可能性はあると言っていたし」

　あれが作田くんへの牽制の言葉なのはわかる。だけど、未来が実子だとわかれば、あの発言は本当になるかもしれない。

「でも、未来ちゃんにとってはそのほうが安心して大人になれるかもしれないよ。笛吹さんも、実の娘ならどうしたって可愛がっちゃうでしょう。教育にだって、もっと力を入れてくれるかも」

「そのとき、未来は私の娘ではなくなってしまうわね。……笛吹家の人間になって、離婚されたら、私はもう未来とはいられなくなる」

　嫌な想像ばかりが湧いてくる。すべて可能性でしかないのに、豊さんの冷たい目を思い出すたび、私は求められて彼の妻になるのではないと痛感する。この上、未来まで取り上げられてしまっては耐えられない。

「わかってる。私の我儘よね」

「ううん、ここまで未来ちゃんを育ててきたのは明日海なんだから。ママが子どもと離れたくないって気持ちは、当たり前だよ」

　藍に慰められ、私は力なく頷いた。藍の言う通り、真実を豊さんに告げたら、きっと未来の環境は安泰だろう。それなのに言えないのは、私が未来と離れたくないから。

　そして、未来をひとりで育てようと決めて産んだプライドのようなものだ。

「ねえ、明日海。月に一回は打ち合わせに都内に出るわ。外でランチしながら打ち合わせしようね」

「藍、ありがとう」

「笛吹さんが許してくれるなら、遠出だって計画するわ。取材だって言ってさ」

　藍の頼りになる申し出に、私はようやく笑顔になれた。




　藍を見送り、二年暮らした家に別れを告げ、私と未来は電車で都内へ向かった。

　私たちの住むところは、天てん王のう洲ずの埋め立て地にあるマンションだった。新築の最上階、二十五階の部屋はいったいいくらする物件なのだろう。想像もつかない。

　マンションは外観からして高級感があふれていた。コンシェルジュのいるマンションに入ったのは初めてだ。

　事前に預かっていたキーで入室してみて、ため息が出た。

　リビングは一面が窓、東京湾とお台だい場ばが一望できる。ベランダがあり、ガーデンテーブルとチェアのセットが設置されてあった。家具はひと通りそろっているけれど、豊さんの私物は見当たらない。彼は数日前に先にこの部屋に入居しているはずだ。

「すごいところに来ちゃったねえ」

　未来は抱っこ紐から下ろされると、驚いたように辺りをきょろきょろ見回していた。場所見知りをしているようで、しばらく私の足元から離れなかったけれど、やがてちょこちょこと歩き回り始めた。

　そんな未来をつかまえオムツを替え、おやつを食べさせているうちに、引っ越し業者が荷物を持ってきてくれた。リビングに面した和室に入れてもらう。

　業者が去っていくと、入れ違いに部屋に入ってきたのは豊さんだ。

「部屋はそこの和室でいいのか」

「は、はい。お布団で寝ているので」

　豊さんは私と未来を一瞥し、それからダイニングテーブルにカードと封筒を置いた。

「クレジットカードと現金だ。当面、必要なものはそこから用立ててくれ」

「あの、私も貯蓄がありますので」

「きみは俺の妻だ」

　豊さんが私を見た。怜悧な視線は、言葉とは裏腹だ。

「不自由をさせる気はない」

　私と豊さんの間に流れる緊張感を察したのか、足元にいた未来が私のパンツのすそをきゅっとつかんだ。

　すると、豊さんが視線を未来に向けた。

「未来、おいで」

　意外な言葉に驚いてしまった。過去二度会ったときも、豊さんは未来の条件については話したけれど、未来本人に興味を示しているようには感じなかったから。

　不安もあったけれど、私は未来の背を押す。

「ほら、未来。行ってごらん」

　未来はびっくりといった顔で私を見ていたけれど、豊さんが未来の目線まで屈かがむとよちよちと歩みよった。

　豊さんは未来の両脇に手を差し入れ抱き上げる。ぐんと高く持ち上げられ、未来はきゃきゃっと歓声をあげた。我が娘ながら単純だと思いつつ、泣きださなかったことにホッとした。

「未来、今日から俺がきみのパパだ」

　それは優しいパパの雰囲気ではなかった。幼い子相手にも業務連絡のように冷たく響く声で語りかける豊さん。

　未来は泣きださず豊さんをじいっと見ていた。抱き上げられたのが楽しかったのか、豊さんへの警戒心は一時的に薄らいでいるようだった。

　豊さんは一瞬目を細め、それから未来を私の腕の中に返した。

「そこのファイルに婚姻届と養子縁組届が入っている。いつでもいい。目を通して記入しておいてくれ」

　棚を指さされて見れば、クリアファイルに書類が入っている。まだ白紙の書面は、私が記入したあと、彼も記入するのだろう。

「はい、わかりました」

「記入はしてもらうが、提出はこちらの都合で少し遅くなる。区役所には住所変更だけ先に提出しておくといい」

「……はい」

　同居をしても正式に結婚しないのはどうしてだろう。やはり、望の捜索をしているからだろうか。

　望が現れれば、私はお役御免だ。そのときに離婚の面倒がなくていいという意味だろうか。

　色々と考えてむっつり黙り込んでいた私を見て、豊さんはため息をついた。

「ここまでこぎつけておいてなんだが、きみにとっては不愉快な結婚だろう。一度寝ただけの男につけ込まれ、公私ともに利用されているのだから」

「いえ……そんな」

「明日海」

　豊さんが私の名を呼ぶ。私はどきりとし、彼を見つめた。こうしてはっきりと名を呼ばれたことがあっただろうか。フルネームで呼ばれた記憶はあったけれど、この呼び方は違う。

「きみと未来の生活にはなるべく立ち入らないようにする。せめて、ここで平穏に暮らしてくれ」

　その言葉のトーンがどこか優しく感じたのは私の希望だろうか。

「今日は戻らない。ゆっくり休め」

　豊さんはそう言って部屋を出ていった。




　その日は荷ほどきをし、未来のお昼寝のあとにマンションを出てベビーカーで散歩をした。

　未来のオムツやベビー用品を購入できる店を探さなければならないし、スーパーなどもどこにあるか調べたかった。

　あちこち歩き回り、マンション近くの公園に到着した。

　公園と言っても遊具があるわけではない。海に注ぐ運河に沿って石畳の遊歩道が整備されているくらいだ。ジョギングしている人や、犬の散歩をする人、ベンチで休む人、平日ののどかな公園の風景。

　七月の終わり、夕暮れどきの海辺は少しだけ涼しい。

　埋め立て地はドラマの中の世界のようで、いまだ非現実的に感じる。都内に住んでいたとはいえ、開発されたベイエリアにはあまり来たことがない。

　ふと、遠くに見える建物に見覚えがあった。

「あのホテル……」

　大学時代に笛吹製粉のパーティーで行った覚えがある。そのとき、初めて豊さんに会ったのだ。

『奥村社長、こんにちは。今日は娘さんとご一緒ですか』

　多くの人に囲まれていた豊さんが、一度だけ私たちのところへ来てくれた。傘下企業に対しても横柄な態度を取る人ではないのだ。

　ただ忙しそうで、あくまで礼儀で来てくれただけなのだなとは感じられた。

『明日海と言います』

　お辞儀をした私に彼は頷き言った。

『堅苦しくつまらないでしょう。疲れたら控室へどうぞ。紅茶でも運ばせます』

　無表情で気遣う言葉を投げて、彼は行ってしまった。

　本当にそれだけの出会い。

　あれから少しずつ彼に興味を持って、憧れて。一緒に働くようになってからは、顔を見られるだけで幸せで。だけど、恋にはならないように自分の中で線を引いて……。

　ああ、あれから八年ほど経っているのだ。

　ホテルで初めて彼に会ったとき、数年後に彼の子を身ごもり、さらに数年後に妻になっている自分を想像するなんてできなかった。

「気持ち、ちゃんとしまっておかないと」

　私はひとり呟く。石畳の公園、遠くたたずむホテルを眺めて。

「あ、きゃあ。ままぁ」

　未来は欄らん干かんの柵さくを握って遊んでいる。水の流れが面白いようだ。

「あの人は私を好きなわけじゃないんだから」

　豊さんと再会し、未来と一緒に彼と暮らす。

　これが不思議な家族の始まりで、そこに愛情はない。それなのに、私の心の奥でくすぶり続けているのはあの日の情熱なのだ。

　蓋をして封をして、心の一番深いところに沈めたはずなのに、熾おき火びのように燃え続ける切ない感情。

　愛のない結婚生活はこうして始まったのだった。










４．日々




　暑い日が続き、未来との散歩は早朝や夕方にした。日中は家の中で遊んでもらう。広い室内は未来にとって足腰の鍛錬にちょうどいいようだった。よちよち歩きは日に日にしっかりとした歩みに変わり、軽く駆けだすような素ぶりも見せてくれる。

　その分、私は未来を注視している時間が増えた。机の角やベビーガードの設置を検討しなければならない。

　未来の寝ている隙間時間に部屋を掃除し、藍から回してもらった仕事を片づけた。私と未来の生活スペースはリビングとそこに面した和室。それでもふたりで暮らした家よりずっと広い。

　廊下の奥に豊さんの寝室兼書斎があるけれど、そちらには近づかないようにしている。

　豊さんはこの二週間ほど、数えるほどしかこの部屋に帰っていない。

　ほとんど職場に寝泊まりしているようだ。この部屋に帰ってくるときはたいてい深夜で、私はそれを足音で感じる。私や未来を起こさないようにそっと自室へ入ってしまう。

　翌日、私たちが起きだす頃に顔を合わせることは何度かあったけれど、ほとんど会話もなく彼は出勤していく。

　家庭内別居という言葉が浮かんだ。

　この状況はまさにそれ。豊さんは私と未来にかかわるつもりはないらしい。

　時折、メモと一緒に現金が置かれてあるけれど、お金以外で繋がりを持つ気はないようだ。

　彼がそう望むならそれでいいと思う。

　彼にとっては、愛のない妻とその連れ子。あくまで形ばかりの存在。

　だけど、それならこんな部屋を用意しなくてもよかったのに。心苦しいのは、せっかく彼が購入したこのマンションを私と未来が占領し、彼の居場所がない点だった。

　せめて、週末くらいはひとりでゆっくりしてほしい。週末は私と未来が実家に行けばいいのだ。引っ越してきて以来、両親にも藍にも会えていない。

　しかし、そうした話をする機会もないのだった。




　その日、私は深夜にうとうととしていた。ほんの少し前まで未来が夜泣きをしていて、ようやく眠ってくれたところだった。

　未来は元気いっぱいだけれど、引っ越しで環境が変わったせいか、以前より頻繁に夜泣きをする。

　ほぼ卒乳状態なので、授乳でごまかせない。そうなると、泣きじゃくり暴れる未来を抱いて何時間もゆらゆらとゆすり続けなければならないのだ。

　疲れ果て、眠りに落ちそうなタイミングで玄関のドアが開く音が聞こえた。豊さんだ。

　どうしようかと考えて、私は身体を起こした。

　未来を起こさないように和室の戸を開ける。リビングにいた豊さんが振り向いた。

「起こしたか」

「いえ、未来が夜泣きをして。さっき寝たところです」

「そうか」

　豊さんは低い声で言った。

「なにか召し上がりましたか？　簡単なものならご用意できますが」

「きみにそういった気遣いは求めていない」

　ぴしゃりと言われ、私は黙った。豊さんは言葉を探すようにわずかに唇を開き、それから続けた。

「きみは未来の世話を焼いていればいい。俺がいなければ、ふたりで平和に暮らせるだろう」

「そのことですが、この家は豊さんのお住まいでしょう。私と未来に占領されたような状態でいいのですか？」

　私の言葉は思いのほかはっきりとしていた。夜泣きの疲労で私も少し通常の精神状態ではなかったのかもしれない。

　豊さんは顔をそむけて言う。

「これはきみたちへの生活の保障だ。気にする必要はない」

「週末くらいは、ここでお休みになったらいかがですか？　私と未来は実家に戻りますので」

　私は豊さんの前に回り込んだ。その言葉に、豊さんが目を見開いた。

「実家に帰る必要はない。ここにいろ」

〝人質〟は実家に帰ることすら許されないのだろうか。苛いら立だちとも虚しさともつかない気持ちで豊さんを睨にらむ。

「でも、私と未来がいたら、豊さんは休めませんよね。それとも、他にどなたか……」

　そこまで言いかけて、私は口をつぐんだ。なにを言おうとしていたのだろう。他に恋人がいて、その人の家にいるのではという疑いが一瞬湧いてしまったのだ。

　口にしなかったものの、豊さんには伝わってしまったようだ。

「結婚直後に、他の女の家に出入りしないだろう」

　豊さんは呆れてはいない。困惑したように私を見つめている。私は自分の気持ちに戸惑いながらも、反論する。

「結婚と言っても名ばかりです。婚姻届の提出もまだですし、豊さんが他に心惹ひかれる女性がいるなら……」

　そこまで言ったとき、和室でふびゃあという泣き声が聞こえた。

　慌てて和室の戸を開ける。布団の上で座り、べそをかいている未来がいた。起きて私がいなかったので驚いたのだろう。

「うやああああ、ああああ」

　せっかく寝たのに、という徒労感もあったが、涙を振りとばして泣く未来を見たら、ひとりにしてしまったのが申し訳なくなった。抱き上げてよしよしとゆする。

「夜泣きは、結構するのか」

　豊さんが私の隣で未来を覗き込んでいる。豊さんは意識していないようだけれど、かなり近い距離に私は慌てた。

「え、と、前よりは。環境が変わったせいだと思うんですが……」

「環境か。未来にとっては大きな変化だものな」

　真剣な表情で未来を見つめ豊さんは言う。

「少し、あやすのを代わるか？」

「え!?　いえ、あの大丈夫です！」

　思わず大きな声で答えてしまい、未来がいっそう泣きわめく。

　豊さんと目が合った。彼はそこでようやく私とかなり接近していたのに気づいたようだ。数歩下がり、頭をかきながら言った。

「今は日中も暑くて外遊びができないだろう。リビングのその辺りに子供用のジャングルジムや滑り台を設置するのはどうだ」

　思いもかけぬ提案に私はさらに驚いた。その顔が豊さんにも伝わったらしい。彼はひときわ渋い顔になり答える。

「妻と娘には不自由なく暮らさせると言っただろう。ただ、俺は赤ん坊と暮らすのは初めてだ。見当はずれなことを言っていたら、遠慮なく言ってくれ」

「ジャングルジム、未来は喜ぶとは思いますが」

　私がおずおずと返すと豊さんは頷いた。

「よし、用意する」

「あ、あの。あとベビーガードを色々買いたいのですが」

　ついでだから言ってしまえと口にする。豊さんが「ベビーガード？」と復唱して不思議そうに首をひねった。

「家具の角につけるクッションだったり、キッチンなど危ない場所に入れないように柵をつけたり。家具を傷つけてしまうかもしれないのですが、未来がよく動き回るようになったので、そういった安全対策が必要なんです」

「それは大事だ。どういった商品があるかわからないが、明日海のほうで取りそろえられるか？」

「あ、はい。他にもほしいものがあるので、ベビー用品店に行ってきます。設置前に豊さんに確認しますので」

「どこになにを取りつけても問題ないが、設置に男手が必要なら言ってくれ」

　まるで、仕事の話をしているみたいに、さくさくと会話が進む。

　二週間ほどコミュニケーションは皆かい無むだったのに。私はこの状況がかなり変な状況に感じられるけれど、豊さんはどう思っているだろう。

　私が未来をあやして寝かせるまで、豊さんはリビングのソファでその様子を見守っていた。未来はやがてうとうとと眠りにつく。

「話を戻して恐縮ですが」

　下ろすとまた起きてしまいそうなので、私はゆらゆらと揺れながら豊さんに話しかけた。

「妻と娘だとおっしゃってくださるなら、この家をもっと使ってくださいませんか。少し心配です。ずっと職場に寝泊まりされていては疲れも取れないでしょう」

「たまに実家も使っている」

　そんなことを言っているけれど、私は彼の執務室に大きなソファと毛布があるのを知っている。私が社員だった時代から、彼は近所のスポーツクラブでシャワーを浴び、ソファで眠ってしまう日がよくあったはずだ。

　私が黙ってじっと見つめていると、仕方ないというようにつけ足して言う。

「未来はまだ俺に慣れていない」

　だからこの家に寄り付かないというのだろうか。未来が怖がらないように気遣っているのだろうか。

「ずっと顔を合わせないでいたら、いつまで経っても慣れません」

　自分でもこんなことを言うのはどうだろうと悩んだ。豊さんに未来が実子であると気づかれたくない。未来との間には距離を保たせたい。

　そう思いながらも、引っ越しの日、豊さんに抱き上げられ笑っていた未来の様子が思い浮かぶ。あれが本当の姿なのだ。

　未来が豊さんに慣れるのは、三人で暮らす上でとても大事だと思う。

「ジャングルジムなど、未来にお気遣いをありがとうございます。でも、もしよろしければ、同居する家族として未来にもう少し顔を見せていただけませんか？」

　未来を抱いたまま、豊さんに対峙し、提案する。豊さんはダークブラウンの瞳に迷いを見せていた。

「豊さんの休息のお邪魔にならないようにします。この家は、あなたの家なので」

「……わかった。なるべく帰るようにする」

　豊さんはそう言うと立ち上がり、私たちに背を向けた。廊下に出ていき、彼の自室のドアの音がした。

　私は未来を布団に寝かせ、起きださないようにお腹をとんとんと軽くたたく。

　心臓がうるさい。豊さんに意見してしまった。いや、コミュニケーションを取ってしまった。

　いつまでもドキドキが止まらず、寝つけないのだった。




　土曜日の朝、手配されていたジャングルジムが配送されてきた。プラスチックのパイプを組み立てて作る遊具で、私ひとりで設置ができてしまった。

「なかなか立派なしろものだな」

　ちょうど豊さんが寝室からリビングに姿を現した。Ｔシャツにジーンズというラフな姿は初めて見る。

「今日はお休みですか？」

「ああ、きみの言う通り家で過ごすことにするよ。夜は会食があるから出かける」

　豊さんはそう言ってキッチンでインスタントコーヒーを淹いれ始める。

「なにか召し上がりますか？」

「いや、いい。きみを家政婦みたいに扱いたいわけじゃない」

　コーヒーマグを持ち、リビングの未来を一瞥した。未来はジャングルジムにつかまって、不思議そうな顔をしている。これが面白い遊具だとはまだ理解できていないようだ。

「安全だけ、注意して見ていてくれ」

「はい。あの、家具のベビーガードも今日取りつける予定です。ご確認いただいてもよろしいですか」

　豊さんはコーヒーを手に私に背を向けた。

「好きにつけるといい。惜しむような家具じゃない」

　廊下に出る彼を見送ると、すぐに寝室のドアが閉まる音が響いた。

「そう言われても……」

　絶対にそれなりのお値段の家具に違いない。両面テープなどで傷つけるのは気が引ける。

　しかし、すぐに思い直した。彼が言うなら、細かいことは考えずにやってしまおう。

　未来を横目に見ながら、まずはローテーブルの角にクッションを張りつけていく。引っ張ったら未来の力でも開きそうなチェストの引き出しにはロックを張りつけた。

　ベランダのある高層階なので網戸にもロックをつけて、コンセントの差し込み口にもキャップをつける。

　キッチンとリビングの間に開閉式のゲートをつける。これは突っ張り棒タイプのものなので、幸いにもキッチンカウンターや壁を傷つけることはなかった。でも長期間くっつけておいたら、跡くらいは残りそう。

　作業の間、未来はジャングルジムの周りをぐるぐる歩き回り、中に入って遊び始めている。

　滑り台によじ登って上から滑るのはまだ難しいけれど、滑り台にもたれてずるずると滑っている。かなり楽しんでいる様子。

　ベビーガードの確認をしてもらいたい。網戸やキッチンのドア開閉の仕方はレクチャーしたいし、未来が楽しそうにジャングルジムで遊んでいる姿も見せたい。

　私は悩み、結局未来を抱いて、豊さんの部屋をノックした。

「豊さん、いいですか？」

　彼の部屋に近づくのは初めてだ。すぐに豊さんが出てくる。

「どうした」

「しつこいかと思いますが、どうしてもベビーガードの設置箇か所しょを確認していただきたいんです。気づかずに動かしてしまうと、大人の力で壊れてしまいそうなものもあるので」

　豊さんは怪け訝げんそうな顔。うざったく思われているかもしれないけれど、同居人として主張はしておかなければ。私は続ける。

「あとですね。お昼ご飯を準備してもよろしいですか？　私と未来が食べるのでついでです。お部屋で食べてくださっても構いません」

「気を遣わなくていいと言っているんだが」

「夜は会食とおっしゃっていましたけれど、朝昼まったく食べないのは身体によくないのではと思いまして。私と未来が食べるもののおすそ分けですので、気を遣って作っているわけではありません」

　少し強めの口調で言い切ると、豊さんが自身の顎あごを撫で視線を揺らした。口元がわずかに微笑んでいるように見える。

「きみがこんなに押しが強いとは思わなかったな」

　怒っているような口調ではない。

　彼のイメージでは、奥村明日海はおとなしい総務の女子社員という程度の印象だったのだろう。私の性格はもともとこんなものだけれど、彼には意外だったようだ。

「ママになると、強くなるものです」

　正当化して言ってみると、豊さんがはっきりと笑顔になった。それは穏やかで優しげな笑みで、思わず私は見入った。

「未来、ママが言うから行こうか」

　豊さんは私の腕の中の未来に話しかけ、それから先に立ってリビングへ向かう。今、一瞬すごく家族みたいだった。そう思いつつ、言葉にできない。

　そのままの流れで、ベビーガードの取りつけ箇所をチェックしてもらった。

「取りつけが大変だったんじゃないか？」

　豊さんが尋ねるので、私は首を振った。

「簡単でしたよ。それに、今までもたいていの用事はひとりでこなしてきましたから」

「そうか。好きにつけろとは言ったが、面倒な作業でもあったんだな」

　確認するように呟いて豊さんは私を見た。

「ジャングルジムもベビーガードも任せてすまなかった。家庭内の作業は、なるべく手伝うからそのつもりでいてくれ。女性の力では大変な点もあるだろう」

　思いもかけず優しい言葉をかけられ、私は答えに窮し、視線をうろうろとさまよわせた。不意に気遣われると困ってしまう。

「本当にたいした仕事ではなかったんですよ。でも、ありがとうございます。お昼、作ってしまいますね」

　明るく言って、昼食作りに取りかかった。

　今日はカレーにする予定だった。野菜はすでに煮てある。未来の分は細かくし、さらに軟らかく煮て、幼児用のカレーのもとを溶いた。豊さんと私の分は普通のルー。豊さんが食べないと言うなら夜もカレーのつもりだったけれど、無事昼でなくなりそう。

　私が食事を整える間、豊さんはソファに座り、未来を見ていた。

　ジャングルジムに夢中な未来は、興奮した叫び声をあげる。それを優しい目で見つめているのだ。

「あー、だだだだー」

　謎の声をあげながら、未来が豊さんに向かってよちよちやってきた。豊さんは反射的に腕を伸ばし、未来の身体を支えた。未来は豊さんを見上げ、どっしりと床に座り込んだ。まるで、このまま抱っこしてくれてもいいと言わんばかりのふてぶてしさだ。

　見つめ合う親子の姿に私は苦しい気持ちを抑えた。

　ふたりはお互い、血のつながった存在だとは知らない。この先も知ることはない。ただ一緒に暮らすだけだ。

「さあ、もうできますよ」

　私はごまかすように言った。

　三人での食事は、気づまりではなかった。豊さんはひと言「うまい」と感想を言ってくれ、手早くカレーを平らげてしまった。それからは未来の食べる様子を眺めていた。

「もう、こんなにしっかり食べるんだな」

　未来は自分でもスプーンを持っているけれど、まだ上手に口元に持っていけずほぼこぼしてしまう。口の周りもぐしゃぐしゃだ。私もスプーンを持ち、未来の口にカレーを運ぶ。

「ご飯は軟らかいものです。味の濃いものや甘いものは食べさせてませんが、だんだん大人に近いものが食べられるようになる時期ですね」

「きみは、温かいうちに食事を食べられないな」

　未来の世話を焼いているので、私の食事はいつも後回し。私は笑った。

「この時期はどこのママもそうかもしれませんね」

「母親というのは大変な仕事だ」

　それは皮肉や嘲笑ではなく、初めて知ったことに対する感想といった感じだった。

　食事を終えると食器を下げて、豊さんはまた自室に入ってしまった。

　会食に出かける夕方に顔を合わせたけれど、あまり会話はしなかった。ちょうど未来は遅い昼寝をしていた。ジャングルジムで興奮しすぎて、なかなか昼寝しなかったのだ。

「いってらっしゃいませ」

「未来が寝ているうちに、きみも休め」

　命令のような言葉は、彼なりの気遣いだろうか。




　ジャングルジムの導入から一週間、同居から三週間が過ぎた。

　未来のやんちゃ度は日増しにあがっている。ジャングルジムはいい遊具となり、つかまったりくぐったりして楽しんでいる。まだ上によじ登ったり、自分で滑り台を滑れはしないけれど、彼女なりの遊び方があるようだ。

　一方で外ではなかなか遊べていない。

　夏の盛りという時期で、朝晩の涼しい時間を狙って散歩には出るのだけれど、それも気温が下がらず取りやめたりもする。運動量が足りないせいか、本人の体質なのか、なかなかお昼寝をしてくれない。

　さらにはお昼寝がずれ込んだ日は夜に寝ついてくれないし、お昼寝をしそびれれば夕方からずっとぐずぐずだ。夜泣きの頻度もなかなか減らない。以前はよく眠ってくれた未来が、本当に寝なくて困ってしまう。

　未来がそんな状態なので、藍から預かった仕事にも少しずつ遅れが出始めている状況だ。

　育児に疲労を感じている。

　成長に伴い活動の幅が広がった未来は、目が離せない。自己主張も始まっているので、お昼寝を拒否したり抱っこ紐を拒否したり。

　さらに、埼玉の街に住んでいた頃は、しょっちゅう藍が会いに来てくれた。

　両親もたまに顔を見に来たし、近所の商店やよく行くコンビニの人たちは、私と未来の顔を覚えて話しかけてくれた。

　今は大都会の真ん中でひとりぼっちといった気分である。

　ワンオペと隔離育児がこんなにつらいなんて思わなかった。

　未来を望んで産んだのは私だ。豊さんに黙って、ひとりで育てようと決めた。

　それが、環境が変わった途端にめげてしまうなんて。自分が情けない。

　未来を愛しているのに、ひっくり返って大泣きしている未来を咄とっ嗟さに抱き上げられない瞬間がある。手が止まり、思考が止まってしまう。

　すぐに正気に戻って「ごめんね」と抱いてあやすけれど、あの暗い感情が私の心の底にあるのだと思うと怖い。

　母から電話があったのはそんなときだった。

『それなら、奥村フーズの手伝いでもさせてもらったらどう？』

　雑談の中で、日々の疲労感と孤こ独どく感かんをぽつりともらしただけだったけれど、娘の異変は母にはお見通しのようだ。

「でも、未来がいるし」

『未来ちゃんは私が見てるから。週何度か、パートの扱いにしてもらってお勤めするの。お父さんに話してみるわよ』

　母の提案はかなり魅力的に思えた。

　週数時間でも未来と離れられる。我が子に負の感情すら覚えてしまいかねない今の私にとって、娘とわずかでも距離ができる時間はありがたい。

「豊さんに相談してみるね」

　そう言って電話を切った。心が少し軽い。希望が見えたような気持ちだった。




　その晩、豊さんは深夜に帰宅した。未来の寝かしつけの最中だった私は未来を抱いたまま、リビングに出た。

「ああ、まだ起きていたのか」

「未来が寝たり起きたりで。睡眠が安定しないようです」

　そんなふうに答えながら早速日中の母との話を切り出した。週に何度か奥村フーズを手伝いに行きたい、と。

　ジャケットを脱ぎ、ダイニングの椅子にかけながら、豊さんは険しい表情だ。振り向いて答えた声は固い。

「それは賛成しかねる」

「駄目……ですか」

「行く必要がない。きみにも未来にも不自由な生活をさせる気はないと言っている。実家とはいえ、金銭を稼ぐ必要はない」

　そうではないのだ。

　金銭目的というより、束つかの間までも育児から離れたい。大人と会話したい。

　この部屋と未来が世界のすべてなのは幸福なはずだった。それなのに、息が詰まりそうになっている。こんな自分でいたくないから、変化がほしい。

　しかし、それを豊さんに言ってどうなるのだろう。

　彼に育児からの解放を求めるのはお門かど違ちがいだ。そして万が一、いつか未来の真実が露ろ見けんした場合、私が育児から離れたがっていたというのはマイナス要因になる。それを理由に未来を取り上げられてしまうかもしれない。

「すみませんでした。私がここにいることは、大事な役目ですものね」

　未来がぐずぐず言い始めたため、私は彼に背を向け寝室にしている和室のふすまを開けた。

　豊さんの足音がしばらくしていたけれど、やがて聞こえなくなった。疲労感が深い。

　ああ、なにも考えたくない。いつの間にか私も未来も眠っていた。




　その日、未来はいつもに増して大暴れだった。

　機嫌が悪く、お昼ご飯を拒否。お腹が減っているだろうに、哺乳瓶も放り投げてしまうし、おせんべいもぽいっと捨ててしまう。

　一度お昼寝をさせようと寝かしつけてみるものの、まったく寝ない。

「やー！　やーあーっ！」

　力強く叫んで泣いている。私も泣きたくなってきた。

　どうにか眠りについたところで、インターホンが鳴った。藍から原稿のゲラが届く予定にはなっていたけれど、このタイミングとは……。慌ててインターホンに出て、宅配ボックスに入れてもらった。

　しかし、インターホンの音と私が傍を離れたところで未来は目覚め、また大泣きである。

　結局夕方まで抱っこ紐に入れてよしよしとゆすり続けた。

　お腹が減っていたのは間違いなく、夕食はどうにか食べてくれた。追加で少しミルクと麦茶を飲ませるのも成功。

　お風呂を済ませて、私もソファでひと息ついた。未来はリビングに敷いた長座布団でごろごろしている。泣いてこそいないけれど、ずっと不機嫌だった日は寝つきも悪いと知っている。

　せめて、この隙に私も夕食を食べてしまおうか。未来にかかりっきりで、お昼もパンをかじっただけ。夕食は考えてもいない。

　世のママたちはみんなこういった日々をこなしているのだろうか。さらに旦那さんや他の家族の夕食や家事までやっているなんて。

　自分がなにもできない役立たずに思えてしまって、なんだか涙がにじんできた。

　自分で決めた人生すらうまくいかない。

　あまり情熱的にガツガツ生きてはこなかった。夢中になれる趣味があったわけでもなく、人生にプランがあったわけでもない。

　そんな私の最初で最後の決意が未来を産み、育てることだった。恋した人との子ども。恋の忘れ形見。そんな彼女の人生を祝福し、幸せいっぱいに育ててあげたい。それが私の一生涯をかけた夢であり目的になった。

　それなのに、全然うまくいかない。

　豊さんに見つかり、人質扱いされて、未来とこの部屋に囲われて生きている。

　未来の育児も、逃げ出したくなるくらいつらくて……。

　私は全部中途半端だ。

　未来の泣き声が聞こえる。

　ハッと覚醒した私は、しばらく意識が飛んでいたと気づいた。

　身体が動かない。金かな縛しばりってこんな感じだろうかと思い、すぐに睡眠不足とただの疲労だと考えた。

　なんてことだろう。未来を放置して眠ってしまっていた。

　その事実にぞっとし、手足を動かそうと苦心するけれど、指先ひとつ動かない。

　瞼まぶたをぶるぶるさせながら、わずかに目を開けると、思いもよらぬ光景が視界にとび込んできた。

「未来、未来。いい子だ」

「やーっ！　まあまーっ！　やああああ！」

　泣き叫ぶ未来を一生懸命抱いてあやしているのは、豊さんだ。背をぐいんとそらして暴れる未来の頭と腰を支え、優しく揺らして語りかけている。

「未来、もう寝よう。ママは眠っている。未来も寝よう」

「なああああ、わあああああ」

「しー。ママを起こしちゃ駄目だ。未来、ほら滑り台してみるかい？」

　未来のおしりを滑り台にくっつけ、滑らせている。実際は豊さんが抱っこして滑ったふうにしているだけ。未来はまったく気に入らない様子で、身体をそり返らせてぎゃあぎゃあ泣いている。

　豊さんが未来の面倒を見てくれている。

　どうして？　どうして、そこまでしてくれるの。

　私は渾こん身しんの力でどうにか身体を起こした。

「ゆたか……さん」

　ようやく唇が言葉を形作れた。豊さんが未来を抱いたまま、こちらを見る。

「明日海、……すまない。勝手なことをした」

　そう言う声も未来の大泣きにかき消されそうだ。私はよろよろと立ち上がり、豊さんの腕から未来を受け取る。興奮状態の未来も、私がママだとはわかるようで、しがみついてすんすん鼻をすする。わずかに落ち着いたようだ。

「全然駄目だったな。泣き止ませられなかった」

「違うんです。今日は未来、ずっと機嫌が悪くて。私が眠ってしまって……、豊さんがあやしてくれなかったら、危険な状況になっていたかもしれません」

　驚いた気持ちもあった。しかし、それより豊さんへの感謝の気持ちと、眠ってしまった自分自身への罪悪感で涙が出そうだった。

「豊さん、ありがとうございました」

「いや、本当になにもできていないんだ。礼を言われると逆に心苦しい」

　またぐずぐずとしている未来の背を、豊さんがさする。その目は慈じ愛あいに満ちあふれている。小さな命への愛情なのだと思う。父性などではなく、当たり前の感情。だけど、その気持ちがものすごくありがたいし、彼がそんなふうに未来に接してくれるとは思いもよらなかった。

「寝室に連れていきますね」

　豊さんから離れ、和室の戸を開ける。すると未来がまだ火が付いたように泣きだした。

「だーあーっ！」

　豊さんに向かって両手を広げて泣いているのだ。引き離されるのを拒むような態度。

　この子は本能のレベルでわかっているのかもしれない。豊さんが自分にとってなんなのか。

　豊さんも明らかに狼狽した顔をし、私を見た。

「明日海、きみがよければ、寝かしつけを手伝う。そちらの部屋に入ってもいいか」

「はい、私はかまいません」

　でも、いいのだろうか。そんなことまでさせてしまって。

　和室は未来のお昼寝からずっと布団を敷きっぱなしにしていた。未来を寝かせ、その横に豊さんが肘をついて横になる。まだシャツとスラックス姿なのに、申し訳ない。

　私は手早く未来のオムツを替え、反対側に寝そべった。べそをかく未来のお腹を撫でる。

　未来は疲れたのか、左右から挟まれた状況に満足したのか、布団に寝かせるとすぐにうつらうつらし始めた。

　やがて、深い寝息が聞こえだす。大暴れの未来、ようやくの就寝だった。

「きみはずっとひとりで未来を育ててきた。だから、今の状況も大丈夫だと思っていた。育児がこれほど大変だとは、味わってみるまでわからなかったよ」

「ご、ご迷惑をおかけしてすみません」

「そうじゃない。……もしかしてきみがこの前、実家の仕事を手伝いたいと言ったのは、育児から離れる時間がほしいという意味だったのか？」

　豊さんに尋ねられ、私はおずおずと頷いた。常じょう夜や灯とうの光で互いの姿はオレンジ色に浮かび上がっている。

「未来の成長が嬉しい反面、赤ちゃんから幼児になりつつある時期に戸惑いを感じています。今まで通りにいかなくて、自分でも情けなくて……。少しでも、大人とかかわる時間がほしいと思ってしまいました」

　豊さんはしばし黙っていた。それから、私を見つめ言う。

「きみはひとりでなんでもできると思っていた。しっかりしているし、真面目だ。しかし、育児も平気とは限らないな。俺は勝手に決めつけて、きみの苦労を無視してきたのかもしれない」

　まっすぐに見つめてくる瞳は真剣だ。こんなふうに見つめられては、恥ずかしくなってしまう。うろうろと視線をさまよわせ、私はごまかすように未来に視線を落とした。

「すまなかった。実家にはいつでも遊びに行くといい。働く必要はないと思っているが、この状態では今友人から請け負っている仕事も危ういんじゃないか？　実家で、母親に未来を預けて済ませればいい。場合によっては、この家にシッターも手配できる」

「そんな、私のためにそこまではもったいないです」

「きみの心身の健康は、未来にとって大事だろう。ずっと一緒にいるのが愛情でもない。コミュニケーションが確立されていない未来と一対一では疲れて当然だ。友人と会うのもいいだろう。それに」

　豊さんは言葉を切り、一瞬言い淀んだ。それから、ぼそっとつけ足すように言った。

「俺も……きみの話し相手にはなれる」

　暗くら闇やみで、私の顔は赤くなっていなかっただろうか。豊さんの言葉があまりに思いやりにあふれていて、どう反応したらいいかわからない。

「今度、未来のオムツ替えを教えてくれ。せめてもう少しまともに面倒を見られるようにする」

「はい。ありがとうございます」

　豊さんは、優しい。

　弟の望に対してわだかまりはあるのだろう。だけど、私と未来についてはものすごく気遣ってくれている。大事にしようとしてくれている。

　どうしてここまでしてくれるのかわからない。妻子に不便なく暮らさせるためと彼は言うかもしれないけれど、そんな最低限の配慮の枠はとっくに超えている気がする。

　豊さんは私と未来をどう思って傍に置いているのだろう。

　聞けないけれど、少しだけこの優しさに甘えてもいいだろうか。










５．優しさの理由




　秋めいた空、私は実家にやってきていた。最近では週に二回ほど、こうして実家を訪れ、母に未来を頼んで仕事をするようにしている。

　今日は藍が実家に打ち合わせに来ている。母が未来を公園に連れ出してくれている間に、リビングで打ち合わせをした。

　ひと通り、仕事の内容をまとめ、ふたりでひと息。アイスコーヒーのグラスは汗をかき、母手製のレース編みのコースターはしっとりと濡れている。秋めいてきているけれど、まだまだアイスコーヒーの美味しい時期だ。

　藍のグラスにアイスコーヒーを追加する。私のグラスにも追加して、ミルクを入れた。

「自由に実家に帰れるようになったのはよかったね。明日海もかなり楽になったでしょう」

「そうだね。困ったときの選択肢として実家に頼れるようになったのは大きいかな」

　豊さんは私が実家に行くのも、こうして藍と会うのも自由にしていいと言ってくれた。おかげで、私は育児の息抜きもできるし、以前のように仕事もできて助かっている。

　さすがに奥村フーズで働くのは、豊さんの仕事にもかかわってくるのでやめておいた。表向き彼は私と結婚したことを公表しているそうだ。だけど、未来の存在などをどこまで周囲に話しているかわからない。公式の場に出る用事のない妻なら、私は息をひそめてじっとしているのがいいのだと思う。

「豊さん、私にすごく気を遣ってくれて、平日帰れる日は早く帰ってくるの。私と未来と食卓を囲んで、その後はお部屋で仕事してるみたいなんだけど、未来が泣いていたりすると出てきて、『手伝うか』なんて声をかけてくれるんだ」

「笛吹製粉の御曹司なんでしょう。忙しいだろうに、未来ちゃんの面倒まで見ようとしてくれるなんてすごいねえ」

　藍はそう言って、グラスのアイスコーヒーをブラックのままごくんと飲んだ。わずかに黙ってから私の顔を見る。

「ねえ、もしかしてなんだけれどね、笛吹さんは未来ちゃんについて勘づいていたりしない？」

　どきりとした。私もそれについては考えていなかったわけではないのだ。

「いくらできた人でも他人の子どもに世話を焼ける男性ってなかなかいないと思うんだ。未来ちゃんのこと、やっぱり自分の娘だってわかっているんじゃないかな」

　一緒に暮らしだしてひと月と少し。未来の髪の毛などからＤＮＡ鑑定はできるだろう。十日ほどでわかるらしいし、豊さんがその気になれば簡単だ。

　しかしもしＤＮＡ鑑定などを済ませて、未来との父ふ子し関係を知っているとしたら、どうしてなにも言ってこないのだろう。

「たぶん、豊さんは娘だとは思っていないんだと思う。未来と私へは、情けをかけてくれているって感じかな。あの人、無表情だし冷たく見える人だけれど、たぶん心根はすごく優しい人」

　一緒に仕事をし、彼に憧れていた頃は、その手腕やスマートさにばかり目がいっていた。

　だけど同居してみれば、彼の不器用だけど真しん摯しな気遣いを感じる。私と未来を傷つけまいと苦心してくれる豊さんに、私はいつも胸が苦しくなるような感情を覚えるのだ。

「豊さんは、弟に恨みがあっても、私と未来を巻き込んだ点については思うところがあるんだと思う。だから、私たちに不自由させないようにしてくれてるんだ。それだけだよ」

「本当にそれだけかなぁ。あとは、明日海に対しての感情って可能性もあると思うよ」

　藍が言い、私は首をかしげた。私に対して？

「笛吹さん、明日海が好きなのかもね。好きな女性だから、連れ子も大事にしたいのかもよ」

「まさか」

　思わず強く否定してしまった。

「弟があんな事件を起こしたんだよ。その身内を好きになるわけない。きっと、本当はかかわるのだって嫌だと思う」

　私の全否定に、藍は少し黙って、それから笑った。

「ごめん、ごめん。憶おく測そくで喋りすぎたね。私は、明日海と未来ちゃんが嫌な思いもせず暮らしていると知れてよかった。水遊びには連れていけないうちに秋だけど、今度遠出しようね」

「うん」

　深く立ち入ってこない藍の友情に感謝しながら、私は心の中で豊さんを想っていた。

　彼と未来と過ごす日々は、不思議と穏やかだ。

　豊さんは、以前より私と未来にかかわろうとしてくれている。放っておくことで私たちの自由を尊重していた当初と違い、今はかかわることで私の心身の負担を軽減しようとしてくれている。この差は大きく、正直に言えば戸惑っている。

　嬉しいと感じる自分と、困惑する自分を感じる。そして、そんな自分自身に自己嫌悪に近い感情も覚えていた。

　彼の前から消えたのは私で、彼に黙って未来を産んだのも私なのだから。

　そして、これからも私は未来の真実を彼に告げる気はないのだ。




　その晩は、実家からお惣そう菜ざいのおすそ分けをもらい帰宅した。追加で豚肉を焼いていると、豊さんが帰宅した。今日は夕食を一緒に食べると連絡がきていたのだ。

「おかえりなさい」

　キッチンから声をかける。豊さんはベビーゲート前で座り込んで遊んでいた未来を抱き上げ、私を見た。

「ただいま」

　一瞬、くらりと眩暈めまいに似た感覚を覚える。

　未来と豊さんはこうして並んでいると、本当によく似ている。同じ色の髪と瞳、顔の造作。明らかな血の繋がりを感じる。

　これは、私の贔ひい屓き目めでそう感じるのだろうか。いや、ふたりが並んでいるところを見れば、多くの人が父おや娘こであると疑いもしないだろう。

「明日海、夕食を聞いてもいいかい？」

　豊さんが遠慮がちに言うので、私はハッとして笑顔を作った。

「お肉を照り焼きにしています。照り焼きソースごとキャベツの千切りにどさーっとのせますから、ご飯が進みますよ。あとは、うちの実家から切り干し大根の煮物と、蕪かぶの酢の物をもらってきています」

「そうか。楽しみだ。未来は食べられるのか」

「未来には味付け薄めで薄切りお肉を細かく切ったものを作っています。煮物と酢の物はちょっとまだ味が濃いので、代わりにもらった蕪を蒸して餡をかけました」

　豊さんは未来を覗き込み、優しく微笑む。

「よかったな、未来。一緒にお肉が食べられるぞ」

「あーい」

　未来はいい返事をしてにこにこ笑い返している。最近は豊さんと接する機会が増えたせいか、人見知りもしなくなった。むしろ、豊さんがいるときは膝にのりたがったりするくらいだ。

　本物の家族みたい。

　そんな言葉が脳裏に浮かんだ。すぐにそれを打ち消す。

　考えてはいけないことだ。




　その日、未来は朝から元気いっぱいだった。

　日差しが和らいだので外出しやすくなり、公園を歩き回れるようになった。遊具のある公園は少し歩かないといけないので、頻繁には行けないが、今度連れていってあげようと思っている。

　ともかく未来は汗びっしょりになって遊び、買い物で立ちよったスーパーではベビーカーですやすや眠っていた。

　帰宅し、ふたりでシャワーを浴びたときだ。なんとなく未来の身体が熱く感じた。

　外が暑かったせいだろうか。乳幼児は外気温の影響をかなり受けると聞く。

　少し涼しい格好をさせ、昼食の準備をした。

　しかし、未来は用意したうどんを食べない。少し口に含んでもぐもぐとしていたけれど、それ以降は嫌がって食べないのだ。

「未来？　どうしたの？　美味しいよ」

　温度も大きさも柔らかさも、未来が食べやすいようにできているはずだ。それなのに、どうしてだろう。

　おでこを触ってみると熱い。しかし、これが熱なのかわからない。

　食事を切り上げて、熱をはかってみた。熱はなかった。

　少しホッとしながら、くたびれた様子の未来をお昼寝させた。もしかすると、はしゃぎすぎたのかもしれない。水分は取らせているけれど、熱中症も怖い。少し様子を見よう。

　未来はその後何度か起きたものの、夜まではほとんど眠っていた。こんなに眠っては昼夜逆転してしまうのでは、と起こそうかとも考えたけれど、よほど疲れているのだろうと結局は見守った。

　十八時過ぎ、私は夕食を作り終え家事を済ませた。すると、未来が起きて、和室からよちよちとひとりで出てくるではないか。

「未来、起きたの？　よく寝たねぇ」

「まま」

　表情がうつろなのはすぐにわかった。そして未来の顔は赤い。気のせいじゃない。

　抱き上げ、熱をはかった。三十七度八分、微熱だ。

「風邪ひいちゃったかな」

　病院に行こうか。しかし、ここに引っ越してきてからまだ小児科のお世話になっていない。スマホを取り出し、近所の小児科を検索した。

　困ったことに、近所の病院の診察は十八時までで終わりだ。何件か電話をかけたけれど、時間外はアナウンスが流れるだけの病院がほとんど。

　そうしているうちに未来の熱はどんどんあがってきた。

「うそ、三十九度五分？」

　体温計を見て驚く。未来が起きだしてきてまだ一時間ちょっとだ。これほど急激に熱があがるなんて。

　未来は過去一度、突とっ発ぱつ性せい発ほっ疹しんを経験している。そのときもこのくらい熱が出て、慌ててしまった。幸いにも朝だったので、予防接種などでお世話になっていたかかりつけの小児科に駆け込めた。

　どうしよう。こんなに熱があるのに、どこの病院にかかったらいいかわからない。

「ままぁ」

　未来がしくしく泣きだした。それは力ない泣き方で、普段の彼女からは想像もできない。身体が苦しいのだろう。

「未来、苦しいね。可哀想に」

　私は抱き上げて、よしよしとゆする。しかし、未来をどこに連れていけばいいのかわからない。どうしよう。救急相談に電話をかけてみればいいだろうか。

　すると、ドアが開く音がした。豊さんが帰ってきたのだ。

「明日海、どうした」

　泣きそうな顔をした私と真っ赤な顔の未来を見て、豊さんが顔色を変えた。

「未来が、高熱で……」

　豊さんは驚いて、未来の額に手を当てた。

「病院は」

「この近所の小児科はどこもしまっていて……今どうしようかと」

「少し先だが、準夜間診療の病院がある。子どもも見てくれるかもしれない」

　豊さんはすぐにスマホを取り出し、コールした。

　病院に連絡をつけ、スマホを切ると、未来を受け取りながら言う。

「見てくれるそうだ。車を出すから、きみは未来の母子手帳と保険証と乳児医療証を用意して」

「はい！」

　豊さんが未来をあやしてくれているうちに、私は急いで病院の準備をした。言われた通り、未来の受診に必要なおしりふきやオムツなどの外出用品をバッグに入れる。

　作りかけの夕食は蓋をしてそのままに。冷蔵庫にしまえるものはしまった。

　見たことがなかったけれど、このマンションの地下には駐車場があり、そこには豊さんの車があった。後部座席にはチャイルドシートが取りつけてある。

「こんなこともあろうかと準備しておいてよかった」

　豊さんは仏ぶっ頂ちょう面づらで言い訳めいた言葉を口にしながら、未来をチャイルドシートに座らせる。私は涙が出てしまって、ただただ豊さんの思いやりに感謝するしかない。

　病院は東京駅に近い汐しお留どめにあった。

　道中の車で、豊さん曰いわく「昔、具合の悪い母を連れてきた覚えがある」とのこと。

　私が出会った頃には、笛吹社長夫人は鬼き籍せきに入られていた。お母さんが闘とう病びょう中の話なのだろう。それを咄嗟に思い出してくれたようだ。

　病院に到着するとすぐに看護師さんが様子を見てくれ、未来の病状に緊急性はないと判断されたようだ。順番で呼ぶと説明された。危険な容態なら、このトリアージで優先される。緊急性がないとわかっただけホッとした。

　四十分ほど待合室で待つ間、力なく泣く未来をあやし続けた。

「俺も代わる。明日海は少し座っていろ」

「でも」

「いいから頼れ。きみはもっと頼っていい」

　そう言って、少し強引に未来を抱っこする。未来は熱の中でも豊さんがわかるようで、胸に頬を寄せてすんすん泣いている。

　やがて呼ばれた診察室。未来は怖がって泣いたけれど、喉と鼻の検査をされ、念のためと採血もされた。結果はすぐに出た。

　溶よう連れん菌きん感かん染せんだと言う。

「喉が真っ赤ですね。扁へん桃とう腺せんもかなり腫れています」

　医師は穏やかに説明してくれる。私は思い出した疑問を口にする。

「ミルクも麦茶も飲んでくれなかったのは、喉が痛かったからですか？」

「そうですね。少しずつでも飲んでくれればいいんですが、痛くて拒否しちゃったんでしょう。まだ言葉がわからないから、そういうのも伝わらないですからねえ」

　未来が食事や水分を拒否していたのに理由があるとまでは思わなかった。きちんと調べていれば、午後の診療で病院に連れていってあげられたのに。

「少しだけ脱水を起こしているので、経けい口こう補ほ水すい液えきを飲ませてあげましょう。このあと看護師が指導します。あとはお薬を出しますが、ここでは最低限しか出せないので、明日かかりつけの病院にかかってくださいね」

「はい、ありがとうございました」

　未来を連れ診察室を出ると、隣の処置室に呼ばれた。看護師さんがスポイトで少しずつ未来の口に水分を運んでくれる。

　未来が痛がって泣くのが可哀想で見ていられない。しかし、この作業を私がしてあげなければならないのだ。看護師さんと交代だ。スポイトを受け取り口に運ぶけれど、未来はいやいやと首を振る。

「お父さん、抱っこしてあげるのはどうですか？」

　看護師さんに言われ、豊さんが未来を抱いた。そこに私がスポイトで水分を運ぶ。未来はべそをかいていたし、入れた経口補水液の半分以上は吐き出してしまったけれど、多少は飲めたようだ。

「このくらい飲めればＯＫですよ。喉や扁桃腺の腫れが引いてくると、もう少しすんなり飲んでくれると思います」

　そう言われ、私と豊さんはホッと胸を撫でおろした。

　その後、会計を済ませ薬を一日分だけもらい帰路についた。

　未来はぐずぐずしていたけれど、車の揺れですぐに眠ってしまった。

「溶連菌……、もっと早く気づいてあげられたらよかった」

　ぼそりと呟く私に豊さんが言う。

「言葉が喋れない相手だ。わからなくても仕方ないさ」

「でも、私は母親なのに」

「よくやっているじゃないか。きみはもっと周りに頼っていい。そして、自分を許してやっていい」

　豊さんは車を走らせながら言う。後部座席の私からは彼の表情が見えない。

　優しく響く彼の声に心が揺さぶられてしまう。

「自分で決めて産んだ子なのに、ちゃんと母親ができていないようで歯がゆいんです」

「きみは自分ひとりで母親をやっているつもりだろうが、残念ながら今は俺とも家族だ。三人家族なんだ」

　豊さんは言葉を切り、それから言った。

「俺は未来の父親だ。きみの責任を半分受け持つ理由がある」

　この人はどんな気持ちで父親だと言ってくれているのだろう。家族だと言ってくれているのだろう。

　もしかすると豊さんは私が想像するよりずっと多くのことを察し、心に秘めているのかもしれない。私がそれに言及すれば、この状況に変化は起こるだろうか。

「豊さん、ありがとうございます」

　私は静かに答えた。

「でも、そこまで責任を感じていただかなくてもいいんです。……形ばかりの家族ですから」

　こんなふうに言っては彼を傷つけると思った。だけど、線を引いておかなければとも思うのだ。

「そうかもしれないな」

　豊さんの表情は相変わらず見えなかった。




　未来の熱は翌日も下がらなかった。

　近所の小児科に来院し、昨晩の経緯を伝えた。可哀想に、未来は再検査で喉をぬぐわれ、悲痛な泣き声をあげていた。

　高熱で眠れないときだけ解熱剤を使い、あとはもらった薬のみ。食事は食べられず、水も私が根気強くスポイトで与えた。

　さらに翌日の夕方、熱が少し引いてくると、うつろだった目に生気が見えるようになってきた。水分は嫌がるものの飲んでくれる。

　四日目には哺乳瓶でフォローアップミルクをぐびぐびと飲むようになった。口を開けさせてみると、まだ喉は赤いけれど多少腫れが引いたように見える。少なくとも脱水は防げるだろう。

　食事はドロドロの離乳初期のおかゆを出してみた。普段の食事と違うせいか、喉に染みるのか、口の端から舌で押し出してしまう。

　未来の体調は日に日によくなっていったが、食事の苦労はしばらく続いた。

　離乳完了期の食事を手づかみやスプーンでたどたどしく食べていた未来は、ドロドロのパンがゆやうどんを私にスプーンで運んでもらう状態に戻ってしまった。

　もちろん一時的なものだと思うし、未来の体調が戻ったのが一番だ。しかし、食に対する気難しさが病気の経験のせいなのか、月齢によるものなのかはかりかね、私はさつまいもをつぶしてみたり、野菜の固さを変えた食事を出してみたりと試行錯誤の日々だった。

　診断から一週間でもう一度受診し、人に感染するような状態ではなくなっていると言われた。残った薬を飲み切ること、一ヶ月後に尿検査をすることを指示されて帰宅。

「未来、よかったねえ」

「あい」

　未来はわかっていないようだけれど、私が微笑むので合わせて微笑む。こういったところは前よりコミュニケーションが取れているように感じるけれど、その分自己主張もはっきりしてきたと痛感する。

　早く、元通りなんでも美味しく食べる未来に戻ってくれたら安心なんだけれどな。

　そう考えつつ、未来の病気が一段落したのにホッと胸を撫でおろした。

　その日の午後だ。私が発熱したのは。

　私も溶連菌が移ったのかもしれない。喉は痛くないけれど、大人は無症状のこともあると聞く。急いでタクシーに乗り、実家に向かった。母に未来を預け、実家にいた頃にかかっていた内科に向かう。

　その頃には全身の関節が痛く、悪お寒かんがして目の前はくらくら。

　家ではかったときは三十八度だったけれど、もう少し上がっている気もする。

　内科で検査してもらったところ、私はウイルスでも細菌感染でもないそうだ。

「おそらく疲労で免疫が落ちたのでしょう」

　医師は言った。疲労。確かに未来の看病にかかりきりの一週間だったけれど。

「抗生剤出しておきますね。あと、点滴しましょう。ゆっくり休んでください」

　一時間ほど処置室で点滴をされ、ふらふらと帰宅した。すっかり元気になった未来は、実家で母がすりおろしたりんごを食べている。家では雛ひな鳥どりのように口を開けるだけだったのに、今は自分でスプーンを持っている。

「明日海、それなら未来ちゃんは熱が下がるまでうちで預かるわよ」

　母がそう提案してくれる。

「一緒にいたら世話を焼いちゃうでしょう。看病疲れよ。あちらのおうちでゆっくり休みなさい」

「でも、お母さん」

「未来ちゃんの着替えは、この家にもいくつか予備があるから大丈夫。それに未来ちゃんを見てごらんなさい。食べようとしてるわよ。自分で食べなくなっていたのは、病気で甘えっこになっちゃってたのね」

　母の言葉は一理あるかもしれない。不調から未来は我儘で寝ぐずりも多く、手間のかかる状態だった。かなり豊さんも手伝ってくれたけれど、私でないと駄目というときも多かった。

「ごめん。お願いしてもいいかな」

「いいわよ。ほら、ペットボトルのスポーツドリンクを買っておいたから持っていきなさい。家事なんかしちゃ駄目よ」

　私は未来を抱きしめ、別れを惜しんでから実家を出た。私が病院に行くときもけろっとしていた未来だけど、夜になれば私の不在で泣くかもしれない。

　母や父に苦労をかけるのは申し訳ない。でも、だからこそ早く治さなきゃ。




　家に帰って熱をはかり直す。三十九度二分、先日の未来の熱と同じくらい出ている。疲労でこんなことになるなんて。

　豊さんに発熱と未来を預けたという内容のメッセージを送っておく。

　悪寒と関節痛を和らげるために、解熱剤を飲んだ。痛みが減ったせいか、布団に入るとすぐに眠りが訪れた。未来が隣にいない状態で寝るのは、出産後初めてだと思う。

　ものすごく心細い気持ちだった。

　次に私が目覚めたのはリビングの物音。控えめだけど、足音と椅子を引く音だ。

　私はのろのろと身体を起こす。

　枕元のスマホには、母からのメッセージと写真。

【ご飯、美味しく食べてます】

　父と並んで座った未来が笑顔で人にん参じんを手づかみしている姿だ。よかったとホッとしつつ、豊さんからもメッセージが入っていると気づいた。

【大丈夫か】

　私がメッセージを送った直後だ。眠ってしまったので気づかなかった。

　次はほんの三十分前のもの。

【食べたいものはあるか】

　じわっと胸が熱くなる。どうして彼は優しくしようとするのだろう。

　起き上がると、ぐらりと身体が傾いた。まだ解熱剤は効いているようだが、熱は下がり切っていない。ぐっと踏ん張り、どうにか和室の戸を開ける。

「豊さん、おかえりなさい」

「明日海」

　豊さんが振り返る。わずかに目を見開いたけれど、すぐにいつもの冷静な表情に戻る。

「熱は？」

「まだありますが、移るようなものではないので、安心してください。メッセージ、返せなくてごめんなさい」

「そんなことはいい。寝ていろ。……いや、なにか食べられそうなものはあるか」

　彼の身体の向こうにはダイニングテーブルが見え、そこには様々な食品が並んでいた。

　おかゆ、菓子パン、プリン、ヨーグルト、スポーツドリンク、乳酸菌ドリンク……。手当たり次第買ったといった様子だ。

「それ……私に買ってきてくださったんですか？」

「なにを買ったらいいか見当がつかなかった。俺の亡くなった母は、調子の悪いときはプリンなんかを喜んで食べていたから……」

　私はよろよろとダイニングテーブルに歩み寄る。テーブルの品々を眺め、それから豊さんを見上げた。

「ありがとうございます。すごく嬉しい」

　正直に言えば、食欲はまだわかない。だけど、彼の気持ちがものすごく嬉しかった。私のために食べ物を選んで買ってきてくれたのがありがたい。

「熱が下がったら、いただきます。いいですか？」

「わかった。しまっておこう」

　そう言って、豊さんはしゃきしゃきと動き回り、私への見舞の品を片づけた。経口補水液のペットボトルだけ私に手渡す。

「少しでいいから飲んでくれ」

「はい」

　そう答えたら、くらりと眩暈がした。テーブルに手をついて転倒を避けようとする前に、豊さんが私の身体を抱きとめた。

「すみません！」

　慌てて離れようとするも、彼が軽々と私を抱き上げる。

　一瞬にしてあの日がフラッシュバックした。ベッドの前で立ちすくんだ私を彼はこうして抱き上げたのだ。あの日香ったムスクは、もう彼からは香らない。

「豊さん、大丈夫です」

「体調不良の妻に無体は働かない。運ぶだけだから、じっとしていろ」

　すぐそこの和室まで私を運ぶと、布団に下ろしてくれる。ペットボトルやスマホを枕元に整理し、掛布団を私の上にかけ直してぽんとお腹の部分をたたいた。

「いい子にしていろ」

「子どもじゃないんですよ」

「放っておくと無茶をするから、未来と同じように扱うと決めた」

　そう無表情で言うのに、口調も視線も優しく感じられる。恥ずかしくて、面おも映はゆくて、思わず目をそらしてしまった。

　豊さんが私の額に手を当てる。

「熱がある。こうして額に手を当てて熱をはかっても、俺は長年本当に熱があるかわからなかった。今回未来が熱を出して実感を持ってわかったよ。熱があると額や首筋は触ってわかるくらい熱くなるんだな」

　額から私の首筋までを撫で、豊さんはしみじみと言う。その触り方はいたわるようなものだけれど、私は心臓の鼓動が激しくなっていくのを感じた。

　駄目。思い出させないで。あなたに恋をしていた時代を。

　同居して、私と未来を大事にしてくれるあなたに揺れているのに、これ以上優しくしないで。

「だ、いじょうぶですよ、私」

　口では言いながら、彼に触れられているのが心地よい。私の中の心細さが、彼の優しさに寄りかかりたくなっている。これは危険だ。

「豊さん、どうしてここまで気遣ってくれるんですか？」

　思わず口をついて出た。聞いては駄目だと思いながら、こぼれてしまった。

「私は……望を見つけるための人質のようなものでしょう」

　豊さんは私を見下ろし、暫ざん時じ黙った。それから、ふっと唇の端を引く。

「人質には元気でいてもらわなければ価値がないからな」

　うそぶく言葉に私は顔をゆがめた。泣きそうな顔をしてしまってはいけない。彼に気持ちが透けてしまう。

　すると豊さんの顔が近づいてきた。拒否する間もない。

　唇が重なった。

　二年ぶりのキスだった。

　軽く重なって離れた唇を見つめ、私は言葉に窮した。

　豊さんは自じ嘲ちょう気ぎ味みに微笑む。

「少し卑怯だったな。弱っているきみに。……もう、なにもしないから眠ってくれ」

　柔らかく私の頬を撫で、豊さんは立ち上がる。そっと和室の戸が閉まるのを私は呆然と見ていた。

　キスをしてしまった。豊さんと。

　彼は、私をどう思っているのだろう。どうして私を、妻にしたのだろう。










６．すれ違いと真実




　九月も末、私たちが同居を始めて二ヶ月近くが経つ。

　朝のリビングでは、未来がジャングルジムで遊んでいる。未来は早起きだ。私は未来と自分の朝食の仕度をしながら、豊さんの分のコーヒーを淹れる。

　大きなマグにコーヒーを用意し、そこにたっぷりと牛乳を注ぐ。実は彼、猫舌なのだ。

　牛乳を注ぐとほどよく冷め、朝の忙しいときにもやけどすることなく飲めるのがいいらしい。私と暮らしだした当初はブラックコーヒーばかり飲んでいるイメージだった。食卓をともにするようになり、朝も顔を合わせ私がコーヒーを用意してあげるようになると彼が言ったのだ。「牛乳を入れてくれないか。砂糖はいらないから」と。

　猫舌なんて可愛い弱点、彼が白状してくれなければ知らなかっただろう。

「明日海、洗濯終わっていたよ」

　豊さんが洗面所から出てきて、私に声をかける。私がダイニングテーブルに置いておいたカフェオレを見つけて、手に取った。

「ありがとうございます。豊さん、クリーニングに出したいって言っていたスーツがありましたよね。今日、未来と散歩がてら出してきますよ」

「助かる。あとでソファに置いておくよ」

「ソファだと、未来にいたずらされちゃうかもしれないです。今、預かりましょうか」

「頼む」

　豊さんの寝室の前まで行き、スーツを受け取った。

　一瞬触れ合った手にドキッとしなかったわけじゃない。だけど、平静を装う。

「出しておきますね。お急ぎじゃないでしょう」

「ああ、いつでもいい」

　微笑みながら、鼓動を抑え込んだ。

　あのキスはなんだったんだろう。

　一週間ほど前、豊さんにキスをされた。私は体調不良で臥ふせっていて、彼は私を心配して枕元にいたのだ。

　キスは触れ合うだけのもので、彼は一方的にキスしてしまったことを詫わびて去っていった。

　あのキスがどういう種類のものだったのか、いまだ私はわからずにいる。

　彼は、私にキスをしたかったのだろうか。

　仮にも一度は抱き合った仲だ。男性として私に性欲を覚えたことはあるのだろう。だけど、そこに感情はない。彼は単純な処理として私を抱いただけだ。八つ当たりのようなものだとあのときも言っていたじゃない。

　二年も経って、他の男の子を産んだと言い張る女に、同じようにその気になるのだろうか。

　同居して、不思議と距離が縮まって、ふと気が緩んだのかもしれない。魔が差したとでもいうのだろうか。

　そう、きっとそんな感じだ。

　だから、私からは当然蒸し返さないし、なかったことにしてしまおうと思っている。

　一方で、あのキスのときめきはずっと私の心を支配していた。重なった唇のかすかな感触。お互いの心臓の音が聞こえてきそうな距離。交わされた吐息。

　豊さんともう一度、男女の情交の距離で接するとは思わなかったのに。こんな接触であの日殺した恋心を思い出したくない。

「明日海、次の週末だが、なにか予定はあるか」

　ダイニングテーブルの横で、残ったコーヒーを飲みながら豊さんが尋ねてくる。未来の朝ご飯を並べていた私は、顔をあげた。

「いえ、特には」

「車を出す。出かけないか」

　思いもかけぬ誘いに、私は目を見開いた。

「お買い物ですか？」

「いや、未来が遊べるような大きな公園とか。日差しが気になるなら、屋内の子ども向け施設でもいい。未来も、毎日同じ行動範囲だけではつまらないだろう」

　豊さんは照れ隠しなのか仏頂面だ。未来のために、日頃から心をくだいてくれてはいるけれど、遊び場や活動についてまで考えてくれているとは思わなかった。

　私は笑顔になって頷いた。

「ありがとうございます。行きたいです」

「どこに出かけたいか考えておいてくれ」

　豊さんはそう言って、出勤していった。

「まま？」

　豊さんの出ていったリビングのドアを見つめ、私はしばし放心してしまう。豊さんは本当にどういうつもりなのだろう。

　私と未来を喜ばせることばかりする。彼は、本当に私たちと家族になろうとしてくれているのだろうか。

「ごめんね、未来。朝ご飯食べようね」

　未来を幼児用の椅子に座らせながら、自分の中に湧き起こる期待を否定した。

　豊さんと私はまだ正式に結婚をしていない。

　依然、彼は私を〝望をおびき出す道具〟だと思っているはず。必要がなくなれば、きっとこの生活も終わり。

　妙な期待はしてはいけない。今まで通りでいるべきだ。

　私は未来の真実を豊さんに伝えない。豊さんが私たちを不要だと判断したときに、未来を奪われないためにも。

　私は未来だけいればいいと心に誓ったし、封印した恋を解く気もないのだ。




　週末は朝から隣県の公園に出かけようと決まった。行ったことはないけれど、親子連れに人気の公園だそうだ。

　私は楽しみに準備をした。着替えは何組いるだろう。タオルをいくつか持っていって、現地で濡らして汗を拭いたほうがいいかもしれない。日中はまだ暑い日も多いのだ。

　お弁当を作ろうか、どこかで外食をしようか。

　しかし、前日になって天気予報が大きく変わった。明日は大雨だという。朝の天気予報を見ながら、今夜豊さんに行先について相談しようと考える。屋内で遊べる遊具施設や、体験施設も多いけれど、未来の年齢で楽しめるのはどういったところだろう。

「未来、どこに行きたい？」

　未来は私を見たけれど、無視してぱたぱた走っていく。キッチンのベビーゲートの前でぺたんと座り、なにやらあうあうお喋りしながら、おもちゃをゲートの柵の隙間に押し込んでいる。最近気に入りの遊びだ。

「どこでもいいよね。ママと……パパと一緒なら」

　自分で言って、盛大に照れてしまった。否定しておいて、拒絶しておいて、豊さんをパパだなんて。私はやっぱり浮かれてしまっている。これじゃいけないのに。

　すると、スマホがメッセージで振動した。

「あれ、作田くんだ」

　メッセージアプリを開いて、目にとび込んできた文言にぎょっとした。

【望を見かけたという情報があります】

　私はスマホの画面を凝視して凍り付いた。望を？　もう二年も行方がわからないあの子がどこにいたというのだろう。

　メッセージの全文はこうだった。

【明日海さん、おはようございます。望を見かけたという情報があります。

　昨晩遅く、友人から連絡がありました。彼は今、仙せん台だいに出張中なんですが、夜に歓楽街に行ったみたいで、そしたら国こく分ぶん町ちょうの居酒屋で望に似た男が働いていたそうです。

　友人が顔を見ようとしたら、顔を伏せて奥に引っ込んでしまったらしいです】

　望が仙台で働いている？　他人の空そら似にという可能性だってある。でも、今までまったく情報のなかった望の、初めてと言ってもいい目撃証言だ。

　続いて作田くんからメッセージがくる。

【明日明後日で、現地に行ってこようかと思っているんですが、ゆなの出産が予定より早まりそうなので悩んでいます。明日海さん、もし可能なら我が家に来てゆなについていてもらえませんか？】

　作田くんの奥さんのゆなさんは十月の頭に出産予定だ。そんな中、仙台まで行かせられない。もし、出産が始まってしまったら、ゆなさんが傍にいてほしいのは作田くんに決まっている。

　私は即座にメッセージを返す。

【情報をありがとう。現地には私が行くよ。作田くんを行かせられない】

【でも未来ちゃんを連れて遠出はできないですよね。俺が行くのが一番いいと思うんです。望も、身内の明日海さんより俺のほうが、まだ心を開いてくれるかもしれないですし】

　どうしたものか。私は悩んで、答えた。

【今夜、お邪魔してもいい？　ちょっと相談しましょう】

　豊さんは今日遅いと聞いている。食事はいらないとも。

　夕方、未来に少し早めの夕食を取らせ、それから抱っこ紐に入れて家を出た。

　作田くんの家に行くためだ。抱っこの揺れが気持ちいいようで、未来は電車に乗る前に眠ってしまった。

　到着すると、まだ作田くんは帰宅しておらず、ゆなさんが出迎えてくれた。出産間近のゆなさんはお腹がかなり苦しそうだ。

「赤ちゃんの位置が下がってきているみたいなんです。子し宮きゅう頚けい管かんも短くなってきて、子宮口も二センチくらい開いてるって」

「そうなんだ。それはお産が近づいてるって感じだね。私、未来のときはなかなか子宮口が開かなかったの。時間かかったなぁ」

　ゆなさんの大きなお腹を見ていると、未来のお産を思い出してしまう。

　陣痛が始まって、病院までひとりタクシーで向かった。痛くなるお腹と下半身に恐怖で泣きたくなったけれど、逃げ場なんかない。ひたすら、ベッドで背を丸めて耐えた。

　陣痛も佳か境きょうに差しかかった頃、藍と両親が来てくれた。それも痛すぎてあまり覚えていないくらい。

　未来の産声を聞いたときも、たった今まで味わっていた痛みが鮮せん烈れつすぎて、感慨もなにもなかった。だけど、未来の顔を見て思った。

　私に一生をかけて守るべき存在が、今日生まれたのだと。

「作田くんから聞いてると思うけど、彼を望の捜索になんか行かせないからね。ゆなさんについていてもらわなきゃ」

「でも、良樹くんすごく責任を感じてるので、行かせてもあげたいんです」

　ゆなさんが沈痛な表情になる。

「望さん、いなくなる前に恋人との関係で悩んでるって、良樹くんにだけは言ってるんです。良樹くん、あのときもっとちゃんと話を聞いてやればよかったってずっと後悔していて」

「うん、私も作田くんから聞いてる。でも、それを言うなら家族もなのよ。望がそこまで思いつめてるって気づけなかった。だから、望にかけられた迷惑に頭が痛い時期もあったけれど、結局家族の責任だとも思ってるんだ」

　駆け落ちしたふたりの苦しみに気づいてやれなかったのは、残された全員なのだ。もちろん、すべて捨てていった彼らに非がないとは言わない。だけど、すべてにおいて誰かのせいと言い切るのは難しい問題なのだろう。

「だから、作田くんには本当に気に病まないでほしい。私の件でも迷惑をかけてしまっているし、貴重な情報を集めてくれただけで感謝の極みだよ。私が望を捜しに行くって気持ちに変わりはない」

　鍵が開く音がする。作田くんが帰ってきたのだ。

「明日海さん、わざわざありがとうございます」

　リビングに現れた作田くんはスーツの上着を腕に下げ、額には汗。急いで帰ってきてくれた様子だ。

「いいえ、夕飯どきにお邪魔しちゃってごめんなさい。望のこと、本当にありがとう」

　私たちの声に抱っこしていた未来がぴくりと動いた。目がぱっと開き辺りを見回したあと、自宅でなかったのに驚いたようだ。ゆなさんと作田くんの顔を見るなり、わーっと泣きだした。

「未来、落ち着いて。大丈夫だよ」

「未来ちゃ～ん」

　大人が三人慌てて未来をあやすけれど、変な時間に寝てしまったのと、久しぶりの人見知りと場所見知りの発動で、未来はなかなか泣き止まなかった。

　結局、未来を泣き止ませるのに時間がかかり、私たちが今後について相談できたのは一時間以上あとだった。

　作田くんと話し合い、明日急いで望に会いに行くのは一度保留とした。

　ゆなさんのお産も迫っている。作田くんはしばらく遠出しないほうがいい。

　私は私で、明日急に行くとなると両親と豊さんへの言い訳が難しい。なにしろ、望の件は確定してから両親に打ち明けたい。ふたりを不確かな情報で振り回したくないし、悲しませたくない。

　望を見かけたという友人は、高校時代から仲がよく、望が失踪する直前までよく会っていたメンバーだという。情報の信ぴょう性が高いだけに私が直に赴いて確かめたい。

　そして、もし仙台で見かけたというのが本当に望なら、望自身も友人に見られたと警戒しているだろう。

　すぐに仙台を離れてしまう可能性もあるけれど、ほとぼりが冷めるまで仕事を休むなどの手段で仙台にとどまることも考えられる。今もまだ中安可世さんと一緒なのかはわからないが、双方に生活があれば身軽に動けない事情もあるかもしれない。

　それに賭けて、来週私は藍と一緒に仙台に行くと決めた。

　藍には連絡を取り、協力してもらう約束をとりつけた。両親には、未来を預かってもらう理由として、藍の仕事の打ち合わせに同席すると伝えればいい。地方だから、一泊になるというのも合わせて伝えよう。

「明日海さん、俺たちはそれでいいですけれど、笛吹副社長にはなんて説明するんですか」

　作田くんに言われ、さすがに私も一瞬言い淀んだ。両親と同じ言い訳で通じるだろうか。豊さんは、私が実家に行ったり、友人に会うのを勧めてくれている。遠出というのも、気晴らしになるくらいに考えてくれるかもしれない。

　一方でそんなに簡単に騙だまされてくれる人じゃない気もした。

　未来のことだって、どこまで知られているか……。

「どうにかするわ。豊さんに、望の存在をほのめかすわけにはいかないから」

「そうですよね。まだ望に悪感情があるなら、先に俺たちが見つけて望と謝罪について相談したほうがいい。望の駆け落ち相手って、中安議員のひとり娘じゃないですか。そっちも、なにを言ってくるかわからないですもんね」

「そうなの。まずは私が会って、その後作田くんや両親と相談すべきだと思う」

　そもそも望が見つかるかが鍵なのは変わらない。でも、今まで一番大きな進展だ。ここはなんとしても逃したくない。

　ふたりにあらためてお礼を言い、帰路についた。機嫌を回復してからの未来は、作田くんの家を元気に歩き回りきゃあきゃあと叫んでいた。

　疲れからか、タクシーに乗るとぐっすりと眠ってしまった。なんて忙しい女子なのかしら。




　マンションに帰り着いたのは二十一時過ぎ。

　鍵を開け、玄関に入り電気がついていること、豊さんの靴があることに驚いた。もっと遅くなるかと思っていた。

　さっとスマホを取り出してみるが、なんの連絡も入っていない。

「おかえりなさい」

　リビングに入りながら声をかけた。豊さんはダイニングテーブルについていた。ワイシャツにスラックス。仕事から帰って間もなくといった様子だ。

「どこへ？」

　低く尋ねられた。今まで私と未来は夜間に外出などしていない。訝いぶかしく思っても無理はないだろう。

「実家に。遅くなってしまい、すみません」

　まさかこんなに早く帰ってくるなんて思いませんでした。そんなふうに言ってしまえば、彼の留守を狙っていたと言わんばかり。絶対に言えない。

　未来を和室の布団に下ろした。未来はぐっすり眠っていて起きる気配もない。パジャマに着替えさせるのは諦めよう。

　ふすまを閉めて戻ってくると、豊さんが私と向かい合う格好で立っていた。どきりとするが、必死に平静を装った。

「本当に実家か？」

　質問に私は黙った。この人はなにか勘づいているようだ。

「今日、奥村社長と会った。今夜は奥様と外食だと言っていたぞ。それなのに、どうしてきみは実家などと言う」

　口をつぐむ私に、豊さんは詰問口調で尋ねる。

「作田良樹に会っていたのか？」

　私の沈黙は肯定だった。ここまで露見し、もう嘘はつけない。だけど、望の件は口にできない。

「もう会うなと言ったな」

「はい」

「まだ未練があるのか？」

「ありません。未来のことで会っていたわけでもありません」

　必死にかぶりを振るけれど、私がこの人にしているのはごまかしと嘘だ。いや、最初からそう。私はこの人に嘘をつき続けている。

　未来を取られたくないばっかりに、父と娘を引き裂いている。

　すると、豊さんの腕が私の手首をつかんだ。勢いよく引き寄せられ、抗う間もなく彼の腕の中に納まった。なにをするのと見上げたら、唇を奪われた。

　強引なキス。どうして、私とキスなんかするの？　どうしてこんなときに？

　そのままソファに組み敷かれた。豊さんの唇が私の顎、喉、鎖骨と下がっていく。リップ音をたて、何度も落とされるキスに、私は混乱した。

　大きな手がシャツの下に滑り込み、下着の上から乳房にあてがわれる。

「や、めて！　やめてください！」

　圧おしかかってくる身体を両手で押し返した。しかし、逆につかまれて動けなくされてしまう。彼の腿ももが私の脚と脚の間にねじこまれた。

　見つめる彼の目は獣けものじみていた。たぶん、このまま私の身体を自由にするつもりだ。

「抱くんですか？　妻としてお相手をすべきですか？」

　私は怒りとも悲しみともつかない気持ちで、彼に問いかけた。

「あの日と同じ〝八つ当たり〟ですか？　それとも気に入らない女への罰ですか？　好きにすればいいじゃないですか！」

「違う！」

　怒鳴るような声が響いた。豊さんは自身の強い声音を恥じるように、顔をゆがめる。

「あの日も……今も……俺は……」

　そう言って豊さんは力なくうなだれ、そして私の上からどいた。額を押さえ、ソファに座り込む。乱された襟えり元を正しながら身体を起こし、私は震える声で尋ねた。

「豊さんの気持ちがわかりません。あなたは私が嫌いじゃないですか。あなたの婚約者を奪った男の姉です。私は人質なんでしょう。どうして優しくするんです？　どうしてキスなんか……」

「嫌いだったことなんか一度もない」

　豊さんの声は押し殺した苦しげなものだった。うつむいた顔の表情は見えない。

「奥村明日海、俺はきみを……ずっと」

　そこまで呟き、いきなり立ち上がった。私に背を向け、ベランダに面した窓の方向へ行ってしまう。まるで自分を落ち着かせようとしているみたいだった。

　やがて彼はゆっくりと私を振り向いた。凪ないだダークブラウンの瞳には決意が見えるようだった。

「明日海、答えてほしい。未来は俺の子だな？」

　私は唇を噛み締めた。もう隠し続けられない。彼はきっとずいぶん前から確信を持っているのだろう。

　彼に向かい合う格好で立ち、静かに頷いた。

「……はい。あの日、あなたと過ごした一晩で授かった子です。どうしても産みたくて、あなたの前からいなくなりました」

　豊さんがふうと長い息をついた。それから私を再び見つめる。

「二年前、きみと関係を持ったあと、俺はきみに話したいことがあった。しかし、当時の俺は婚約者が失踪したばかり。もう少し周囲が落ち着いてからと思っていたら、きみは消えてしまった。奥村社長に尋ねても歯切れが悪い。だから、笛吹製粉関連の調査会社を使って調べたんだ。……きみは、知らない街で娘を産んでいた」

　豊さんは言葉を切った。スマホを取り出し、画面を見せてくれる。

　それは私がまだ未満児の未来を抱いて歩いている光景。

「俺の子だと勝手に思った。違ってもいい。パートナーがいないなら俺が面倒を見られると思った。だから、奥村夫妻に理由をつけてきみとの結婚を申し込んだ」

「そんな、だって私は望の……」

　望の姉だ。豊さんから婚約者を奪った男の親族なのだ。

　豊さんが眉間にしわを寄せ、首を左右に振る。

「本当のところ、俺は中安可世も奥村望も責められる立場にない。長い間、自分の気持ちを隠して可世と婚約関係にあったのだから。俺がずっと、二十代の頃から気になっていたのはきみだ。奥村明日海」

　私は顔あげた。豊さんは苦しそうに眉を寄せ、絞り出すように告げた。

「パーティーで見かけたときから、気になっていた。最初は愛らしい顔立ちに惹かれたけれど、奥村社長の隣で周囲に気配りをし、明るく挨拶をしている姿に目が離せなくなった。笛吹製粉に入社してくれてからは、総務部を訪れるたび、きみを見ていた。きみの仕事ぶりや人柄を聞いて、より興味が湧いた。きみと話したくて、仕事を頼んだりした」

「うそ……」

「奥村望の件で謝罪してきたきみに、俺はつけ込んだんだ。この機会を逃せば、きみは俺から離れていくと思って必死だった」

　自嘲気味に言い、「最低だろう」と豊さんはつけ足した。

「きみはあの頃、作田良樹と交際していたんだったな。知らなかったとはいえ、無体を働いた。きみと彼を裂いたのは俺だ。だけど未来を一目見て、俺の子だと確信した。きみにとっては不本意かもしれない。だけど、これからは俺にきみと未来を守らせてほしい」

「豊さん……」

「好きだ。もう、昔の男には会いに行かないでくれ」

　奥村フーズのため。望をおびき出すための人質。

　様々な理由の裏にあったのは、彼の純然たる愛情だった。豊さんが私を好きだったなんて信じられない。

　だけど、こうして精一杯想いを告げてくれる彼に、私の両目には涙があふれていた。

「豊さん、私、作田くんとは交際していないんです」

　真実を言おう。彼の勇気の分を私も返さなければならない。

「作田くんとは望の捜索でずっと連絡を取り合っていました。豊さんに結婚と言われたときに頼れる男性が彼しかいなくて、彼の奥さんの了承も取って、父親役をしてもらったんです。だから、未来の父親は間違いなくあなたです。豊さんの子どもだと思って産み、育ててきました」

　うつむき、涙をぬぐいながら言葉にする。私の八年にも及ぶ想いを。

「ずっとあなたに憧れてきました。婚約者のいるあなたへの恋はいけないと抑え込んでいた。弟がしたことで、嫌悪される立場になったのがつらかった。それなら、せめて最後に思い出がほしいと思ってしまいました。謝罪を利用して、あなたに抱かれたのは私の意思です」

「明日海」

　豊さんが腕を伸ばす。迷いはまだあった。だけど、もう気持ちを抑えられない。

　駆け寄って彼の身体に腕を回すと、力強く抱きしめられる。

「本当か？　きみも俺を好きでいてくれたなんて」

「本当です。そうでなければ、あんなお話に乗ったりしません。豊さんだから抱かれたんです」

「ずっと、俺だけが好きなのだと思っていた。この生活も、俺が幸せなだけで本質的にはきみと未来を不幸にしていると思っていた」

　だから、彼はせめてなるべくかかわるまいと、金銭的に不自由させまいと考えていてくれたのだ。私は首を振り、答える。

「私はあなたへの気持ちを封印したつもりだったから、あなたに優しくされるたび揺れてつらかったです。恋を思い出しそうで、何度も心を殺しました」

「俺も、きみに家族として優しくされるたびにうぬぼれそうになった。認められて求められているようで、このまま本当に家族になれるんじゃないかと……」

　私は彼の両頬をつつみ、背伸びしてキスをした。

「嘘をついていて、ごめんなさい。私が素直に言えば、あなたは楽になったのに」

「いや、俺がきみの弟への否定的な感情を口にしていたせいだ。恨まれていると思えば、きみは未来の真実を言えない。でも」

　再び豊さんが口づけてくる。もう我慢できないというような性急なキスに、私は唇を薄く開けて応えた。深く組み合わされ、舌を絡められ、その感触に震えた。身体中の細胞が喜んでいる。

「伝え合えてよかった。ありがとう、明日海」

　ソファに座らされ、キスは続く。

　ついばむように何度も何度もキスをされ、足りなくて舌を出せば甘く吸い取られた。

　唾液を混ぜ合わせ、深く重ね合わせる頃には、互いの身体は火照りしっかり隙間なく密着している。

　このまま、豊さんともう一度……？

　いいのだろうか。いや、彼は私をほしがってくれている。私も彼がほしい。

「豊さん……」

　彼の背にしがみついた瞬間、和室で物音が聞こえた。

　次に未来の「うええええん」という泣き声。私と豊さんは思わず身体を離した。

「み、未来！」

　乱れた襟とスカートを直しつつ、和室のふすまを開けると、未来が布団の上に立っていた。いつも使っている枕をつかんでいる。寝ぼけているようだ。

「まあま～！」

「はいはい、ママですよ」

　抱き上げてよしよしとゆする。リビングから豊さんが和室を覗き込んだ。少し気まずそうな顔をしている。

「明日海、すまない。急にあんなこと」

「い、いえ！」

　こちらも恥ずかしくて顔が見られないでいると、豊さんが和室に入ってきた。そして、未来と私を丸ごと抱きしめた。

「パパも、こうしていいか？」

「豊さん……」

　またしてもにじんできた涙を豊さんがぬぐってくれる。未来は豊さんの顔を見て、泣き止んだ。

「ぱっぱ」

　そう言ってにっこり笑う。明らかに豊さんを指した言葉だった。

　未来はちゃんと理解していた。私たちよりもはっきりと、私たちが家族であると。

「ああ、未来のパパだよ」

　豊さんが未来の頭に頬ずりする。

「ずっとずっと、未来の本当のパパになりたかったんだ」

　私はまた泣いてしまい、豊さんの目にも涙が光っていた。










７．心を繋げて




　翌朝は雨の音で目覚めた。

　眠る未来をそのままにそっと和室を出る。無人のリビングは薄暗く、雨音が響いていた。

　廊下の向こうでドアが開く音がする。間もなく豊さんがリビングに姿を見せた。

「おはよう、明日海」

「おはようございます」

　お互いに照れくさくて視線をそらしてしまう。長い間、想い合っていたという真実を知ったのは昨夜。

　未来が眠ってしまったあと、私もつられるように眠ってしまい、結局昨日の外出の理由などは説明できずに終わってしまった。正直に言えば、眠ってしまってよかったのかもしれない。

　あのまま未来が起きなかったら、私たちは情熱に任せて身体を繋いでしまっていた。

　豊さんが私を求めてくれるなら、それは嬉しいけれど、さすがにちょっと進展が早すぎだ。

「あの、豊さん」

「未来はまだ起きないか。コーヒーを淹れよう。今日の予定でも決めながら」

　豊さんがキッチンに入り、コーヒーメーカーに豆をセットする。いつも朝はインスタントだけれど、コーヒーメーカーはもともとあり、使うのは今日が初めてだ。

　雨の音とコーヒーメーカーの音。静かな土曜の朝。

「明日海、きみと正式に結婚したいと思っている」

　私は顔をあげ、カウンターの向こうの豊さんを見つめた。

「未来について、きみの口から確認を取っておきたかった。俺の実子だから、養子縁組にしてしまいたくなかった」

「だから、婚姻届の提出を思いとどまっていたんですか」

「ああ」

　未来が他の男性の子なら、養子縁組。だけど、内縁関係の夫婦の子なら実子として同じ戸籍に入る。それを考えて、記載した書類を提出しないでいたのだ。

「ありがとうございます。でも、もう少し待ってほしいんです」

　豊さんはマグカップにコーヒーを注ぎ、キッチンから出てきた。ダイニングテーブルにことんとカップをふたつ置く。

「なにか気になることがあるか」

「弟の望です。昨日、私が作田良樹くん夫妻の家に行ってきた理由でもあるんですが……」

　私は、豊さんに事の次第を話した。

　消えた望の情報があったこと、会いに行ってみようとしていること。

　豊さんは自分には責める資格がないと言っていたけれど、それでも望と可世さんの駆け落ちは、豊さんへの裏切りだ。

「豊さんに気持ちを伝えられたのは嬉しいんです。でも望を見つけて、謝罪をさせるのも、私たち家族の責任に思えるんです」

「俺はふたりを責めるつもりはない。可世が俺を見限って、きみの弟に恋をしても仕方ない状況を作ったのは俺だ。でも、確かにふたりの逃避行で家族は不安と悲しみを感じただろう。俺への謝罪はいい。俺も望くんを見つけておけるなら、そのほうがいいと思う」

　豊さんは部屋からスマホとスケジュール帳を持ってくる。

「目撃証言が今週なら、やはり行くのは早いほうがいい。明日海、俺も一緒に行く。今夜、現地につけるように出発しよう」

　私は驚いて豊さんを見つめる。あまりに急展開だ。

「でも、豊さんお休みは今日だけですよね」

　仙台の居酒屋を目指して、今日中に帰宅するのは厳しいだろう。

「調整する。その分、今日の午前中に会社に顔を出してくるよ。未来は遠出になるから、可能ならきみのご両親に預けたほうがいいだろう」

　私が熱を出したときも泊まりがけで預かってもらっている。急に預ける分には対応してくれるだろう。でも、なんと理由をつけよう。

「あの、両親にはまだ望の目撃情報について話していないんです。ぬか喜びさせたくなくて」

「なるほど。それなら、俺の仕事関係の会食があって、妻同伴ということにしよう。急で申し訳ないと、未来を預けるときに俺も一緒に詫びる」

　すぐにそんな提案をしてくれる。それなら、両親には疑われずに出かけられそうだ。

「未来には、申し訳ないな。今日だって、本当は未来と三人で出かける予定だったのに」

「お天気もこうですし、未来にはまた今度埋め合わせをしましょう。……でも、本当にいいんですか？」

　豊さんはしっかりと頷き答えた。

「ああ、奥村望は俺の義理の弟になる。家族を捜すのは当然だ」

「豊さん」

「それに中安可世にも謝りたい。俺は、明日海を好きでいながら、父と中安議員の勧めで彼女と婚約した。最初から、彼女の気持ちを裏切っていたのは俺なんだ。身体を繋ぐような関係ではなかったし、食事程度のデートしかしなかったが、それでも婚約者だった俺に責任は大きい」

　豊さんは自嘲気味に言い、立ち上がった。

「よし、そうと決まれば出勤してくるよ。明日海、一泊旅行の仕度を頼む。俺の荷物は出しておく。あとは、奥村社長への連絡を頼んでいいか」

「はい、もちろんです」

「昼過ぎには戻る。待っていてくれ」

　洗面所に向かう豊さんを見守り、私は胸を押さえた。私たち、両想いなのだ。誰憚はばかることなく、三人で家族になっていいのだ。

　だけどその前に、叶かなうなら望に会っておきたい。望に対する感情は、自分でも説明がつかない。両親を悲しませたのは責めたいけれど、彼の悩みをわかってあげられなかったのは申し訳なく思う。どちらにしろ、たったひとりの弟だ。彼らが罪悪感なく、生きていけるためにも、私たちは会うべきだと思う。




　その日の夕刻、私と豊さんは小さなボストンひとつで東北新幹線に乗った。

　未来は、実家だ。私と豊さんがそろって出かけるので、母の腕の中で身をよじって大泣きしていたけれど、その後大好きなりんごのすりおろしをもらって機嫌を直したそうだ。我が娘ながら、現金で笑ってしまう。

「豊さん、驚きました。うちの実家であんなこと言うんですもの」

　座席に座り、ちらりと彼を見やる。豊さんは真顔で答える。

「明日海とふたりで旅行をしたいと言った件か？」

「……それです」

　豊さんは未来を預けるときに、一緒に私の実家に顔を出した。両親に急な出張で未来を預けるのを詫び、それから言ったのだ。『明日海とふたりきりで旅行をしたことがないので、いい機会かと連れ出してしまいました』と。

「地方で会食……の信ぴょう性を高めるためとは思いますけれど、両親は驚いていました」

　父も母も、私と豊さんが互いに気持ちを伝え合ったとはまだ知らない。未来の父親だって、知らない状態だ。

　彼らからすれば、政略結婚で嫁入りさせた娘が、思いのほか愛されているようで驚いたに違いない。

「ふたりきりで旅行したいというのは本心だ」

　豊さんがさらりと言う。

「きみの気持ちを知って、まだ一日も経っていないのに浮かれているかもしれない。だけど、俺からしたら、片想いが叶った状況だ。機会があるなら、きみとふたりきりになりたい」

「ゆ、豊さん」

　恥ずかしいくらいまっすぐな愛の言葉をささやかれて、私は顔をそむけてしまった。豊さんはそれでも熱心に言う。

「未来との時間ももちろん大事だし、これからはもっともっとかかわっていきたい。でも、明日海との時間もほしい。恋人として過ごす時間がほしいんだ」

　そこまで言ってから、豊さんははっとしたように目を見開いた。

「すまない。下心しかないようなことを言った。今回の旅行できみになにかしようというわけじゃない。ホテルの部屋は別にとったし、節度は守る」

「そんな……そんな心配していませんよ」

　そう答えながら、豊さんの誠意ある態度が嬉しくなった。私との関係を大事にしてくれているのだ。

　心の隅で、少しだけ期待していたけれど、それよりも彼のそうした配慮が嬉しい。

「あ、でもお部屋は別なんですね。バッグ、ひとつにまとめちゃいました。失敗です」

「明日海さえよければ、同じ部屋に取り直す。……昨日の夜のこともある。信用してもらえるかわからないが、なにもしないと約束する」

　そう言った豊さんの頬はわずかに赤かった。可愛いと思ったけれど口にせず、にまにまと笑ってしまいそうになるのを耐えるのだった。

　仙台駅に到着したのは十九時過ぎだった。望が働いているのが居酒屋なら、ちょうどいい時間帯だろう。東京と同じく、仙台市内も雨の空模様。

　駅から地下鉄に乗り、目的の歓楽街に到着する。雨とはいえ土曜夜の街はやはり人が多い。居酒屋などが立ち並ぶ横丁がいくつかあり、教えてもらったひときわ賑にぎわう通りに入る。

「このお店です」

　作田くんを通じて知った店に、豊さんと並んで入った。

「いらっしゃいませー」

　明るい接客の声が飛ぶ。店内は混み合い、人気店なのがわかった。

「二名様ですね。こちらへどうぞ」

　私と豊さんは並んでいれば、ただのカップル客に見えるだろう。ふたりで席に案内されるまでに店内を見回した。望らしき店員はいない。

「この店なんだよな」

「ええ、接客のホールスタッフをしていたみたいです」

　席に着くと、豊さんは私に注文の確認を取ってすぐに店員を呼んだ。

「生ビールとレモンチューハイをひとつずつ。あと、今日って奥村くんいるかな？」

　普段の豊さんよりワントーン高い声。そして表情は親しみやすそうな笑顔。若い女性店員は、一瞬「え」という顔をしたけれど、すぐに豊さんを常連客と思ったようだ。

「奥村は今日お休みなんですよー。すみませーん」

「そっか。残念」

　短く言って、豊さんは女性店員に笑顔を見せた。私もここまでの笑顔は記憶にないので、ちょっと驚いたくらい。作り笑いとはいえ、店員さんに見せるのはずるいと思ってしまった。

「奥村って店員がいるのは間違いないか」

「でも、偽名で働いているかもしれませんよ」

「就労も居住も身分証明書が必要な場合が多い。まっとうじゃないツテでもない限り、偽造の身分証は作れない。捜索願が出されていたとしても、事件性がない限り見つけ出される可能性は低いんだ。それなら、彼はこの土地でも本名を使うだろうな」

　私たちの前に、注文したアルコールが届く。

「ほら、乾杯」

　豊さんがジョッキを持ち上げるので、私も倣った。そうだ。楽しそうなカップルに見えたほうがいいものね。

「空ぶりだったか。明日の夜まで粘るのは少し厳しいかもな」

「豊さん、月曜は仕事ですものね。未来もさすがに明後日まで預けるのは私が心配です」

　そして、両親への言い訳もまた考えなければならない。情報が一歩深まったのは間違いないが、望には会えないまま帰路につくことになりそうだ。

「また、折を見て来るか。あとは、笛吹製粉が懇意にしている調査会社の人間に接触を頼むか。でも、できれば明日海は直接会いたいだろう」

　私はこくりと頷いた。私なら複雑な事情を望に説明できるだろう。笛吹製粉関連の調査会社の人間が会いに来れば、望はいよいよ再逃亡してしまうかもしれない。

　調査委会社という単語で、ふと思い出す。

「あの、中安議員はまだ娘さんを捜していますよね」

　二年前の事件の話し合いで、中安議員は可世さんと望を私的な調査機関を使って捜索すると言っていたと聞く。豊さんが首を振る。

「あれは、笛吹製粉との縁を繋いでおきたいだけの方便だ。すぐに見つけだすから、婚約破棄は勘弁してくれという意味さ。中安議員は派閥では大物だが、資金面は安定していない。ゆくゆくは総理までのぼりつめたい彼としては、笛吹製粉はいい金蔵だっただろう」

　それはまっとうな政治活動費以外にもお金が動いているという意味だろう。しかし、それなら本当に政略結婚だ。可世さんは婚約が決まったとき、まだ望とは出会っていなかったはず。だけど望と出会って、未来を変えたくなってしまったのだろうか。

「もっとも、望くんと可世がまだ一緒にいるかはわからないけれどな」

「そうなんですよね」

　駆け落ちしたふたりが同じ熱量を持って一緒にいるかはわからない。どれほど覚悟を持って、多くのものを捨てても、現実に打ちのめされ離れてしまうことだってあるだろう。

「できれば、望くんも可世も見つかってほしいよ」

「そうですね」

「明日海は望くんにどんな話をしたい？」

　私はレモンチューハイを一口ふくみ、うーんと考えた。

「まずは『馬鹿！』って言いたいですね。親不孝をしたのは間違いないので」

　豊さんがふふっと笑う。素の笑顔に、私は頬が熱くなった。

「両親、本当に憔しょう悴すいしていたんですよ、あの頃。笛吹製粉との関係がどうなるかもわからなかったし、中安議員からは誘拐だと責められて、訴えるとまで言われて」

　そこまで言って私はハッとした。結局訴えられはしなかったし、笛吹製粉での話し合いでは、中安議員も非を認めたのだ。

「豊さん、もしかして中安議員を収めてくださったんですか？」

「たいした話はしていない。駆け落ちはふたりの責任だから、一方が一方を恨むのはお門違いだと言っただけだ」

　それから豊さんは少し言い淀むように視線を揺らし、ぼそっと言った。

「あとは……、きみに気にかけてもらえるかと期待して、少しいい格好をした。結果は、奥村社長をさらに恐縮させて、きみが謝罪にやってきたんだが」

「私も必死で……」

「きみが笛吹製粉に残れるようにこの件を公おおやけにしなかったのも、俺の下心だ。それなのに、謝罪してきたきみは責任を取って辞めると言い出して……、焦って誘ってしまったんだ」

　そう言ってうつむいた豊さんの頬は赤かった。私も赤くなっているので、まだ一杯目なのに周囲からは酔っぱらっているふたりに見えただろう。

「あの……、私をそんなふうに……想っていてくださったんですね」

「きみとそういう関係になれて嬉しかった。きみの眠る顔を見ているだけで幸せで、このままさらってしまおうかと思った。だけど、あのまま交際を申し込んだら強制することになってしまう。少し距離を置いて、お互いに身辺が落ち着いたら、あらためてきみに好意を打ち明けようと思っていた」

　結果、私が消えてしまったのだ。

　あのとき、私にも彼にも多くのしがらみがあった。私は授かった命を守るためには、いなくなるしかないと思っていた。だけど、それが豊さんを傷つけたのだ。

「ごめんなさい、豊さん」

「謝らないでくれ。誤解させたのは俺だ。もっと早く自分の気持ちに素直になって、可世との婚約を解消して、きみに好意を示していればよかった。そうすれば、可世は駆け落ちする必要もなかったし、俺はきみとふたりで未来を迎えることができた」

　豊さんは未来が生まれてからの一年を知らない。それが本当に申し訳ないと思った。

「豊さん、これから家族三人で、たくさん思い出を作りましょうね」

「ああ、近いうちに未来を連れて三人で旅行しよう」




　その後、もう少し粘ったけれど、望は店に現れなかった。私たちはそのままそこで夕食を済ませ、駅前に戻りホテルにチェックインした。急だったので取れたツインルームは一般客室のもの。背の高い豊さんには少し窮屈そうだ。

「未来は眠ったそうです。ほら、写真」

「ああ、本当だ」

　スマホの画面には、すやすや夢の中の未来。急な外出だったので、心配していたけれど、落ち着いて食事をして眠ってくれたなら安心だ。

　バッグを窓辺のテーブルに置くと、豊さんが背後から抱きしめてきた。どきりとする。

「抱きしめるだけ。いいか？」

　耳じ朶だをくすぐる豊さんの声。甘い吐息交じりのささやきは、彼がそれ以上先に進みたいのをこらえている証拠だ。

　迷ったけれど、私もこらえきれず呟く。

「はい。あの、キスだけ……しませんか」

「止まれなくなりそうだ」

　そう言いながら、豊さんは私に覆いかぶさるようにキスをしてくる。私は彼と向き合うように身体を反転させた。背に腕を巻きつけ、背伸びしてキスに応えた。

　たっぷりと味わっても足りない。もっともっとほしくなってしまう。

「明日海……好きだ」

　唇をわずかに離してささやく豊さん。身も心もとろとろにとろけてしまいそうだった。

「始まりがああいう形だったからこそ、きちんとしたい。きみを抱くのは、望くんの件が片づいてからにする」

「はい。待っています」

　豊さんの胸に顔をうずめ、幸福で眩暈がしそうだった。キスを終えても離れがたく、ふたりでベッドに腰掛け小さな窓から仙台の街の灯りを眺めた。

「豊さん、最近香水はつけないんですか？」

「香水？」

「あの……最初のとき、あなたの香水の香りがして……それを覚えているので」

　言いながら恥ずかしくてうつむいてしまった。豊さんがふっと笑い答える。

「きみと未来と同居を始める前に使うのをやめた」

「そうだったんですか？」

「子どもには匂いがきついかと思って。余計な気遣いだったか？」

　彼の香りは本当にささやかなものだったけれど、その思いやりに胸がいっぱいになった。

「豊さん、本当に見えないところで気を遣ってくれているんですね。すごく優しい」

「俺は未来ときみに好かれたかっただけだよ」

　そう言ってそっと微笑む豊さん。私は彼の肩に頭を預けて、ふふと笑った。

　私たちは一緒のベッドで眠り、翌朝には東京行きの新幹線に乗った。望については、まず豊さんが手配する調査会社の人に確認を取ってもらうことにした。本人は接触せずに、仙台に居住しているかを調べてもらうのだ。

　確定したら、今度は住居を目指して会いに行く。未来も可能なら連れていこう。

　ふたりでそう決めた。

　実家に帰り着くと、未来が玄関までよちよちと走って出迎えた。

「まあま、ぱあぱー！」

　もう少しで一歳半になる未来の成長には目をみはるものがある。なにより、私と豊さんを両親だと認識し、呼んでくれるのが嬉しい。

「未来！」

　豊さんが顔をほころばせ、未来を抱き上げた。未来がきゃっきゃと笑い声をあげて、豊さんの頭にしがみついた。最近は豊さんの目元のほくろを指でぐりぐりするのが好きで、豊さんが困って笑うと余計に喜ぶのだ。

　実家のリビングに入るまで、ふたりはべったりと再会を喜んでいる。

「まあまあ、豊さん」

　母が豊さんと未来を見て、驚いた声をあげた。未来と豊さんがこれほど仲よくしているとは思わなかったのだろう。

　しかし、母と遅れて居間に出てきた父の表情が、徐々に変わっていく。

　未来と豊さんはこうしてみると驚くほどよく似ていた。親子としか見えないような似方をしている。

「明日海……」

　困惑した声で母が呼ぶ。私は両親に向かって、頷いた。

「きちんと報告したいことがあるの。だけど、もう少し待っていてほしい」

　今、言っても両親は祝福してくれるかもしれない。だけど、できれば望の件もはっきりさせて、私と豊さんがあらためて結婚するときに言いたい。せっかく、望の手掛かりが見つかったのだ。両親を安心させたい。

「……ああ、わかった」

　父が言った。

「おまえと未来が、豊さんと幸せそうにしている姿を見られただけで、私はホッとしているよ」

　私と豊さんはお土産を渡し、未来と三人で帰宅したのだった。




　十月がやってきた。私と豊さんが仙台の地を訪れて数日後のこと。

　その日、私は未来と買い物に出かけ、お昼寝の隙に仕事を進めていた。いつも通りの日常である。

　望の件は、その後進捗はない。豊さんが手配してくれた調査関係の人たちが報告を挙げてくれる予定にはなっているけれど。

　焦っても仕方ないので、私はいつも通り日々を過ごすだけ。

　望と一度会って、きちんと話しておきたい。両親と豊さんに謝罪してほしいし、その上でないと私としても区切りにならない。

　でも、このまま望が見つからなかったら。話し合いの場が持てなかったらどうしよう。

　豊さんの気持ちはすべて聞いている。私たちが実はずっと想い合っていた事実もある。望に会わなくても私と豊さんは幸せになっていいのだと思う。

　私自身のため、なにより未来のため。

　すると、電話が鳴った。

　豊さんからだ。着信なのは珍しい。

「はい」

『明日海、これから出られるか？』

　電話に出ると、豊さんの声が聞こえる。出るとはどこかへ行くのだろうか。

「未来と一緒でしたら行けますよ。準備してからなので、すぐには無理ですが」

『笛吹製粉本社まで来てほしい。望くんが来ている』

　一瞬、呼吸が止まったような感覚がした。驚きすぎて、言葉もなにも出てこない。

　ようやく私は息を整え答えた。

「わかりました。急いでいきます」

　電話を切ると、バッグに未来のあれこれを詰め込んだ。

　お昼寝している未来は抱き上げるとむずかって泣いたけれど、それを抱っこ紐の中でゆする。そうしながら、配車してもらったタクシーで出発した。

　笛吹製粉本社は、このマンションからタクシーで二十分ほどだ。道が空いていればもっと早いだろう。

　私が勤めていた頃と場所は変わらない。総務に行けば、当時の社員たちと顔を合わせるだろうが、迷う暇もない。

　受付に知っている顔ぶれはなく、私は案内されるままに応接室に向かった。

　本当に久しぶりだ。まさか未来を抱いてくることになるとは思わなかったけれど。

　一般社員用の打ち合わせスペースではなく、役員室などのある上階に応接室はある。それこそ、他社の社長など重役クラスが訪れる際、使用される部屋だ。

　受付の女性が声をかけ、ドアを開ける。私は一歩入り、言葉を失った。

　そこにいたのは二年以上ぶりに会う弟の姿だった。

「姉ちゃん……」

　ソファに座っていた望が立ち上がり、泣きそうな顔で私を見た。その横にいた女性も立ち上がり、私に頭を下げる。可世さんだった。

「明日海、こちらへ」

　向かいに座っていた豊さんが言うので、私はソファに腰かけた。

「望……、今までなにをしていたの？」

　私の言葉に、望が深々と頭を下げた。

「姉ちゃんごめん。そしてあらためて、本当にすみませんでした。笛吹豊専務……いえ、副社長」

「豊さん、ごめんなさい」

　可世さんも頭を下げる。よく見ると、彼女のお腹は少し膨らんでいるようだ。妊娠をしているように見える。

「可世とあなたの婚約を知った上で彼女を連れて逃げました。幸せになるにはこうするしかないと東京を離れました。あのときは、ふたりで幸せになるので精一杯で、残される人のことなんか考えもしなかったんです」

「私たちが子どもでした。ごめんなさい」

　豊さんが涙をぬぐい、望が顔を上げた。

「仙台でアパートを借りてふたりで働いていました。可世が妊娠して、このままあの土地で親子三人暮らしていくつもりだったんです。それが先月、こっちの友人に顔を見られて。さらに同僚に、俺を訪ねてきた客がいるって言われて、もう逃げられないと思いました」

　豊さんが首を左右に振る。表情は固い。

「きみたちが駆け落ちをした事件で一番悲しい思いをしたのはご家族だ。まずは、俺なんかよりご家族に謝るべきだ」

「両親にはこれから。可世の家にも挨拶と謝罪に行くつもりです。でも、まずはあなたにと思って……！　午前中、作田に会って、あいつから聞きました。笛吹副社長は、俺を捜すために、姉を傍に置いているって」

　私は驚いて顔をあげた。確かに作田くんの認識はそうだろう。

　私は政略結婚で嫁ぎ、望を捜すため人質のように扱われていると思っている。

「笛吹副社長、俺はこうしてやってきました。これからどんな謝罪でもします。訴えられる覚悟もしてきました。でも、どうか姉ちゃんとその子どもは解放してやってください！　姉ちゃんは悪くないんです。姉ちゃんを自由にしてやってください！」

「豊さん、私からもお願いします。望くんのお姉さんを、巻き込まないであげてください！」

　望と可世さんが必死に懇願するのを、私はなんと答えたものかと迷う。

　一方、豊さんはふたりをどこか呆然と見つめ、低い声で呟いた。

「そう……だな」

　私は豊さんの横顔を見つめた。彼は眉間にしわを寄せ、苦しげな声音で言った。

「俺のしてきた行動は、明日海と未来を縛るものだったのかもしれない。強引なことをした」

　次の瞬間、私は勢いよく立ち上がっていた。未来を抱いたままだ。

「どうしてそんなことを言うんですか？」

「明日海」

　私以外の三人が驚いた顔で私を見上げる。私は拳を握りしめ、勢いに任せて怒鳴った。

「私は私の意思であなたといます！　私の意思であなたの子を産んで、私の意思で今、あなたの妻をしています！　どうしてそんなことを言うんですか？　私と未来を捨てる気ですか！」

　思いのほか激しい声になってしまった。だって、豊さんが後悔しているように見えたのだ。私と未来と三人で生きていこうと誓ったばかりなのに。

「姉ちゃん、どういう……」

「この子は、豊さんとの子なの！　望の馬鹿！　相談くらいしてよ！　お父さんもお母さんも私も心配したんだから！　ひと言も連絡をよこさないなんて……私と豊さんだってすごく遠回りしたのに……」

　涙がにじんできた。未来が私の顔を不思議そうに見つめている。

　豊さんが立ち上がり、未来ごと私を抱きしめた。

「明日海、すまなかった。そういうつもりじゃない。ただ、望くんに指摘されてみれば、俺は強引にきみと未来を自分のものにしたんだと思って……」

「だからって、自由とか解放とか、そんな言葉に頷いたら私だって傷つきます！　豊さんと一緒に生きていくって誓ったのに！」

「明日海、どうか泣かないでくれ」

　豊さんが抱擁を強くし、私の髪に頬ずりする。

　そこで私は、呆気にとられた様子で見つめる望と可世さんと目が合った。

「あの……完全にふたりの世界なんだけど、……俺、なにか勘違いをしてたかな」

　さすがに私と豊さんも、恥ずかしくて身体を離した。豊さんが咳せき払いをして、先にソファに座った。

「すまない、望くん、可世。俺から話す。俺もきみたちに謝りたいことがあるんだ」

　私も赤い顔のまま座り直した。未来ひとりが楽しそうにあーうあーうと声をあげていた。

　豊さんはこれまでの経緯をふたりに説明した。

　私に惹かれていながら、可世さんと婚約状態だったこと。可世さんと望が駆け落ちしたあと、私と関係し未来を授かったこと。私がいなくなり、諦めきれず捜したところ、未来の存在を知ったこと。

「私は豊さんに恨まれているとずっと思っていたから、豊さんに未来の父親はあなただって言わずに、表向き作田くんに父親のふりをしてもらっていたの。私たち、お互いの気持ちを知ったのが本当に最近で……」

　驚いた顔をする弟と隣の豊さんを見比べて言った。

「ずっと、学生時代から豊さんに憧れていたの。婚約者の可世さんの存在を知っていたから、叶えるつもりがなかったけれど」

「姉ちゃんも？　それじゃあ、ふたりはもともと好き合っていたのか？　今も合意で一緒にいるってこと？」

　弟の問いに、豊さんが頭を下げた。

「すまなかった。俺が早く、可世と婚約関係について話し合っていれば、ふたりを追い詰めることもなかった」

「いえ、違うんです。私こそ、父の言葉に逆らえずに……」

　可世さんが涙ながらにうつむいた。

「望くんとの関係を父に相談しているんです。望くんを好きになって、交際が始まって、豊さんに申し訳ないから婚約を解消したいと。でも、父は許してくれなくて。望くんやご実家に圧力をかけると言われて」

　彼女もまた、やむにやまれぬ事情があったのだ。我が家に怒鳴り込んできた中安議員夫妻は、話し合う余地のある人たちには見えなかった。実の娘ですら、話を聞いてもらえなかったのだ。

「私たち四人のわだかまりがとけたなら、まだ、みんなやり直せると思うんです」

　私は言った。

「私は未来を授かった経緯を黙っていたことを、両親に詫びるつもり。望はお父さんとお母さんと話して。あなたがいなくなって奥村フーズの状況は大きく変わったんだから。そして、ふたりで可世さんのご両親にも会いに行って」

　望が神妙な顔で頷いた。親を苦しめた事実は、望自身が一番わかっているのだろう。

「可世さんのお腹に、赤ちゃんがいるんでしょう？　生まれてくる赤ちゃんのためにも、禍か根こんを残さないようにしましょう」

「ありがとうございます」

　可世さんがお腹を押さえて涙をこぼした。




　ふたりは、笛吹製粉を出てその足で私の実家に向かったようだ。

　ずっといい子にしていた未来も限界で、騒ぎ出したので、私も急いで会社をあとにした。幸いと言っていいのか、勤務していた時代の同僚にはひとりも会わなかった。

　その夜、豊さんは普段より少し早く帰宅した。私は未来を寝かしつけている最中、豊さんは上着を脱ぎ、私たちのいる布団の横に寝そべる。

「ぱっぱぁ、あー」

　寝ぼけた未来が豊さんの顔をぱちぱちたたいていたけれど、眠気に負けたようで瞼が落ちる。

　未来の眠りが深くなるまで、私たちは並んで見つめていた。やがてお腹をぽんぽんとたたく手を止めると、深い寝息が響いた。

　私と豊さんはそっと和室を出る。

「明日海、今日は……」

　私は豊さんの顔を下からじろっと見つめて唇を尖とがらせた。

「私と未来との生活、後悔していませんね？」

　昼間の件を蒸し返すのはどうかとも思ったけれど、きちんと確認しておきたい。彼は深々と頷いた。

「後悔なんかしない。だけど、もっともっと早く、きみに好きだと言えばよかった。勇気がなかった自分を悔くいている」

「それは私もです。あなたのあふれるほどの優しさをずっと感じていたのに、そこにある本音を確かめなかったのは、臆病だったから」

「明日海、どうか俺と結婚してほしい」

　豊さんがポケットから取り出したのはブルーグレーの布張りの小箱。開けるとそこにはリングがあった。華きゃ奢しゃで美しいデザインリングには、私の誕生石のオパール。今月私は二十七歳になるのだ。

「誕生祝いは別にする。結婚指輪はきみの好きなデザインにしよう。これは婚約指輪だ。受け取ってほしい」

「豊さん、もう充分。嬉しくて、あなたの気持ちが……」

　豊さんが私の左手を取り、薬指にリングをはめてくれる。

「綺き麗れい」

　呟いた言葉はキスに吸い込まれた。

　驚いたけれど、私ももう遠慮したくない。彼の首に腕を絡め、唇を開いて彼を迎え入れる。

「豊さん、好き。大好きです」

「明日海、俺も好きだ。ずっとずっときみが好きだった。出会った頃も、離れている間も、一緒に暮らしだしてからも。きみでいっぱいだった」

　止められないと思った。止める気もない。

　互いの身体をきつく抱きしめ合い、髪も頬も瞼もキスを降らせ合う。

　彼の情熱的なキスと、熱い身体を受け止めながら、私は幸せな吐息をもらした。

　その晩、私は二年以上ぶりに彼に抱かれた。彼の恋人として、妻として、愛された夜だった。










８．すべてをこえて、あなたと




　望と可世さんが訪ねてきた翌日、私は未来を連れて実家を訪れていた。未来の父親について話すためだ。

　父は昼休みに会社から家に戻って話を聞いてくれた。

「そうか。豊さんがおまえと未来の面倒を見ると言ったとき、なんとなくそんな気はしたんだ」

　父は、感慨深そうに頷いた。膝の上では未来が遊んでいる。

「奥村フーズを子会社化するとはいえ、もっと条件のいい結婚相手はいたはずなのに、なぜ明日海を、と思っていた」

「言えなくてごめんなさい。あのときは私も豊さんの真意がわからなくて、望の件もあったから口にできなかったの」

「いいのよ。この前、豊さんが未来ちゃんを可愛がってる姿を見て、私もお父さんも感じるものがあってね。こうして話してくれて嬉しいわ」

　母が目頭の涙をぬぐった。私は頭を下げる。

「あらためて、豊さんと正式に結婚します。未来も私と豊さんの子として籍に入ります」

　本当は今日、豊さんも挨拶に来たがっていた。急だったので、後日あらためて挨拶に来る予定だ。

「望も帰ってきて、嬉しいこと続きだわね」

「少し話せた？」

　母は頷き、あふれた涙をハンカチで押さえる。

「何度も謝ってくれてね。可世さんのお腹に赤ちゃんがいるそうで、生まれたら抱っこしてほしいって言ってたわ」

「望は奥村フーズに戻るの？」

　父が厳しい表情で首を左右に振った。

「仕事を放棄していった望を、おいそれと奥村フーズには戻せない。奥村フーズは私の部下たちに任せる。望もそれでいいと言っていた」

　さすがに父は甘くなく、望もそこは理解しているだろう。

　望と可世さんがこれからどこに居住し、生活していくかはまだわからない。しかし、可世さんの赤ちゃんが生まれれば、両親には孫で、未来には従い兄と弟こができる。

　その幸福は大事にしていきたい。

「ふたりは今夜、中安議員と会うと言っていた。少し心配だな」

　父が眉をひそめて言う。私も頷いた。

　当時我が家に乗り込んできた中安議員夫妻が、冷静にふたりと話してくれるかわからないからだ。

「可世さんも身み重おもだし、認めざるを得ないでしょうよ」

　執とり成なすように言う母も心配そうだった。

　未来がよちよちと私のところへやってくるので抱き上げた。なにかあったら連絡するように、今のスマホの連絡先は伝え合っている。平和に話し合いが済めばいいのだけれど。

「ふたりの今後については、私と豊さんも相談に乗れるようにするつもり。お父さんとお母さんは心配いらないからね」

　私は敢あえて明るく言い切った。このまま何事もなく、挨拶が終わってほしいと願っているのは私も一緒だった。




　帰宅し、未来がお昼寝をしている間に夕食の仕込みをする。豊さんは今日、早く帰ると言っていた。三人で夕食を食べるのだ。

　家事の手を止め、チェストの一番上の引き出しにしまってある小箱を取り出した。中には昨晩もらった婚約指輪。見つめているだけで嬉しくて胸が温かくなる。

　そしてそれと同時に、昨夜の記憶が蘇ってくる。恥ずかしい。でも、幸せ。晴れて豊さんと結ばれることができたのだから。

　思えば、最初に抱き合ったときは、愛を伝えられなかった。その分、昨晩はたくさん互いの名前を呼び、愛をささやき合った。それがまた、幸せな記憶として身体と心に刻まれている。

　未来が起き、お散歩をし、お風呂に入れ、夕食の仕上げをしたところで豊さんが帰宅した。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　今朝だって顔を合わせたけれど、こうして会うと照れ臭くなってしまう。思わずお互い顔をそらしてしまった。

「豊さん、夕食はシチューですよ」

「ああ、嬉しいな」

「こ、今度、豊さんの好物を教えてくださいね」

　豊さんが未来を抱き上げ、私を見る。照れて頬が赤い。

「すごく、初歩的な質問だな」

「だって、こういった話をせずに来てしまったんですもん。ちなみに私の好きなメニューはパスタです。ひとりでご飯を食べるときは、すぐにパスタにしてしまいます」

　豊さんがふふっと笑う。

「そうか、じゃあ、パスタのリクエストを増やそうかな」

「違います。豊さんの好きな食べ物です」

「未来と明日海の好きなものが俺も好きだよ。だけど、リクエストするなら、今度はカレーが食べたいな。前、昼食に作ってくれたのが嬉しかった」

　豊さんは優しく微笑む。未来が豊さんの頬をぺたぺたと触る。またほくろを見つけて、指でぎゅうぎゅう押し込んでいる。豊さんが左目をすがめて困った顔で続けた。

「家のカレーは、母が亡くなって以来食べていなかったんだ。明日海が作ってくれたカレーは美味かったよ」

「……わかりました。腕によりをかけてカレーを作りますね」

　私が作ったカレーが豊さんの懐かしい記憶を思い出すたよりになるなら、こんなにいいことはないように思われた。

「でも、よかった。この前のときは食べても無表情だったし、口に合わないかなって思ったんですけれど」

「ものすごく嬉しかったに決まっているだろう。ただ、あまり喜んでいたら格好悪い。俺ばかりがきみを好きなのがバレてしまうし……」

　そう言って豊さんはふいとそっぽを向いてしまう。そんな子どもっぽい仕草、今までは見せてくれなかった。豊さんとまた距離が縮まったようで嬉しい。

「ふふ、じゃあ、お夕食にしましょうか」

　三人で楽しく夕食を食べた。少し前から、私たちはだいぶ家族らしくはなっていたけれど、もう名実ともに家族になるのだ。

「未来、美味しかったな。パパと遊ぼうか」

「あーい」

　未来は手をあげ、可愛いお返事をし、リビングをたったと走っていく。

　そのときだ。私のスマホが鳴った。

　着信だ。望から？

「望、どうしたの？」

『姉ちゃん、急にごめん』

　望の声が切羽詰まっているように聞こえ、私は豊さんに目配せした。なにかあったのだろうか。

『今、可世の親に会いに来ていたんだ。だけど、ろくに話も聞いてもらえなくて、俺だけ追い出されて』

「え？　可世さんは？」

『親が家にとじ込めてる。可世も俺も抵抗したんだけど、中安議員はボディガードみたいな連中をそろえていて、俺を可世から引き離して外へ追い出したんだ』

　絶望的な望の声音に私は青ざめていくのを感じた。まさか、そんな強硬手段に出るとは。

『インターホン越しに何度も呼んだんだけど、後日訴そ状じょうがいくって。娘を洗脳して連れ去ったことを訴えるって言うんだ。これ以上家の前で騒ぐなら、誘拐と強ごう姦かんで警察を呼ぶって』

「ひどい。全然筋が通らない……！」

　望は身重の可世さんと引き離され、ショック状態のようだ。望も可世さんも、私たちも中安議員を甘く見ていた。

　豊さんも話の大筋がわかったようだ。私からスマホを受け取り、望に言う。

「望くん、中安議員が今していることは監禁だ。きみと可世は内縁関係にあり、腹の子の父親はきみ。きみが可世に会えないのはおかしい。これから、俺もそちらへ向かう」

　豊さんは言い切り、私にスマホを返す。

「私も未来を連れて同行する。待っていて」

『ごめん、ありがとう姉ちゃん』




　都内の閑静な住宅街に中安議員の邸てい宅たくはある。近くの公園で待機していた望と合流した。ここに来るまでに、豊さんは中安議員宅に電話をしている。出ないので、豊さんのお父さんである笛吹社長からも連絡を入れてもらった。しかし、連絡がつかない。

　だいたいの事情は豊さんから社長に報告済だったのがよかった。社長のほうで、すぐに笛吹製粉の顧問弁護士に連絡を取ってくれるそうだ。

「ふたりとも、ありがとうございます。すみません」

　公園の暗い街灯の下、望は憔悴した表情だ。可世さんの安否が気にかかるのだろう。

「行こう。俺からも中安議員に話す」

　インターホンを押すが応答はない。家にいるのは間違いないのに、誰も出てこないのだ。

　何度かインターホンを押すとボディガードふうの男性がふたり出てきた。

「先生はお会いになりません。これ以上は警察を呼びます」

「呼んでいただいて結構です。可世さんを監禁しているのは中安先生ですから」

　豊さんはまったく動じることなく答える。

「笛吹が来たとお伝えください」

　ボディガードのふたりは顔を見合わせ、玄関に戻っていく。ややして、姿を見せたのは中安議員だ。後ろには妻の姿もある。

「これはこれは、豊さん、なんの御用ですか」

「先生、しらばっくれないでもらいたい。可世さんと望くんを引き離してどうするつもりですか」

　豊さんが厳しい表情で中安議員に相対する。

「家出していた娘が帰ってきたんです。今、家族で再会を喜んでいるんですよ。豊さんと可世の婚約は二年以上前に解消している。もう関係ないんだ。邪魔しないでいただきたい」

　狸たぬきという言葉がぴったりの中安議員は白々しく言う。豊さんの横で、望が叫んだ。

「可世を返してください！　可世と僕は将来を誓っています。可世のお腹の子は僕の子なんです！」

「もう一度言うが、奥村望くん、きみはうちの娘をたぶらかし、汚けがし、子どもまで孕はらませた。私たちはきみを訴えるつもりでいる」

　はっと鼻で笑った中安議員は、完全に望を侮あなどっている様子だ。

「安心したまえ。生まれてくる子に罪はない。男の子だって言うじゃないか。それなら、中安家の跡取りとして育てよう」

　本気で言っているのだろうか。それでは、望は可世さんとも生まれてくる我が子とも引き離されてしまう。

「中安先生、これは一方的です。俺は望くんと可世さんの仲を応援するつもりでいます」

　豊さんが言うと、中安議員は彼とその後ろにいる私をねめつけた。

「豊さん、ご結婚なさったと聞いていますよ。なんでも、そこの奥村望くんのお姉さんと」

　ぎくりとした。豊さんは自身の結婚を公にしている。しかし、この人が知っていて、それを今口にするのはどういう意味なのだろう。

「弟の不始末を姉が清算したというわけでもないでしょう。案外可世と婚約中から愛人として囲っていたんじゃないですか？　そうだとしたら、可世はずっと裏切られていたことになる」

「違います！」

　許せなくて思わず叫んでいた。下世話というより、完全に自分たちが優位に立つための妄想だ。

「この子は豊さんとの子ですが、私たちが交際したのは望と可世さんが駆け落ちしたあとです」

「お姉さん、あなたの口からなんと言っても信ぴょう性なんてないんですよ」

　せせら笑うように中安議員は言う。

「もしかして、豊さんが奥村くんに指示をしたのかな？　愛人にしているおまえの姉と結婚したいから、俺の婚約者を寝取れ、なんてね」

「いい加減にしてください！　姉のことも、豊さんのことも、可世のことも侮辱しないでください！」

　怒鳴り、今にも中安議員にとびかかりそうになっている望を豊さんが抑えた。

　目で「落ち着け」と制すると、中安議員に向き合う。

「あまりに荒こう唐とう無む稽けいで驚きました。中安先生ともあろう方が、これほどの妄もう言げんを口にされるとは。娘さんとの再会で動転しておられるのか」

　その言葉が、中安議員を煽るためのものなのは私にもわかり、まんまと煽られた中安議員は顔を赤くして豊さんを睨んだ。

「お互いこれ以上は実のある対話にはならないでしょう。明日、弁護士を同席させてお話し合いをしましょう」

「ふん、私に話すことはない」

「そうおっしゃるなら、望くんが内縁の妻が胎たい児じごと監禁されていると警察に届けをだすでしょう。選挙が終わったばかりの先生にはあまり嬉しいお話ではないと思いますが」

　怜悧なまなざしと口調で豊さんは相手を封じ込めた。これ以上の会話は無駄とばかりに背を向ける。私と望もそれに続いた。




「望くん、もう少し待っていてくれ。ヤツを明日には対話の席に着かせる」

　豊さんは望の宿泊先のホテルまで車を走らせながら言った。

「実の親だ。可世さんがひどい目にあうはずはない」

「はい、わかっています。冷静になれずにすみません。豊さんのおかげです」

　望は礼を言ったけれど、本音は今すぐにでも可世さんを迎えに行きたいだろう。

「望、不安だろうけれど、今夜はゆっくり休んで。体調を崩したら闘えなくなる」

「そうだね、姉ちゃん。大丈夫、可世のためにも、無茶はしない」

　ホテルで望を降ろし、私たちは帰路についた。

　未来はこの騒ぎの中、ほとんど眠っていた。最近夜の睡眠が安定してきたせいなのか、私と豊さんが傍にいたからなのか。未来だけは場の不穏な空気に飲まれることなく、マイペースで眠っていた。それだけはよかったと思う。

「明日海、中安議員に言われたことは気にするな」

　豊さんが運転しながら言った。

「ええ、気にしていません。愛人だなんて、やっと両想いになった私たちを馬鹿にしています」

「違いないな。……なにを吹っかけられても問題ない。そもそも未来を授かった時期にはすでに可世たちは駆け落ちしていた。そんなのはいくらでも証明できる。万が一、向こうが訴えるなどと言っても、筋が通らない訴えは通用しない」

　豊さんの言う通り。未来が不ふ貞ていの子ではないと証明するのはできる。

　しかし、あれほど聞く耳を持たず、自身を守るために頭を使う人だ。どんな難癖をつけてくるかわからない。

「明日海と未来は俺が守る。信じてくれ」

　私は頷き、答えた。

「信じています」




　翌日、豊さんは午後には時間を作り、弁護士を同席の上で話し合いの場を設けた。中安議員は多忙を理由に拒否し、弁護士に任せると言い張った。

　そこで、笛吹製粉の社内で話し合うと決まったそうだ。昼の時点でそういった連絡が豊さんから私に来ている。

「本来は豊さんがすることではないのに。申し訳ないよ」

　望が沈ちん鬱うつな表情で言う。連絡を待つために、望も我が家に来ていた。未来の遊び相手になってくれている。

「中安議員は、私たちを下に見ているから、豊さんでないと渡り合えないと思う。この件、豊さんは望を義理の弟だと思って当たってくれているの。感謝しないとね」

「姉ちゃんと豊さんがいつの間にか思い合って、俺たちより早く子どもまで授かっていたなんて。本当に驚いたよ」

　私は苦笑いして、望の前にお茶を置いた。

「私と豊さんも色々あったのよ。お互いの気持ちがわからなくて、素直になれなくて。あなたと可世さんのほうが、まっすぐに行動を起こしたって意味では素直だと思う」

「いや、俺たちは本当に迷惑をかけたよ」

　望はしょげた様子でうつむいた。

　あの頃、たとえ豊さんが可世さんとの婚約を破棄したとしても、望と可世さんの仲は反対されただろう。実の娘だって、駒こまのようにしか見ていない中安議員の様子を思い出すとぞっとする。

「あれ、望、スマホ鳴ってない？」

　望がポケットからスマホを取り出す。液晶を見て、驚いた声音で言う。

「可世だ！」

　すぐに着信に出ると、望の表情が変わった。

「はい……はい。ええ、わかりました」

　固い表情で頷き、電話を切る。

「どうしたの？」

「可世のお母さんからだった。今、病院だって。すぐに来てほしいって」

　病院。身重の可世さんの姿が浮かぶ。

「行こう。私も未来を連れて一緒に行くから」

　慌ただしく準備をし、私たちは家を出た。




　教えてもらった都内の大きな病院、あきらかに一般患者が入れないような個室に可世さんは入院していた。

「可世！」

　病室に入るなり、望はベッドの可世さんに駆け寄る。可世さんも腕を伸ばして望にしがみついた。

「望くん、ごめんね、ごめんね」

　涙する可世さんのお腹はまだ大きい。

　私も病室に入り、ここに私たちを呼び寄せた中安夫人に頭を下げた。彼女もまた頭を下げる。

「ここは私の親戚の病院、多少融ゆう通ずうが利きます。主人には可世は過労と切せっ迫ぱく早そう産ざんで入院したと伝えてあります」

　中安夫人は低く言った。政治家の妻である彼女は、良家の出身なのだろう。これほど大きな病院の親戚とは。

「望くん、お母さんが私たちの味方になってくれるって」

　可世さんが言い、望が中安夫人を見つめた。

「本当ですか？　ご主人は……」

「駆け落ちという方法を取ったあなたたちを完全に許したわけではありません。どれほど心配したか。でも、中安のようにあなたたちを引き離したいわけでもありません」

　中安夫人は私に向き直り頭を下げた。

「いつぞやはお宅に押しかけ、大変失礼をいたしました。娘に失踪されて、気が動転しておりました。申し訳ありません。そして、昨夜も主人があなたにひどいことを言いました。重ねてお詫びします」

「いえ、当時は仕方なかったと思います。昨夜も、気にしておりません」

　思いのほか真摯に謝罪され、慌ててしまった。

　中安夫人の様子に嘘臭さは見られない。実際、夫に嘘をついて、可世さんを自宅から連れ出しているのだ。

「中安は、強引なところのある人です。望さんと可世が会い続けられるよう手引きはしますが、私では夫を説得しきれないかもしれません。笛吹家の皆様にもなにをするかわかりません」

「ひとまずは、可世さんと望が会えるようにしていただけたのがありがたいです」

「娘と、やがて生まれてくる孫の幸せが、母親にとっては優先です。できることはしますので」

　そう言った中安夫人はひとりの母親の顔をしていた。

　中安夫人のおかげで、ふたりの精神面は安定するだろう。しかし、肝心の話し合いは平行線のままだったそうだ。

　その晩帰宅した豊さんが言うには、中安議員の弁護士は可世さんの体調不良を理由に、回復するまでこの件を保留にしてほしいと言ってきたそうだ。こちらの要求は、可世さんの監禁を解いてふたりの結婚を認めることだ。

　可世さんに危険が及ぶような状況ではないため、警察も積極的には介入できないだろう。

　なにより、警察沙汰になれば笛吹製粉も中安議員もイメージダウン。どちらも避けたいところだろう。

　私の報告により、望と可世さんが中安夫人の手引きで会える状況になったため、ひとまずは中安議員側のリアクションを待つ方向でこちらは納得した。




　一週間が経過した。

　望は可世さんとひっそり会い続けている。しかし中安議員から、今後についての話し合いは音沙汰がない。可世さんのところにも顔を出さないそうで、彼女も父親がどうするつもりかわからない様子。可世さんの話では中安夫人が説得を続けてくれているようだ。

　私と豊さんと未来の暮らしは、ひとまず通常通り。結婚に向けて、豊さんはあらためて実家に挨拶に来てくれた。

　私も未来とともに今度笛吹社長と会う予定になっている。

　ここまで豊さんは敢えて私と笛吹社長を会わせないできた。正式な仲になってから紹介したいという思いがあったようだ。

　望たちが悩んでいる中、申し訳ない気もするが、豊さんのためにも未来のためにも正式な夫婦の形になりたい。そう思っている。

　しかし、その日の昼下がり豊さんから連絡があった。思わぬ内容だった。

「週刊誌ですか？」

『ああ、明日発売の週刊誌に、俺の報道が出る。編集部からわざわざ連絡があったよ。ご苦労なことだ』

　豊さんの声は固い。

『笛吹製粉の御曹司の女性関係だそうだ。某政治家の娘と婚約中に愛人に子どもを産ませ、心を病んだ婚約者にハニートラップをしかけて他の男の子を妊娠するように仕向けた。そんな内容だそうだ』

「そんな、事じ実じつ無む根こんです！」

　私は憤って強い声調で言った。電話の向こうで豊さんが低く答える。

『俺の仕事ぶりは少々目立つようだからな。週刊誌としても、面白おかしく書けただろう』

　笛吹製粉の副社長である彼は、若い時分から積極的に事業拡大を手掛けてきた。秀ひいでた容姿も含めて、妬ねたまれる要素はある。しかし、彼のゴシップは笛吹製粉のダメージに直結するだろう。

「中安議員が書かせたんですね」

『だろうな。身内しか知らないような内容だ。しかも中安議員に都合よく脚色されている。大方今回のゴシップを理由に、俺と笛吹製粉を陥おとしいれたいのだろう』

　そうだ。不貞が本当だと思われ、消費者に不買運動をされるかもしれない。国内イベントなどは、協賛企業を降りてもらいたいと打診があるかもしれない。企業としては大きな痛手になる。

『明日海、申し訳ないがしばらくはマンションの周りにマスコミが来るかもしれない。買い物などでも外出は極力避けたほうがいいだろう』

「わかりました。配達や母を頼ります。……豊さんは大丈夫ですか？」

『ああ、俺は問題ない。今日もちゃんと家に帰るよ。未来が起きている間に帰れるようにする』

　そう言った豊さんの声は少し明るくなっていた。それが強がっているようで、逆に気になった。




　翌日に出た週刊誌の報道はやはり深刻な事態を招いた。

　報道が出るとまず笛吹製粉には取材の申し込みが殺到したらしい。

　笛吹製粉の名は不本意な形で、ＳＮＳのトレンドに入り、事情を知らない人たちが好き勝手に報道に対して騒ぎ出す。株価にもすぐに影響が出るのだから、恐ろしい社会だ。真実など誰も知らないくせに。

　そしてどこから嗅かぎつけてくるのか、マンションの周りにもマスコミと思おぼしき人たちがカメラや三脚を用意して張っているようになった。噂の愛人と隠し子を激写したいようだ。

　さらには我が家の様子を覗こうと近隣のマンションの高層階の部屋に上がり込み、カメラを向ける記者たちも現れた。

　我が家のベランダの写真がネットニュースに上がっていると藍が教えてくれ、私と未来はベランダに出られないばかりかカーテンすら閉ざさなければならなくなった。角度的に我が家の室内を撮影できるマンションは近隣にはない。ドローンでも飛ばさない限りは室内までは探られないとは思う。

　だけど、そこまでして私たちのプライベートを暴きたい人たちがいるという事実にぞっとした。

　私と未来は完全にこの部屋に引きこもった状態となった。母がたまに買い物をしてきてくれるし、藍も物資を送ってくれる。しかし、どちらも頻繁には頼めない。望にも近づくなと言ってある。可世さんの一番の関係者が望なのだ。

　藍には仕事も止めてもらった。作田くんの奥さんのゆなさんが出産を迎えたけれど、会いに行けそうもない。

「明日海、苦労をかけるな」

　この日もマスコミを避け、深夜に帰宅した豊さんだ。私は出迎えながら、首を振る。

「私は大丈夫です。望のために中安議員を敵に回してしまって申し訳ないです」

「あのような卑怯な男と縁が切れてよかったさ」

「あの会社の方は……」

　私の問いに豊さんは穏やかに微笑む。

「事実無根なのは、誰もがわかってくれる。父も『気にするな』と言ってくれている。残念ながら、来年の陸上競技会の協賛企業からははずれてほしいという打診があったがな」

　やはり影響が出ているのだ。ＳＮＳで騒がれるありもしない噂よりも、それを真に受けた人たちが笛吹製粉を拒否してくるという構造が怖い。

「大丈夫だ。これは週刊誌の影響というより、中安議員の根回しだ。あの男もこの大会にかかわっているからね。他ではこういった影響は出ていない」

「豊さんが今まで積み重ねてきた信頼のおかげですね」

　そう言ったものの、マスコミはまだ当分騒がしいだろう。そして、この先も事あるごとに豊さんへの社会的な風当たりが強くなるのではないかと思うと、胸がつぶれそうだった。

「明日海、そんな顔をしないでほしい」

　豊さんが私の頬を両手で触る。

「きみには笑っていてほしいんだ。俺の妻になったからには、誰よりも幸せにしたい。最初からつまずき気味で申し訳ないが、俺はすべての不安に対処をするつもりだ。そうして、きみと未来には笑っていてほしい」

　笑えるような心境じゃない。だけど私が不安で泣きそうな顔をしていたら、彼だって安らげない。彼を苦しめたくないから、私は笑顔を作った。

「はい。あなたを信じます」

「ありがとう。さあ、未来の寝顔を見ようかな。未来は一番被害を被っているな。外遊びがまったくできないんだから」

「今だけだと割り切って、絵本やお絵描きをしています。ジャングルジムでも遊んでいますよ」

　私たちは和室に入り、未来を見下ろした。最近は豊さんもこの部屋に布団を敷き、三人川の字で寝ている。

「未来、色々なことが片付いたら、今度こそ大きな公園に行こうな」

　未来に語りかける豊さんは父親の顔をしていた。頼りになる優しい顔だった。

　未来は天てん下か泰たい平へいの様子ですやすや寝息をたてていた。




『可世とまた会えなくなるかもしれない』

　望から電話があったのは翌日だった。

「どういうこと？」

　夕方、私は母から届けてもらった食材で夕食を作っている。未来は紙をちぎって遊んでいた。

『出産まではごまかしてここで入院させておくつもりだったらしいんだけど、中安議員が可世にも見張りをつけたほうがいいと言い出したんだ。先週の週刊誌の件で、俺がなにをするかわからないと思っているんだろう。本当に苛立たしいよ。あんなふうに姉ちゃんや豊さんまで巻き込んで』

「私たちはどうにかやっているわ。でも、望はどうするの？　可世さんと会えなくなったら」

　望が息を呑む気配がした。

『可世と可世のお母さんとも相談してる。姉ちゃん……』

　そこから先の望の言葉は途切れた。彼がなにを考えているか透けて見えるようだ。

「もしものときは、こっちは任せて。お父さんにもお母さんにも私が説明する」

『……ありがとう、姉ちゃん』

　あのとき、説明もなしに消えてしまった弟を恨んだ。だけど、結果として今があるなら、私は次に進むべきなのだ。家族を守り、家族のために行動したい。

　望と電話を切ると藍からメッセージが届いていた。

【テレビ、つけて！】

　それだけのメッセージは一分前のもの。なんだろうとテレビをつける。夕方のニュースの時間帯だが、週刊誌の一件からテレビもＳＮＳもほぼ見ていない。

　リモコンでテレビをつけると、驚いた。

　ＬＩＶＥと表示され、そこには豊さんが映っている。

　笛吹製粉のエントランスから外へ出たところだ。

「え……豊さん？」

「ぱぱぁ」

　未来がテレビを指さして無邪気に言う。

「それでは、大物議員の令嬢と噂される婚約者とは」

　記者が尋ね、豊さんが答える。

「彼女には他に想う男性がいましたので婚約は解消しました。二年以上前のことです」

　豊さんは無表情で平然と答える。おそらく、会社前で張り込んでいたレポーターにつかまったのだろう。

「愛人と噂される女性についてですが、いつから交際をされているのですか？」

「愛人ではありません。婚約者と破局後、傷心の私に寄り添い、慰めてくれたのが今の妻です。娘はそのときに授かりました」

「では、なぜその奥様とはいまだ内縁関係でいらっしゃるのでしょう」

　無遠慮なレポーターの質問に、豊さんは沈痛な面持ちになる。

「誤解から彼女を傷つけ、しばらく離れていた時期がありました。謝罪し、許してもらえたので、やっと同居ができています。娘にもパパと呼んでもらえるようになりました」

　そう言って、はにかんだようにわずかに口角をあげる。それは怜悧な美貌が、一瞬にして親しみやすく感じるような微笑だった。

　そんな顔を全国ネットでさらさないで、などと場違いなショックを受けている場合じゃない。

　豊さんがこんなふうに笑うなんて、おかしい。直感的にそう思った。

　テレビの中で豊さんはなおも続ける。

「嬉しくて社内では結婚したと言って回りましたが、妻には落ち着きなさいと叱られてしまいました。実際婚姻届の提出はこれからです。時間はかかりましたが、ようやく三人で家族になれたところなんです。ですので、今回の報道は、私たちを傷つけるひどい嘘でした」

　豊さんは言葉を切って、まっすぐカメラを見つめた。

「面白おかしく書かれただけの事実無根の記事です。鵜う呑のみにした多くの方が、私や妻子の生活を脅かすような行動を取りました。私は笛吹製粉の役員ですから、企業の公的な顔として説明するのは吝やぶさかではありません。しかし、妻と子のプライバシーを侵害するような報道や情報の拡散については許しません。今後は法的な手段を取ります」

　豊さんの表情は真剣で、迫力があった。

　これはおそらく、偶然の取材ではない。豊さん主導の会見だ。

　報道の過熱を待って、信頼できる筋を頼り、独占取材の格好でプライバシー侵害の被害を訴える。

　笑顔も話した内容も、計算されたものに違いない。

「記事を掲載した週刊誌には弁護士を通し、厳重に抗議し、記事の訂正を求めています。今後、私に取材を申し込むのはご自由ですが、これ以上の事実はありません」

　そう言って豊さんは会釈をし、笛吹製粉のエントランスに入っていった。

　私たちを守るために矢面に立ってくれた豊さん。私は立ち上がった。胸が震えるような感覚があった。

「未来、ママとお出かけしよう」

　未来はお出かけという言葉がなんとなくわかったようだ。

「いーよー」

　元気な返事をし、手近にあるぬいぐるみを手にした。ゆるふわ系のプレシオサウルスのぬいぐるみは豊さんからのプレゼント。未来はお出かけのお供にするつもりらしい。

　ポンチョを羽織らせ、抱っこ紐で抱き上げる。私も薄手のコートを羽織って家を出た。マンションの前に報道関係者の姿はない。先ほどの豊さんのインタビューの効果がもう出ているのだろうか。

　私が向かった先は中安議員の邸宅だ。

　まだ帰宅していないかと思ったけれど、自宅前でちょうど車を降りた議員と鉢合わせした。秘書を後ろに控えさせ、彼は驚いた顔で私と未来を見た。

「これはこれは、笛吹夫人。なんの御用ですか？」

　馬鹿にしたように言い、私に背を向けて門をくぐろうとする。私はその背に向かって怒鳴った。

「記事を書かせたのはあなたですね」

「記事とはなんですか？　あなたの夫の下世話な女性関係に、うちの娘が泣かされたという件ですか？」

「事実を作り変えないでください。あなたのしていることは、自分のプライドと正当性を守るために、家族も他人も傷つける暴力です」

　中安議員はふっと馬鹿にしたように笑った。

「笛吹副社長は、あの週刊誌の記事の訂正を求めているそうですな。まあ、私が許さないので、記事は訂正されませんよ。裁判で争うならどうぞ。私には関係ない」

　端から自分とは関係ないところで笛吹製粉と豊さんを傷つけようとしてやったのだ。なんてゆがんだ思考だろう。

「可世さんのお腹にはあなたの孫がいるんですよ。こんなことをして恥ずかしいとは思わないんですか？」

「だから、可世の産む子は中安家でもらい受けると言っているでしょう。それで、お宅の出来損ないの息子を訴えないでおいてやろうと思っている。感謝してもらいたいくらいだ」

　すると、そこに車のエンジン音。見れば、やってきたのは豊さんの愛車だ。

　降り立った豊さんが私と中安議員を交互に見やる。

「明日海、なぜここへ」

「ごめんなさい。豊さんの会見を見たら、いても立ってもいられなくなって」

　中安議員が大おお仰ぎょうにため息をついた。

「まったく身分をわきまえない連中が群がってきて鬱うっ陶とうしいことこの上ないな」

「その庶民にたかろうとしていたのは中安先生でしょう」

　豊さんはにっこり笑う。普段表情に乏しい彼の笑顔は、獲物を前にした肉食獣の笑顔を見せた。敢えて見せる笑顔は挑戦の印だ。

「あなたは最初から、資金的な後ろ盾と企業間のコネクションを目当てに、私と可世の縁組を狙っていた。可世の失踪以降は、笛吹製粉の代わりになりそうな企業とかたっぱしから縁故作りに必死じゃないですか」

「下品な物言いをせんでくれ。友好的な関係を築いているだけだ」

「なお、あなたが姪めいを嫁がせた『大だい円えん製せい紙し』や『立たて松まつ建けん設せつ』のトップは、父とも私とも懇意です。今後、今回の件の注ちゅう意い喚かん起きを含めて会合を主催する予定です」

　豊さんは厳しい目で中安議員を睨む。

「明日海と未来を巻き込んだあなたを許せそうもない。当選しなければ政治家はただの無職という現実を、実感するでしょう」

「馬鹿らしい！」

　いまだ強気にこちらを睨みつけ、中安議員が吐き捨てるように言ったときだ。

　玄関のドアが開いた。中から出てきたのは中安夫人だ。青白い顔をしている。

「あなた」

「なんだ。おまえは下がっていろ！」

「可世がいなくなりました」

　その言葉に、中安議員が目をむく。

「あ、あの男か？　捜せ！　すぐに捜させろ！」

　控えていた秘書に怒鳴るが、夫人が横から制す。

「昨日、可世から預かった荷物に手紙が紛れていました。父に監禁されているから自分の意思で家を出る。安心できるところで子どもを産む。これ以上不安にさせるなら、父親であっても許さない、と。信頼できる友人にも同じ内容の手紙を預けているそうです。……あなた、もうやめましょう。可世は本気です」

「可世は中安家の人間だぞ……！」

「ええ、私たちの娘です。でも、あなたの都合のいい駒ではないんです」

　その言葉に、中安議員の顔から怒りも焦りも消えた。虚脱状態でよろめく議員を秘書が支えるのが見えた。

　やはり、望は進むべき道を行くのだ。可世さんと生まれてくる命と一緒に。

「話はこれまでのようですね。失礼します」

　豊さんが私の腰を抱き、車に誘導する。未来をチャイルドシートに乗せ、その場を離れた。

「豊さん、勝手にごめんなさい」

「いいや、母親になると強くなるんだったな。思い出したよ」

　豊さんは笑っていた。まるでここ数日の出来事なんてなかったかのように。

「テレビ、格好よかったですよ。役者ですね」

「バレていたか」

「あんなふうに愛想のいい豊さん、あり得ないですから」

　私はつんと顎をそらせ、微笑んだ。妻を甘く見ないでほしいものだ。

「望と可世さん、今頃どこでしょうね」

「心配しなくていい。落ち着いたら連絡をするように言ってある」

　どうも、この件にも豊さんは一枚噛んでいるようだ。

「さあ、帰ろう」

　都会の灯りの中、車は走る。私たちの家に向かって。

　未来はぬいぐるみを抱いて眠っていた。










９．私たちのハッピーエンド




　望と可世さんが再び私たちの前から去って、ひと月が経った。

　季節は十一月、都内では紅葉が始まる頃だ。

　あのあと、週刊誌には訂正記事が載り、一応のところ豊さんの名誉は回復した。

　訂正記事には、情報提供者の一方的な情報を確認せずに掲載したという内容があったため、情報提供者について憶測を呼び、中安議員の関与も疑われたようだ。豊さんの当時の婚約者が中安可世さんであると知っている人間は、何人もいる。

　しかし確証があるわけでもない噂はひと月もしないうちに消えてしまった。

　むしろ、一時的ではあるが、テレビで見せた豊さんの笑顔や話しぶりが世間では騒がれた。大企業の次期社長で愛妻家、さらにはイケメン。疑惑に対し、毅き然ぜんとした態度を見せたところも評価が高かったようだ。

　対照的に、中安議員は現在、だいぶ気落ちしているそうだ。中安夫人からの情報である。あんな人でも、娘の二度目の失踪と絶縁状にも近い手紙にはショックだったようだ。

　さらに、資金面やコネクションを頼みにしていた企業には、笛吹製粉の根回しが行き届いている。本人の気力の問題もあり、今後の政治活動は難しい局面に立たされそうだ。

「もしもし、望。そっちはどう？」

　この日、私はようやく望に電話できた。

『もうかなり寒いよ。仙台も寒かったけど、北ほっ海かい道どうはレベルが違うね』

　電話の向こうの望は明るい声音だ。

「可世さんはどう？」

『順調だよ。十二月に入ったら、もういつ生まれてもおかしくないってさ』

　あの日、望と可世さんは中安夫人と豊さんの手配で、再び東京を離れた。中安夫人が身重の可世さんのために、縁者のいる北海道の病院を手配したそうだ。私の知らないところで豊さんも動いていて、現地までの飛行機やホテルの手配、住居なども世話をしたそうだ。

　現在ふたりは北海道のある街で、赤ちゃんを迎えようとしている。

『父さんと母さんは元気？　挨拶もできなかったから』

「そこは心配しないで。赤ちゃんが生まれて、様子を見て会いに行きたいってふたりとも言ってるよ」

『姉ちゃんと豊さんもやっと正式に結婚できるんだろ。お祝いのひとつもできなくてごめん』

　私と豊さんは来週婚姻届を提出する予定になっている。本当はもう少し早い予定だったんだけれど、先日の週刊誌などのごたごたで笛吹社長への挨拶がずれ込んでしまったのだ。

「いつかみんなが気がねなく会える日がきたら、そのときにお祝いしよう。望たちの結婚や赤ちゃんの誕生、私たちの結婚なんかをね」

『その頃には、未来に弟か妹ができてそうだな』

　望の言葉に、私は足元で遊んでいる未来を見つめた。未来に弟妹、それももうあり得ることなのだ。




　週末、私は豊さんとともに笛吹社長のもとへ挨拶に赴いた。社長は現在、都内の邸宅でひとり暮らしだ。住み込みのハウスキーパーが家事を切り盛りしてくれているので、ひとりでも問題ないと聞いている。

「明日海さん、こうしてお会いするのは久しぶりだね」

　笛吹社長は笛吹家の居間で迎えてくれた。

「ご無沙汰しております。ご挨拶が遅れまして申し訳ありません」

「いやいや、不器用な豊の責任だよ。どれ、未来ちゃんを抱っこしてもいいかい」

　笛吹社長が手を伸ばすと、未来は最初びっくりして豊さんにしがみついた。しかし、豊さんと社長の雰囲気や声が似ているとわかったのだろうか。社長の腕に移されても、泣かずにじっと顔を見つめている。

「親馬鹿かもしれないけれど、豊に似ているなあ」

　嬉しそうに顔をほころばせた社長に、私も嬉しくなった。

「父さん、孫に会わせるのが遅くなってすみません。あらためて、明日海と未来と家族として頑張っていこうと思います」

「ああ、私は応援しているよ。ここまでふたりとも色々あっただろう。でも、一緒に生きていこうと決めたんだから、言うことなんかないさ」

　社長に認めてもらえ、心からホッとした。未来も私も家族として受け入れられたように感じる。

「未来ちゃんは一歳半か。なにが好きかな。そのうちおじいちゃんともお出かけしようねえ」

「ねー」

　未来がわかっているのかわかっていないのか相あい槌づちを打つのが可愛らしくて、大人三人は笑ってしまった。

　大人がお茶をしながら話している間、未来は広い邸宅の居間をとてとて歩き回って散策していた。ハウスキーパーの高齢の女性があとをついて見ていてくれる。

　しかし、そう長く持たず飽きて騒ぎ出してしまった。豊さんが未来を抱っこ紐で抱き上げた。

「疲れて眠くなったかな。家の周りをぐるっと回ってくるよ」

「豊さん、ありがとう」

　豊さんと未来が出発すると、笛吹社長が口を開いた。

「明日海さん、あらためて豊と結婚してくれてありがとう。孫の顔も見せてもらえて、感謝しているよ」

「いえ……、豊さんとは長くすれ違ってしまい、未来も私が断りもなく産んだので。結果、この前のような誤解を生む記事を出されてしまいました」

「あの記事については気にしなくていい。人と人がまじわるときには、誤解やすれ違いがつきものだよ。それでも豊と再会し、家庭を築いてくれたのが嬉しいんだ」

　笛吹社長は詳しい事情も豊さんから聞いているはずだ。それでも、穏やかに笑っている。

「豊の母親の話はあまり聞いていないかな。あの子が中学のときに、母親が病気になってね。豊は中学から大学生まで、勉強の傍ら母親の介護をしてくれた。私が多忙な分、かなり頑張ってくれた。ハウスキーパーやホームヘルパーには頼れたとはいえ、豊はヤングケアラーと言ってもいい状態でね」

　私の知らない豊さんの話だ。私は静かに社長の顔を見つめる。

「母親が死んだら、気が抜けたみたいになってしまった。学業もおろそかにしていなかったし、笛吹製粉に入ってからも真剣に取り組んでいたけれど、人間関係に対して淡泊というかね。深くかかわらず、一線引くようなところが目立っていた。そんな豊がきみに興味を持ったのは、私も記憶しているよ」

「豊さんが？」

「ああ、きみが奥村社長のお供でパーティーに参加したときかな。パーティーの途中で、私に聞いてきたんだ。『奥村フーズの社長の娘さんは大学生かな。若くて驚いた』って。私が『気になるタイプか？』って聞いたら、困った顔をして話をやめてしまった」

　豊さんのそういうところは想像がつく。

　でも、あの瞬間、豊さんは本当に最低限の会話しかしなかったはずだ。そんなふうに私を気にしていてくれたなんて驚いた。

「きみが笛吹製粉に入ってからもね。仕事ができるから庶務を手伝ってもらったなんて、ぼそぼそと報告する豊は初うい々ういしかったな。豊の気持ちが本気の恋心だと気づいてやれたら、可世さんとの婚約も進めなかったのに。親として後悔しているんだ」

「私と豊さんはずいぶん遠回りをしてしまいましたが、今は幸せです。だから、この順序でよかったように思います」

　私はゆっくりと噛み締めるように言った。

「気持ちを隠して離れ、未来を挟んで未来を誓えるようになった。今が一番です」

「そうか。それなら、私も嬉しいよ」

　廊下を進む足音がし、豊さんが居間に現れた。抱っこ紐の中の未来はだらっと脱力して眠っている。

「すぐに寝てしまった。やっぱりはしゃぎ疲れたんだ」

　そう言って、未来の口元のよだれをガーゼのハンカチでぬぐう豊さん。そんな彼を見る社長の目がとても優しかった。

　帰宅する頃には未来はすっかり目覚めた。

　豊さんが未来と遊んでくれているうちに夕食の準備を進める。未来も食べられるものが増えたし、寒くなってきたので今夜はお鍋にしよう。柔らかめの鶏とり団子は、未来も喜んで食べてくれるだろう。用意しておいた材料を並べていく。

「明日海」

　豊さんが未来を抱いてキッチンにやってきた。

「なんですか？　お夕飯はもう少し待ってくださいね」

「今日は父に会ってくれてありがとう。それと、あらためて思ったことがある」

　私は豊さんの顔を見つめる。

「結婚式をしないか？」

「結婚式……？」

　私は驚いておうむ返しをしてしまった。私と豊さんの式という意味だろう。

「お互いの親にも、俺たちにも、未来にも、いい記念になると思う。望くんたちを呼べないのは申し訳ないが」

「望たちは可世さんの出産もあるので仕方ないです。でも……いいんですか？」

「家族のけじめとして、俺は結婚式をしたいと思う」

　結婚式に夢があったわけではない。

　だけど、豊さんが私のため、家族のため、一区切りの儀式として考えてくれているのがわかる。それに、結婚式を挙げれば、きっと親孝行にもなるだろう。

「はい。結婚式、したいです」

「よかった。急だが、来月なんてどうかな」

「本当に急！」

「未来、お姫様みたいなドレスを着ような」

　豊さんの言葉に、未来が「あーい」と手をあげて返事をした。本当に、どこまでわかっているのかしら。

「なんだか、すごくわくわくしてきました」

「明日海のウエディングドレス姿が、一番楽しみだ」

　豊さんは甘い笑顔で言うので、嬉しさと恥ずかしさで、私は照れ笑いをするのだった。




　十二月中旬、冷えるけれどくっきり晴れたこの日、私と豊さんは結婚式を挙げた。

　軽かる井い沢ざわの小さなチャペル。

　参列者は私の両親と藍、笛吹社長だけだ。作田くん夫妻から祝電が来ているし、中安夫人からはそっとお祝いのお手紙をもらっている。

「未来ちゃん可愛い！」

　身内だけなので、中庭で式前からドレスで歓談できるのだけれど、みんなが未来にくぎづけだ。

　未来は白のレースをふんだんに使ったふわふわのドレスを着ている。ふたつに結ぶのが精一杯のぽわぽわと薄い髪の毛には白のリボンをたくさんつけてもらった。

　なお、このリボンを未来ははずしたくてしょうがないのだけれど、式場のメイクさんや私が「似合うよ」「リボンしてたほうが可愛いな」と必死におだててつけてもらっている状態なので、式の途中にむしり取ってしまう可能性は大。

　みんなにちやほやとされて、現在の未来は上機嫌だ。この機嫌が式の最後まで持ってくれればいいのだけれど。

「明日海」

　牧師さんや司会の男性と打ち合わせを済ませてきた豊さんがそこに合流する。

「豊さん、やっぱりタキシードが似合いますね。すごく素敵です」

　私は黒のタキシード姿の豊さんを惚ほれ惚ぼれと見つめた。背が高く、顔立ちがはっきりしているのでなにを着ても格好いいのだけれど、こうした正装は本当に様になる。

「未来も可愛いでしょう。今日はたくさん、写真を撮りましょうね。未来の機嫌がいいうちに何枚か撮っておきたいな」

「明日海」

　豊さんが私の前に回り込んで、じっと見つめてくる。

「綺麗だ。いつも綺麗だけれど、今日のきみは格別に美しい」

　私はＡラインのドレスにショートベールというスタイルだ。未来もいるのでゴテゴテしたデザインはやめたのだけれど、自分でも気に入っているウエディングドレスを選べたと思っている。

　でも面と向かって褒められると、やっぱり恥ずかしい。なにげない顔をしているつもりでも、頬がかーっと熱くなる。

「豊さん、みんないるので」

「すまない。だけど、未来もきみも主役だから。きみだって輝いていると言いたくて」

　語尾がどんどん小さくなっていく豊さん。こんなところを可愛いと思ってしまう。一緒にいればいるほど、彼のあらゆる瞬間を目にして、そのたびに好きになっていく。

　それは恋の確認作業で、長く離れていた私と彼にはとても幸せな瞬間だ。

「豊さん、私たち幸せになりましょうね」

「ああ、必ず」

　豊さんが精せい悍かんに微笑んだ。




　ささやかだけど、いいお式だった。

　入場からずっと未来も一緒に参加し、誓いのキスは私と豊さんが未来の頬にキスをした。

　未来は注目されている状態に興奮し、不機嫌にもならず、ずっときゃあきゃあ笑い声をあげていた。

　式のあと、写真撮影ではフラワーシャワーを散々撒まいて笑顔だった。

　藍は仕事の関係で、式だけで帰宅する。藍にはウエディングブーケを進呈した。

「明日海、おめでとうね。花嫁姿を見られて嬉しかったよ」

「藍、本当にありがとう。ずっとお世話になりっぱなしなのに、私恩返しできてないよ」

　藍がいたから、遠い街でひとりで出産できた。子育てと仕事ができた。

　豊さんも藍に挨拶をする。

「藍さん、長く明日海と未来を支えてくれてありがとう」

「いえいえ、友達ですから」

　藍は豊さんににっこり笑い、私に向き直る。

「恩返しとか言ってる場合じゃない。まだまだ友情は続くわよ。新しい企画があるの。戻ってきたら、打ち合わせするから覚悟してね」

「元気だなあ。藍は」

　藍は未来をぎゅっと抱きしめ、私もぎゅっと抱きしめ、去っていった。

　その後は、家族だけの披ひ露ろう宴えんとなった。食事会の最中、母のスマホに連絡がある。

「あら！　望からだわ」

　母が添付された画像を見せてくれた。お腹の大きな可世さんとボストンバッグを持っている望。望がインカメラで自撮りしたものだ。

「【陣痛が始まったので、これから病院です】だそうよ」

「おめでたいことが続きますね」

　笛吹社長が嬉しそうに言ってくれ、父が早くもハンカチで涙をぬぐっていた。

　和やかな家族の会には、嬉しいニュースもとび込んできて、いっそう幸せな場となった。

　披露宴後、笛吹社長は東京からお迎えに来ていた秘書の車で帰っていった。両親は私たちが宿泊するチャペルの隣のホテルに宿を取っている。

　私と豊さんも未来を連れて部屋に引き上げた。

　挙式も披露宴も頑張って起きていた未来は、今や正体不明で眠っている。食事の前にドレスを脱がせておいてよかった。

「下手すると朝まで起きないかもな」

「汗かいてるのでシャワーは浴びさせたいですけど、睡眠優先ですね」

　最近夜泣きも減り、夜はほとんど起きない日もある未来。今日はかなり興奮してはしゃいでいた分、疲労で朝までぐっすりコースかもしれない。

「あ、でも、興奮しすぎた日は夢をたくさん見るみたいで、起きちゃうかもです」

「そのときは、俺が夜の散歩に連れていくよ。きっと星が綺麗だ」

　豊さんが未来をベッドに寝かせる。私の手を引いて、ベランダに出た。

　森と湖を臨む美しい高原には夕暮れが訪れていた。

　蜜み柑かん色いろに沈んでいく景色。赤く焼ける空。反対側には夜の青。

「その散歩、私も一緒に行きたいです」

「ああ、星座は詳しくないけれど、きみと未来と星を数えたら、きっと楽しい」

「ね、きっとそう」

　ふと、豊さんの顔が間近にあると気づいた。

　憂いを帯びた美しいダークブラウンの瞳。

　未来を授かった晩には、この瞳の奥の心に触れられなかった。彼もまた、私の真実には到達しなかった。

　今は違う。私と豊さんは、一番近くでお互いのすべてを知ることができた。

　これから先もずっと、心を捧ささげ合い、愛を積み重ねて生きていく。

「誓いのキス、もう一度いいかい？」

　甘えるような伺う声に、私は頷き目を閉じた。

「はい、豊さん」

　夕暮れのベランダで、私たちは唇を重ねた。この先、なにがあっても離れないという神聖な誓いだった。










エピローグ




　結婚し、年が明けた。二月の中旬、私と豊さんは未来を連れて羽はね田だ空港に来ている。

「未来のダウン、やっぱり薄かったんじゃないか？　北海道は寒さのレベルが違うというし」

　搭乗口に向かいながら、豊さんは今頃そんなことを言う。空港内が暑く、未来が嫌がって脱いだダウンを豊さんが預かっているのだけれど、ダウンの薄さに不安を覚えたようだ。

「あまりもこもこのダウンだと動きづらいんですよ。豊さんが着ているような海外製のグースダウンは、暑がりの幼児には苦しいだけです。インナーで調整しますから、大丈夫」

「すまない。つい、口を挟んでしまった。心配性かな、俺は」

「心配性ですねぇ」

　私がくすくす笑うと、豊さんはばつが悪そうに咳払いをした。

　今日、私たちは初の遠出をする。

　北海道に住む望と可世さんと生まれた赤ちゃんに会いに行くのだ。表向きはあくまで家族旅行。新婚旅行のなかった私たちにはちょうどいい理由だ。

「旭あさひ川かわの空港からレンタカーでホテルへ。今夜には望たちが来てくれる予定です」

「楽しみだな。首の据すわっていない赤ん坊は見たことがない」

　未来が生まれたばかりの瞬間を彼は知らない。それは本当に申し訳ないと思う。

「ふにゃふにゃですけど、怖がらずに抱っこしてくださいね。甥おいっ子なんですから」

「努力する。俺からすれば、未来も柔らかくて壊してしまいそうなんだ」

「未来よりもっと小さくて柔らかいですよ。……将来の練習ですから、頑張ってくださいね」

　その言葉の意味が豊さんにはちゃんと伝わっているようだ。私を見て、少しだけ目を見開く。それから嬉しそうに目を細めた。目じりが赤い。

「ああ、そうだな。練習しておかなければ」

　いつか、私たちのもとに未来の弟か妹がやってきてくれたらいい。家族が増え、賑やかになって、幸せがもっともっとあふれてくれたらいい。

「まあま、ぱあぱ。あー！」

　未来が窓の向こうの飛行機を指さして大きな声をあげる。

「未来、これからあれに乗るよー」

「よー？」

「お空を飛ぶんだ。わくわくするなあ」

「しゅるねー」

　未来は相変わらずわかっているのかわかっていないのかわからない返事をする。絶妙に会話になっているのだから面白い。彼女なりのコミュニケーションが可愛らしくて、私も豊さんもいつも笑ってしまう。

　豊さんがあいた手を私の手に絡める。繋いだ手を離すことなく私たちは前を見た。

　紡いでいこう、家族の時間を、幸せの記憶を。

　これから時間をかけて。










番外編　笛吹豊の恋の記録




　今日、結婚式を挙げた。

　愛する妻と愛まな娘むすめと三人、家族に囲まれた式だった。

　明日海と未来は、今ベッドでぐっすり寝ている。妙に目が冴さえて、俺はひとり冬の夜のベランダに出ていた。感慨深い気持ちだった。

　やっとたどり着いた幸せの通過点。

　明日海と再会したとき、こんな日を迎えられるなんて思いもしなかった。

　今から二年以上前、俺は恋した明日海を手に入れておきながら、見失った。彼女とその娘を見つけ、紆う余よ曲きょく折せつを経て今日を迎えられた。

　平坦な道ではなかったけれど、三人で愛を誓えた喜びは、生涯忘れられないと思う。
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　俺の青春時代は、あまり色鮮やかなものではなかった。

　母の病がわかったのは、俺が中学二年のとき。

　悪い部分を切除すれば予後は良好と聞いて始まった闘病だったが、術後も母の調子は一いっ進しん一いっ退たい。俺が高校にあがった年に再発が告知された。

『大丈夫、大丈夫』

　母は気丈な人だった。本人が一番不安だろうに、平気そうな顔をして、俺の前ではいつも笑顔だった。父の仕事関係のパーティーや会食も可能な限り参加していたし、闘病中であることは周囲には悟らせなかった。

　しかし再発後、徐々に衰えていく体力や、快かい癒ゆの目め途どの立たない治療につらそうな表情を見せるようになった。

　俺にできることはなにかと考えた。家の仕事はハウスキーパーと協力してこなし、父の会社のパーティーなどは息子として参加した。母の代わりを務めたかった。

『豊、ごめんなさいね。あなたにどれほど負担をかけているか』

　母が悲しそうに言うのが苦しかった。あれほど笑顔だった母は、俺が頑張れば頑張るほどつらそうな顔になる。どうすれば俺は母の心を楽にしてやれるんだろう。

『俺は別に。気にしないで』

　気の利かない俺は、その程度しか母に声をかけてやれなかった。母はきっと充分わかってくれてはいただろうが、いまだにあの頃もっと母に優しい言葉をかければよかったと思う。

　大学に進学すると、母の病状は悪くなった。入退院を繰り返すようになり、退院していても夜に主治医のもとに駆け込むこともあったし、複合的な症状で夜間外来に連れていかなければならないこともあった。俺は車の免許を早々に取り、大学に行っている時間以外はほとんど家で待機した。母の病状に対応するためだ。

　やがて母は退院できなくなった。病状の進行は止められず、俺と父に看み取とられ亡くなった。俺は大学二年だった。

　俺の青春時代はほとんど母の病とともにあった。

　母を恨んでいるわけじゃない。ただ、母を看るのは日常で、母の病状に不安を覚えるのも常だった。

　だから母を失い、俺はなにをしたらいいのかわからなくなってしまった。

　学生らしい遊びはひと通り試してみた。興味はあったが時間がなくて手をつけていなかったものにも、チャレンジしてみた。

　母の横でいつもしていた勉強と読書は一度やめ、アクティブな趣味を体験してみた。

　しかし、それらはどれも楽しかったが、夢中になれるものではなかった。

　結局俺は、笛吹製粉の御曹司として会社経営を学ぶ道を選んだ。

　この埋まらない虚しさを埋めるものはないのかもれしない。それならせめて、残された父にとって孝行になることをしよう。




　奥村明日海と初めて出会ったのは、俺が入社三年目、二十五歳のときだった。

　十九歳のあどけない少女はパーティー会場で目立った。社会勉強にと奥村社長が連れてきたのだ。

　女性との交際は、大学時代の〝経験〟として試してみた。しかし俺は最初から本気になる余地のない相手ばかりを選んでいた。

　どうせいつか、父が俺に婚約者をあてがうだろう。笛吹製粉の役に立つ家柄の女性を。それなら、別の女性と恋愛するのは時間の無駄で、相手にも失礼に当たる。

　そう考えながら、俺は本音の部分で恋愛が怖かったのだと思う。

　母を失った父を思い出すからだ。母の葬儀前後の父は可哀想なほど憔悴していた。会社のトップとして、立派に妻を送り出したように見えたが、母の棺ひつぎの前で動けなくなっていた父の姿は忘れられない。

　たったひとりを失えば、これほど苦しまなければならない。それなら恋愛なんてしなくていい。

　恋をしなくても生殖はでき、跡継ぎは残せるのだから。

　……だから、奥村明日海を前にして俺は自分の感情に戸惑った。父親の隣で挨拶する姿は堂々としていたし、にこやかで気づかわしげな笑顔は、周囲への気配りからだろう。あの若さで立派なものだと思った。そして、その整った容姿も目を引いた。

　こちらから挨拶をしておいて、愛らしい表情で見つめられたら動揺してしまった。

「堅苦しくつまらないでしょう。疲れたら控室へどうぞ。紅茶でも運ばせます」

　そんな言葉しかかけられず、笑顔も見せられない俺のほうがつまらない。本当にどうして気の利いた言葉が言えないのだろう。

　その場から離れたものの、何度も彼女の姿を目で追ってしまった。

「奥村フーズの社長の娘さんは大学生かな。若くて驚いた」

　思わず父にそう言ってしまったのも、彼女の情報が知りたかったからだ。

「ああ、明日海さんか。大学一年生じゃなかったかな」

　父は答えて、無邪気に「気になるタイプか？」なんて言ってきた。

　俺は途端に狼狽して、言葉に詰まったのを覚えている。

　好みだなんて軽率に言いたくなかった。彼女の見た目だけで気になっているなんて軽薄すぎる。俺は誰とも恋愛をする気はないというのに。

　奥村明日海はその後も何度か奥村社長のお供でそういった会に参加していた。

　しかし、本格的な接点が生まれたのは、彼女が笛吹製粉に入社してからだ。父親の営む奥村フーズではなく、より大きな世界で勉強をしたいと入社してきた彼女は、総務部勤務となった。社内の流れを把握できるから、いずれ奥村フーズに籍を移してもこの経験は活かせるだろう。

　上長たちに聞けば、今どきの若者にしては珍しく、愚ぐ直ちょくなくらいの頑張り屋だそうだ。

　ちょうどその頃、俺には婚約の話が舞い込んでいた。相手は衆議院議員の中安氏の娘。

　笛吹製粉にとっていい縁組であるのもそうだが、父は俺を心配し、早く所帯を持たせたかったのだろう。母を亡くして以来、人間味に欠けるように見える息子も、妻子ができれば変わると思ったのかもしれない。

　奥村明日海の存在が脳裏をよぎらなかったわけじゃない。だが、俺は自分の感情を恋だなどとは思いもしなかったし、父の勧める相手を拒否する理由もなかった。




　そこから先も俺は奥村明日海を気にしていた。挨拶以外に話す機会もない。それでも、顔を見たくて総務を覗いた。自分の感情の正体がわからなかった。

「私でよろしければ、お手伝いします」

　それは、明日海が入社して一年ほど経った頃だ。父が来客に渡すはずだった土産が、手違いで届かないことがあった。

　近場の店で手配をしようかと考えているときに、明日海がそう声をかけてきた。

　俺は総務部で部長とこの話をしていて、明日海はちょうど近くで庶務作業をしていたのだ。挨拶状の送付かなにかだったと思う。総務部長が尋ねる。

「奥村くん、いいのかい？」

「ええ、この辺りでしたら『清せい月げつ』の最も中なかか、『吉きっ祥しょう庵あん』の羊よう羹かんはいかがでしょう。日持ちもしますしお土産にいいのではないでしょうか」

　はきはきと答える彼女に、俺は咄嗟に言った。

「手配を頼めるか？　午後三時までに十箱」

「はい。承知しました、すぐに電話で注文します。準備ができ次第、取りに行ってまいります」

「取りに行くのは俺も一緒に行こう」

　彼女の手配してくれた最中を、一時間後にふたりで取りに行った。会社から徒歩で行ける範囲の店だった。

「私ひとりでも大丈夫でしたのに」

　店を出て、明日海はそう言って微笑んだ。

「いや、十二個入りを十箱だ。ほら、こうして持ってみればかさばるだろう」

　俺が両手の紙袋を持ち上げて見せると、明日海はにっこり笑って、片方を受け取った。

「では、半分ずつ持ちましょう」

　ふたりで並んで会社まで歩いた。行きも帰りもほとんど喋らなかった。

　春にしては日差しの強い日で、暑いとかそんな会話しかできなかった気がする。

　普段からそうよく喋るほうではない俺だが、彼女といるとより無口になるようだった。それが照れの感情だと、俺はなかなか気づかなかった。

　土産を会議室に届け、俺は彼女に礼を言った。

「急な仕事を引き受けてくれてありがとう。きみの業務を圧迫したんじゃないか？」

　明日海は首をふるふると振り、悪戯いたずらっぽく笑った。

「いいえ。実は、単純作業でくたびれていたので、ちょっと息抜きをしてしまいました」

　その笑顔は、出会った頃と変わらない無邪気で明るいもので、俺は眩まぶしくて目がくらむような感覚を覚えた。

　可愛い人だ。

　そのとき、初めてきちんとそう思った。奥村明日海は、可愛らしい。顔も仕草も性格も。

「また、困ったときは頼るよ。きみの息抜きになる範囲で」

「はい、喜んで」

　俺に言えるのはその程度。奥村明日海を好ましく感じても、俺になにかができるわけでもない。

　そう思っていた。




　彼女と俺の運命が重なったのはそれからさらに一年と少し先。

　彼女の弟と俺の婚約者が駆け落ちをした。

　中安可世の失踪を知り、まず俺は後悔した。俺は可世にとって、形だけの婚約者だっただろう。身体の繋がりもなく、気持ちも伝えたことがない。そもそも伝えるべき気持ちも持ち合わせていない。

　婚約者だからいずれ結婚する。そんなスタンスの男、見限られて当然だ。

　なにより、俺の心にはずっと気になる存在がいる。

　奥村明日海という存在が消えない。

　この件を穏便に済ませようとしたのは、可世に対する罪悪感からだった。

　あとは奥村社長一家を極端に萎い縮しゅくさせないため。

　しかし、明日海はわざわざ俺のもとへ謝罪に来た。奥村フーズを見捨てないでほしい。自分は退職するつもりだと言われ、俺は焦った。

　彼女を失いたくない。俺のものではないけれど、せめて今まで通り近くにいてほしい。

　だが、俺に懇願する権利はない。ほんの少し前まで婚約者がいた男が愛の言葉を告げて、誰が信じるだろう。

〝一晩〟の誘いをかけたのは、勢いだった。他にどうしたらいいかわからなかった。口にしてすぐに否定した。馬鹿なことを言ったと思った。

　それなのに明日海は言った。

「私でよければ、ご一緒させてください」

　それが父の会社を守る捨て身の言葉だとわかっていた。わかっていたのに、俺はすがってしまったのだ。

　想いの丈をぶつけた夜だった。一方的だったけれど、俺は気持ちを遂げられ嬉しかった。眠る彼女の髪を撫で、束の間の幸福に浸った。

　この夜を始まりにしよう。

　今すぐ彼女に迫っては、彼女は身売りのような形で俺との交際に応じるだろう。奥村フーズに損害はないと彼女が理解し、俺が婚約者と別れたことが周知された頃、あらためて彼女に言おう。好きだ、と。

　しかし、この選択が間違いだった。

　それからふた月後、彼女は俺にはなにも言わず退職してしまったのだから。

　どうにか会いたいと思った。

　奥村社長に探りを入れたが、はっきりしない。

　今彼女はどこにいるのだろう。どうも実家にはいないようだが、根ほり葉ほり聞けるほど奥村社長とは親しくないし、奥村望の件で警戒されてもいけない。奥村社長と仕事で会うたび、世間話程度に彼女の話題に触れた。

　一方で総務部の彼女の同僚たちにも、話を聞いた。俺と彼女の関係を匂わせないように、これも折を見て話す程度。

　そうしているうちに時間が経ち、俺は焦じれ始めた。明日海がどこにいるのかわからないままだ。

　俺が婚約者と破局したのは、すでに周知の事実。もう公に明日海を捜しても問題はないだろう。

　世話になっている調査会社に頼み、明日海の行方を捜し始めたのは彼女がいなくなってから一年後。半年も経たず、彼女の行方はわかった。

　彼女は隣県のある街で暮らしていた。生まれたばかりの娘とともに。

　その子は俺の子だろうか。写真で見ただけで判別などつくはずもない。何度か写真を撮らせたがわからない。

　正直に言えば、なんでもよかった。俺の子でも、そうでなくてもいい。

　彼女がひとりで娘を育てているなら、俺はそれを助けられる。

　問題があるとすれば、この勝手な執着は俺だけの感情ということだ。彼女は俺など好きでもなんでもないだろう。

　むしろ、一晩寝ただけで粘着をされたらたまらないに違いない。

　断れない理由を作らなければならない。彼女をもう失わないために。

　俺は強く思い、行動に移した。

　強引な手法だった。

　奥村フーズから子会社化の希望はうっすら聞いていたので、利用した。そして、消えた弟をおびき出すために傍にいろと彼女に命じた。

　愛されるはずのない同居生活のスタート。せめて、彼女と娘から距離を取ろうと思っていたのに、明日海は俺に接してくる。未来に触れさせてくれ、家にいてくれと言う。食事を用意し、迎えてくれる。

　近づいていく距離をもどかしくも嬉しく思った。

　さらに未来の存在が俺を癒やしてくれた。

　ともにいればいるほど、未来は愛いとおしく感じられた。俺と同じ髪と目の色をした未来。たぶん贔屓目でなく、俺に似ている。

　やはりこの子は俺の子だろうか。

　しかし、当時の明日海には恋人がいたという。その男との子であると聞けば、それ以上は追及できなかった。そして、俺は恋人のある女性に迫っていたのかと、自身の愚かしい片想いを恥じるしかできなかった。




　すべての誤解がとけ、俺たちが歩み寄るには時間を要した。

　彼女が実はずっと俺に惹かれてくれていたと知ったときの喜びはたとえようがない。本当の意味での家族として三人で歩んでいこうと決めた俺たちは、こうして結婚式を迎えられた。

　今日、この日が区切り。俺は必ずふたりを幸せにしよう。




＊＊＊




「ぱぱー」

　室内で呼ぶ声が聞こえ、俺は振り向いた。未来がベッドの上で座って、目をこすっている。かなり早くに眠ってしまったせいか、こんな時間に起きだしたようだ。

　しかし、夜泣きをするかと思っていたのに、未来は静かだ。

「未来、まだ夜だよ。ねんねしよう」

　室内に戻り抱き上げると、俺の肩に頭をこてんとのせ眠たげだ。少し揺らしていれば眠るかと、抱き上げた状態で室内を歩き回る。しかし、逆効果だったようで、未来の目はらんらんと冴えてしまった。

「やっぱり起きちゃいましたか」

　そう言って、明日海も起きだしてきた。眠っていればいいと思うのだけれど、育児中の母親というのは眠りが浅いようで、子どもに合わせて起きてしまう。

「夜のお散歩に出ましょうか」

「そうだな。寒いから暖かくしていこう」

　未来には暖かなポンチョを着せ、眠ったあとを考え、明日海が抱っこ紐で抱き上げママコートの中に入れた。暖かなカバーオールを着せてしまうと、ベッドに下ろして脱がせているときに目覚めてしまうのだ。

　俺もジャケットとマフラーを身につけ、三人でホテルの部屋を出た。

　高原の夜はしんとし、東京よりずっと冷える。その分、空気は澄んでいて星空がよく見えた。

「未来、お星さま、綺麗ね」

「しゃまね」

　未来が言葉を中途半端にまねるのが可愛らしい。

　木立の向こうには湖の暗い水面が見えた。冴えた空気だが無風で、湖面は凪いでいる。

「そう、さっきスマホを見たら、望から連絡がきてたんです。可世さん、無事男の子を出産したそうですよ」

　結婚式の食事会の最中に陣痛がきたと連絡があったが、式後、明日海が疲れて眠ってしまったので、続報が途切れていたのだ。

「それはよかった。未来、従弟が産まれたぞ」

　明日海の腕の中の未来を覗き込むと、すでに未来はうとうとしている。散歩に出てまだ五分と経っていない。俺と明日海は顔を見合わせ苦笑いだ。

　それから未来が完全に寝つくまで散歩を続行した。

「きみと出会ってから、今日までをぼんやりと思い出していた」

「そうなんですか。なんだか照れますね」

　俺の言葉に、明日海が微笑む。

「きみを好きになって、俺はいろんな気持ちを知ったよ。人を恋しく思う気持ち、我が子を愛しく思う気持ち、大事な人たちを失えないと思う気持ち」

「これからもっともっと、新しい気持ちを知れますよ。娘の成長を嬉しく思う気持ち、娘を嫁に出す気持ち……」

　俺は明日海の髪に触れる。見上げてきた彼女の額にキスをした。

「でも、きっときみを好きな気持ちは一生色褪せない」

　明日海が花開くように笑った。

「ええ、私も」

　これから先も変わることなく強くきみを想う。生涯かけても愛し足りない。

　俺たちは星明りが照らす道を並んでいつまでも歩いた。未来の寝息を聞きながら。




（おしまい）
















特別書き下ろし番外編










新たな家族を迎えて




　私が次女・夢ゆめの出産を終え、退院したのは暑い夏の最中だった。迎えに来てくれた豊さんと未来と、生後六日目の夢を連れて車で自宅に帰った。

　青空には入にゅう道どう雲ぐもが見え、ひどく蒸す。蝉せみがうるさいくらいに鳴いていて、マンションの駐車場に入ってもまだ耳鳴りがするようだった。

「ただいまぁ」

　おくるみに包んだ夢を抱いて玄関に入ると、豊さんと未来が「おかえりー」と私の横で声をそろえた。迎えに来てくれたふたりからすれば、「おかえり」に他ならない。私の出産入院中、豊さんと未来はこのマンションでふたり暮らしだったのだ。現在、豊さんは育休中だ。

　数日ぶりの我が家はすっきりと整せい理り整せい頓とんされている。豊さんは未来の面倒を見ながら、家事もこなしてくれていたようだ。〝デキル旦那様〟の手腕に私はため息をついた。

　エアコンの利いた室内には真新しいベビーベッドが設置されてある。これも私が入院中に彼が組み立ててくれたもの。

「明日海、冷たい麦茶と温かいほうじ茶、どっちがいい？」

　豊さんがキッチンから声をかけてくれる。すでに未来のプラスティックマグには冷たい麦茶が用意されてある。

「麦茶をもらおうかな」

「わかったよ。でも、エアコンと冷たいものじゃ冷えるよな。やっぱり、ほうじ茶も淹れておくよ」

　そう言って電気ポットのスイッチも入れるのだから、さすがだ。一緒に暮らしだして二年、豊さんは今やなんでもできる素敵なパパだ。

「ママ、みくがゆめちゃんだっこしゅるよー」

　私の足元では、三歳四ヶ月になった未来がとび跳ねている。生まれたばかりの妹が気になってしょうがない様子である。

「未来、ありがとう。でも、夢ちゃんはベッドに寝てもらおうね」

　まだ首の据わっていない新生児を、未来に預けるわけにもいかない。しかし、未来は可愛い妹が家にやってくるのをずっと心待ちにしていた。生まれる前から「みくはおねえちゃんになるのよ」と張り切っていたっけ。

「じゃあ、未来、こっちにおいで。一緒に夢を抱っこしよう」

　豊さんが床の絨じゅう毯たんに座り未来を呼び、膝に座らせた。目配せしてくるので、私は未来の膝の上に夢をそっとのせる。支えているのは豊さんだが、未来は念願の抱っこに「わぁ」と目を輝かせた。

「夢ちゃん、ちいちゃいねえ」

　夢はきょとんとした顔で、姉と父親を見ている。自分がどこにいるのかもよくわかっていないのだろう。

「手がお花みたい」

　小さな夢の手をもちもちと握って、未来が言う。お花とはなんとも可愛い表現だ。

「未来の手は少し大きいお花だね」

「ママの手は葉っぱみたいだよ。パパの手はもっと大きい葉っぱだねぇ」

　未来は家族全員の手をきゅっきゅと握り、嬉しそうな笑みを浮かべた。

「みんな一緒だねぇ」

「今日から家族四人、一緒だよ」

　豊さんが答え、未来が頷く。家族四人、みんな一緒。すごくいい言葉に思えて、目頭が熱くなる。

　念願の第二子。今度は最初からずっと家族で暮らせる。夢を授かったとわかったとき、豊さんがどれほど喜んだか、妊娠期間中いかに献身的に支えてくれたかを思うと、夢の成長に関するすべてを共有したいと感じた。

「夢のオムツが汚れているみたいだ。替えよう」

　豊さんが夢のおしりを触って気づいた。

「あら、本当だ。オムツとおしりふき、準備していたよね。持ってくる」

「明日海はいいから、お茶を飲んでいてくれ。俺がやるよ」

　そう言って豊さんは夢を長座布団に寝かせる。オムツとおしりふきをベビーベッド横のチェストから持ってきて、夢の肌着をめくった。

　そのやる気充分な姿に水をさせないので、私はダイニングテーブルについた。淹れてもらった麦茶のグラスを手に、豊さんのオムツ替えを観戦する。

「パパ、がんばれ！　がんばれ！」

　未来が横でうるさいくらいに声を張り上げている。豊さんはオムツのテープをはがし、おしりふきで夢の肌を拭き始めた。

「パパ、おしりふきをとりましゅか？　ティッシュでしゅか？」

「助手の未来くん、おしりふきをもう一枚とってくれるかい？」

「はい！　パパ、頑張ってね！」

　助手の声援に応えつつ、豊さんは夢の腰を持ち上げ、素早く新しいオムツを敷いた。新生児のオムツ替えは初めてなのになかなか手際がいいのは、赤ちゃんを迎えるための雑誌で下調べをしていたからだろう。未来のときも替えてくれたけれど、あの頃未来はすでにパンツタイプのオムツを履いていたっけ。

「パパ、上手だねえ。夢ちゃん、気持ちよさそう」

　未来が我がことのように自慢げな顔で、私を見てくる。うんうんと頷いて、豊さんに声をかけた。

「ありがとう、豊さん。すごく上手だね」

「まだ慣れないよ。結構、緊張した」

　そう言って額の汗をぬぐう豊さん。その視線が夢に注がれ、ぴたっと止まった。

「あ……」

　私も豊さんも見てしまった。替えたばかりのオムツにじわっとオムツ替えサインが出るのを。これはオムツの機能で、おしっこの水分に反応して青いラインが出るのだ。

　豊さんが確認するようにオムツを触って苦笑いした。どうやら夢はすっきりしたらまた尿意をもよおしたらしい。

「夢～、もう一回だぞ。いい子にしていなさい」

「豊さん、重ね重ねありがとう」

　再度オムツ替えをする豊さんは、それでもとても幸せそうな表情をしていた。




　午後、未来と夢は並んで長座布団で眠ってしまった。夢はベビーベッドで眠らせようと思ったのだけれど、未来がいつまでも隣にいたがったので長座布団に寝かせて様子を見ていた。すると、そろってお昼寝に入ってしまったのだ。

　夢は二時間おきに授乳をするし、おそらくそう長くは眠ってくれないだろう。

　未来は来年から幼稚園に入るけれど、まだまだお昼寝は必要。はしゃいだ分、しっかり休んでほしい。

　可愛らしい姉妹の寝顔を、私と豊さんはソファで並んで見つめた。束の間の平穏な夫婦の時間だ。

「今日からあらためて、育児を頑張らなきゃ」

　三年ぶりの新生児育児で、正直に言えば緊張している。未来のときは無我夢中だったけれど、今も同じように育児できるか不安だ。

　それに、きっと未来は赤ちゃん返りをするだろう。今は妹が珍しくて可愛がっている未来だけれど、まだイヤイヤ期は継続中。事あるごとに大騒ぎして泣くので、赤ちゃん返りを想像すると激しそうだ。

　豊さんが気づかわしげに私の顔を覗き込んでくる。

「俺もできることは手伝うから、言ってくれ」

「ええ、頼りにさせてもらうね」

　不安そうに見えただろうか。私は努めて明るく答えた。

　豊さんは率先して育休を取って、私を手伝ってくれている。自分が育休を取れば、社員も取りやすいからと言っていたけれど、ひとりで抱え込みがちな私を心配してくれているのだろう。豊さんはいつだって、本当に思いやり深くて優しい。

　すると、豊さんは視線を愛娘たちに向け、楽しそうに言った。

「小さい小さいと思って未来を見ていたけれど、こうして並んでいると、未来はちゃんと大きくなっているんだな。明らかに夢とはサイズが違う」

「そりゃあそうでしょう。三歳違うんだから」

「新生児の小ささにも驚くよ。泣き声も違うし、手足もまだ細い。声も未来の泣き声よりずっと細くて……。生きていてくれるだけで奇跡というか、感動してしまうな」

　しみじみ呟く豊さん。私はその肩に頭を預けた。

「未来のとき、経験させられなくてごめんなさい」

「いいんだ。その分、夢の育児は頑張らせてくれ」

　豊さんはふうと感慨深そうにため息をついた。見上げた横顔には父親としての責任感がにじんでいるように見えた。

「幸せだな。きみと未来と夢。俺の家族だ。未来も夢も、元気に育ってくれればいい」

「ふたりともあなたによく似ているから美人になるわ」

「いや、口元はきみに似て可愛らしい。それに未来の口調はすでにきみにそっくりだよ」

　顔を見合わせ、ふふっと笑い合う。それから豊さんは私の額にキスをした。

「明日海、いっそう大変になるだろうがよろしく頼む」

「はい、頑張ります」

「きみと長く長く一緒にいたい。どうか健康に気をつけてほしい。子育てはいつか終わるけれど、俺ときみの生活は末永く続けていきたいんだ。毎日の生活で、無理はしないでくれ」

　彼の心には若くして亡くなったお母さんの姿が浮かんでいるのだろう。お母さんの看病をして看取った豊さんの心には、家族を亡くす寂しさがこびりついている。

　私は頷き、彼の身体に腕を回した。

「絶対とは約束できないけれど、子どもたちが大きくなって、孫や曽孫の顔を見るくらいまであなたといたいな」

　寂しい思いはさせない。不安な気持ちにもさせない。

　彼が私や娘たちに示してくれる愛情を私も同じように返したい。

　だから、確約はできなくても言葉にする。

「家事も育児もお仕事も、頑張りすぎず困ったら周囲に頼ります。毎年健康診断に行くし、ちょっとでも具合が悪かったらすぐに病院に行きます」

「ああ、そうしてくれ」

　私はにこっと彼に笑いかけた。

「未来を授かって、あなたを置いて消えたことを後悔しているの。だから、もうあなたを置いていったりしない。離れない。ずっとずっと傍にいる。そのための努力は惜しまないわ」

　一度は彼から離れた。その期間の彼の心を思うと、もう二度とこの人に喪失の悲しみや後悔を味わわせたくないと強く感じる。この命を彼に預けると約束しよう。そうすることで彼を満たそう。

「明日海、ありがとう」

　豊さんが感極まったように、私を抱き寄せた。

　抗う間もなく、たくさんのキスを浴びせられ、私はくすぐったくて首をすくめた。額、頬、首筋。くすぐったいだけじゃなく、ちょっと変な気分になってしまいそうで、笑いながら身をよじる。しかし、豊さんはなかなか逃がしてくれない。ちゅ、ちゅ、と続くキスに観念し、私は彼の首に腕を回した。

「くすぐったいのはなし！」

「じゃあ、本気のキスならいいか？」

「それはもう少し待ってね」

　私は顔の角度を変え、誘うように触れるだけのキスをする。

　甘いラブシーンは産後すぐにはお預けだけれど、キスをしては駄目ってことはないはず。

「豊さん、愛しています」

「俺も明日海を愛している。きみと出会え、家族になれて嬉しいよ」

　あらためて気持ちを伝え合い、私たちはそっと唇を重ねた。今度はとびきり優しく。

　愛を示すように、大事な存在を確認し合うように。

　都心の空はわずかに曇り始めていた。遠雷が聞こえ、やがてベランダにぽつりと大きな雨粒が落ちた。

　夕立がくる。私は愛する人の腕の中で、雷と子どもたちの寝息を聞きながら、変わっていく空を見つめていた。




（おしまい）
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『冷徹御曹司は過保護な独占欲で、ママと愛娘を甘やかす』をお読みいただきありがとうございます。砂川雨路です。ベリーズ文庫では十九冊目の書籍となります。

　今回のお話は、切ないシークレットベビーストーリーにしようと考えました。ヒロインの明日海は片想いの相手・豊に誘われ、一夜をともにします。しかし、明日海には豊に愛されない理由があり、妊娠と同時に豊から離れてしまいます。数年後、愛娘・未来をひとりで育てる明日海に豊との政略結婚が持ち上がり……。

　誤解からすれ違ったふたりが、いびつに寄り添い合いながら互いの真実にたどり着くお話です。明日海が母として妻として成長していく姿、また豊が娘と暮らすことで新しい発見をし、徐々に愛情を隠しきれなくなっていく姿が、本作の見どころかなと思います。

　最初は切なく、だけど最後はとびきり幸せなラストを目指しました。甘く優しい気持ちで読み終わっていただけたら嬉しいです。

　書籍化にともない番外編も書き下ろしました。二年後の笛吹家に、新たな家族が加わるお話です。互いを想い合う明日海と豊の幸福な日々を、未来の成長と一緒にお届けします。

　最後になりましたが、本作を書籍化するにあたりお世話になった皆様に御礼申し上げます。

　愛が溢れる親子三人のカバーイラストを描いてくださいました森原八鹿先生、ありがとうございました。デザイナーの尾関様、ありがとうございました。担当の若海様、編集協力の本田様、今回もありがとうございました。おふたりの柔軟なご対応に助けられています。

　そして、いつもいつも私の作品を楽しく読んでくださる読者様、本当にありがとうございます。喜んでくださる皆様がいるから、書き続けていられます。

　これからもよろしくお願いします。次回作でお会いできますように。
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